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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







おおかみさんおつうさんの恩返しにちょっとやきもき

おおかみさんうさぎとかめの醜い争いに巻き込まれる

おおかみさん金太郎少年になつかれる

おおかみさん桃ちゃんのきび団子に完敗する

あとがき







[image: オオカミさんとおつう先輩の恩返し]







[image: ]







　　　おおかみさんおつうさんの恩返しにちょっとやきもき







　それはなんの変へん哲てつもない放課後のこと。

　御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会と書かれたボロい看板のついた、これまたボロい建物の前でメイドさんがほうきとダンスを踊おどっていた。

　るんるんとかの擬ぎ音おん──間ま違ちがってもレレレではない──を周囲にちりばめたくなりそうなほどご機き嫌げんなメイドさんが、くるくるとほうきと一いつ緒しよに回っている。ボリュームのあるメイド服のスカートがふわりと広がる。翼つばさのように二つに縛しばられた黒くろ髪かみが風に舞まう。

　これが少し豪ごう華かな家の庭や、洒落しやれた洋風のお家の玄げん関かん前なら、ほのぼのホームコメディＩＮメイドのある生活といった感じで素す敵てきなのだろうが、メイドさんがいるのは今にも廃はい屋おく化してしまいそうなというか廃屋に片足突つっ込んでいるようなボロい建物の前、そしてそこそこに人通りのある校内（[image: ←]ここ重要）の文化棟とうと体育棟の側そばなので、実に惜おしいがただの変な人でしかない。

「るんるんる～ん♪」

　とうとうおつうさんは口でるんるん言い出した。いや、似合ってるから良いんですけどね。

　というわけでほとんど誰だれも正式名めい称しようを知らなかったりというか長いので正式名称を憶おぼえようとしない御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会、通称御伽銀行所属のおつうさんがほうきを持って御伽銀行地上支店の前をお掃そう除じしていた。

　おつうさんを遠巻きに見ているのは、メイドの写真でご飯が三杯ばいはいけそうなメイドスキーのカメラ小こ僧ぞうたちと、メイドフィールド（一般人は近づけない素す敵てき空間）に阻はばまれ近づけないおおかみさんご一行。

「おつう先せん輩ぱいごきげんですのね。ご奉ほう仕しの喜びに恍こう惚こつとしてますの」

「だな。おかげで近づきづらいことこの上ねー。いつものことだけどよ」

　いつも通りコンパクトでかわいらしいりんごさんの言葉に、いつも通り男らしいおおかみさんがため息をつく。おおかみさんたちが立ち止まっているのは、おつうさんが本当にうれしそうにお掃除しているので、その邪じや魔まをしたくないから。……というのは表向きの理由で、本音はうふふふといっちゃってる感じのおつうさんには近寄りがたい、かつ仲間だと思われるとなんか悲しくなるから。

　おおかみさんも、どうしようもなく仲間で、同類だと思われているというか間ま違ちがいなく同類なのだが、それは棚たなの上にダンクシュート。

「まあ、いい人なんだけどな。あれはあれでありがたいし」

「そうっスねー、料理もうまいっスし」

　おおかみさんは、口の端はしを上げ立派な犬歯を見せながらワイルドに苦笑する。それにここしばらくで腰こし巾ぎん着ちやく、金魚のフンの名をほしいままにしている亮りよう士しくんが続いた。

　実際、御伽銀行所属メンバーでおつうさんのお世話になっていない人はいないのだ。御伽銀行の地上地下の施し設せつがいつもきれいで清潔なのは、炊すい事じ洗せん濯たく掃除など家事大好きなおつうさんのおかげなのだ。恩返しという行こう為いに目がなくて時たま奉ほう仕しの喜びにトリップするのさえ無視すれば、おつうさんは完かん璧ぺきなメイドさんなのだ。

　まあそういうわけで毎週火曜と木曜にここで見れるおつうさんのお掃除は名物となり、かなり本物っぽいメイドが見れる素敵スポットとして、メイド目当てのカメラ小僧が集まってくるのだ。

「まあ、いつまでもこんな所でこうしているわけにもいきませんので、行きましょうですの」

「おう」

　おおかみさんたちは今日は当番の日ではないが、何もないときにも地下本店に入り浸びたっている。茶も出てくることだし、おやつもあるし、テレビもあるしと至れり尽つくせりであまりにも居い心地ごこちがよいのだ。

　そういうわけで、相変わらず狂くるったように回り続けているおつうさんに向かって歩いていくおおかみさんご一行。

　回転により三六〇度の視野を確保していたため、すぐにおおかみさんたちに気づいたおつうさんは回転停止、それによりさらにスカートがふわりと……

「「おおおおおおおお！！！」」

　かしゃかしゃと鳴る無数のシャッター音と焚たかれるフラッシュ。

　そんないつも通りの光景に、またまたため息をつこうとしたおおかみさん。しかし、おおかみさんのつり上がりぎみできつめの瞳ひとみが視界の隅すみにいつも通りでない飛行物体を捉とらえた。

「あれは……？」

　その小さくて丸い何かはおつうさんの方へと……

「あっあぶねえっ!!」

　叫さけび走り出すおおかみさん。

　おおかみさんアイは謎なぞの飛行物体が今の軌き道どうだとおつうさんに直ちよく撃げきすることに気がついたのだ。

「え？」

　おつうさんは、そのおおかみさんの様子にはてなマークを浮かべつつ、おおかみさんの視線の方向に何事かと目線をやり、目前まで迫せまった丸い飛行物体を目撃した。しかし突とつ然ぜんの出来事に反応できない。

「きゃっ」

　反射的に目をつむり、身をすくませるおつうさん。

　そして今にもその飛行物体がおつうさんに当たろうとしたそのとき……

　パンッ

　と軽い音を立て、謎の飛行物体──野球のボールの進路が変わった。ボールはおつうさんの羽根のように柔やわらかな髪かみをカスって後方へと流れていく。

　なんだ？　とおおかみさんが振ふり向くと、スリングショット（こう書くとかっこいいが要するにパチンコ）を構えた亮りよう士しくんの姿。おつうさんにボールが直撃するまでのわずかな時間で、パチンコを取り出し構えそして撃うったのだ。狙ねらいをつける時間もなかっただろう。しかし、亮士くんは当てた。もちろんパチンコの玉と野球のボールが正面から喧けん嘩かしても勝てない。なので、亮士くんはボールの軌道を変えることを狙ったのだ。

　その妙みよう技ぎにりんごさんとおおかみさんは声を上げて褒ほめた。

「おみごとですの」

「ひゅーやるじゃねえか」

「ははは、まぐれっスよ」

　最近は常に身につけているウエストポーチにパチンコをしまいつつ、照れる亮士くん。何故なぜこんなことができるかというと、亮士くんの生まれ育ったのは超ちようがつくほどド田舎いなかで、同年代の友人が全く存在せず、ずっと一人で遊んでいたらできるようになったという感心すればいいのか哀あわれめばいいのかわからない微び妙みような理由からなのだ。

　いつもまたぎのおじいさんについて野山を回っていたので、気がつけば猟りよう師しの英才教育を受けていたためでもあるが。

「どんなヘタレにも一つぐらいは取とり柄えがあるもんだ」

「まあ、森もり野の君はひとつぐらいなにかないとただのダメな人ですし」

「は……はは、ひどいっス」

　トスを高く上げておいてアターックっ!!　と地面に叩たたき落とすというおおかみさんとりんごさんの高等連係プレイに、ガクーンと肩かたを落として地面にめり込みそうな勢いでへこむ亮りよう士しくん。

　何が起こったのかわからずしばらくきょとんとしていたおつうさんだが、亮士くんが持ち上げられたあと落とされる哀れな様を見て、自分の身に何が起きたのか理解した。

　亮士くんに頭を下げるおつうさん。

「あっありがとうございました」

　おつうさんのまっすぐな視線が亮士くんに向かう。キラキラかがやく感謝の視線。亮士くんはあわてて、

「いえっ当然のことをした……」

　と、謙けん遜そんなんかしようとするが……
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「あのその……」

　しようとするが……

「…………みっ見ないで欲しいっスー」

　言葉の途と中ちゆうでおつうさんのまっすぐすぎる視線に耐たえられなくなっていつもの発ほつ作さを起こした。

　亮りよう士しくんは奇き妙みようなスキルを所有する一方、対人恐きよう怖ふ症しよう、視線恐怖症を併へい発はつするかなり駄だ目めな人でもあるのだ。

　亮士くんがこんな風になってしまったのは、射しや撃げきスキルを得たのとほぼ同じ理由。

　閉へい鎖さ空間の中で育った亮士くんは赤の他人、特に同世代と関かかわることがほぼなかったためその付き合い方がわからず他人が怖こわくて、他人からの一定量以上の視線を浴びたり、すぐ側そばに寄られたりしただけで錯さく乱らんするのだ。

　一応仲良くなりさえすればその症状は緩かん和わされるのだが、それでも今回のように仲間であるおつうさんはおろか、大好きなおおかみさんに睨にらまれても錯乱してしまうという時点で、その駄目っぷりがわかろうというものだ。ほんとにおまえ、おおかみさんをどうこうして恋愛する気あんのかって感じですよ、ええ。

「見ないでーっ!!」

　ほんとすいません、これでもうちのヒーローなんです。

　その情けなさすぎる亮士くんの様子を見ておおかみさんは大きくため息。一応亮士くんはおおかみさんの仕事上の相棒なのだ。能力も認めている。しかし……これは情けなさすぎる。りんごさんはくすくすとなぜかうれしそうだが。もしかするとサドっ気を刺し激げきされているのかもしれない。

「……ヘタレだな」

「ヘタレですの」

　りんごさんは亮士くんの発ほつ作さが収まるのを待たずに話を進めることにした。あいかわらず亮士くんは屈かがみ込んで頭抱かかえて見ないでーと叫さけんでいるが、完全スルー。

「でも、ほんとよかったですの。もう少しで顔に直ちよく撃げきするところでしたのよ？　せっかくきれいな顔ですのに。女の顔に傷をつけそうになったなんて万死に値あたいしますの」

　と憤ふん慨がいするりんごさん。そのとき、間の悪いことにボールの持ち主らしき少年がすいませーんと声をかけながらやって来た。

　ギンッ

　そんな感じで空気が凍こおる。おおかみさんが睨にらみ付けたのだ。

「ひいっ」

　固まる少年。おおかみさんはこの学校の有名人だ。白はく馬ばの王おう子じ様を撃退してしまった件で、最近では校内はおろか学校の外でも名前が売れてきているほどなので、少年が怯おびえるのも無理はない。

　そんな少年に追い討うちをかけるように、りんごさんが笑顔で青筋を立てるという何とも器用で恐おそろしい表情で聞いた。

「そこのあなた」

「ひいいっ」

　りんごさんもおおかみさんほどではないが裏ではその黒さ故ゆえに名前がそこそこ知られている。スタンガンを常に隠かくし持ってるような娘むすめさんですし。この少年はそんなことは知らないのだろうが、それでもりんごさんの恐ろしさが伝わったのだろう、またまた硬こう直ちよくする。

　そう、この武ぶ闘とう派鉄てつ拳けん娘おおかみさんと腹黒電でん撃げき娘りんごさんの凸でこ凹ぼこコンビは、その容姿が目立つこともあり、御お伽とぎ学園のあかずきんちゃんとおおかみさんと呼ばれて恐れられているのだ。

　ちなみに亮りよう士しくんは影かげが薄うすいので数には数えられてない。

「……クラスと名前をおっしゃってくださいますの？」

　そのりんごさんの言葉に自分がやっちゃったことに気がついた少年。青ざめながらもなんとか答える。

「…………１─Ｂ山田です」

「こんな所でボール遊びはいただけませんの。森もり野の君がいなかったらおつうさんのきれいな顔にボールが当たるところでしたの」

「すっすいませんでした」

　謝る少年にりんごさんは容よう赦しやなく告げる。

「これは貸しですのよ？」

「……はい」

　それを聞いて絶望の表情を浮かべたあと、ガクッと肩かたを落とす少年。

　貸し借りを扱あつかい情報を蓄ちく積せきし、それらをもって学園の陰かげで暗あん躍やくしている御お伽とぎ銀行。そこに作った借りは絶対に回収されることを知っているのだ。しかも基本は等価交こう換かんで、そのため借りを作れば借りに見合う徴ちよう収しゆうを受けることになり、ということは……今回の借りはとても大きそうなので何かすごいことをやらされるはずだ。

「では行っていいですのよ」

「はい……すいませんでした」

　とぼとぼと歩き去る少年。

　でもりんごさんの怒いかりは収まらない。

「もうほんとに、ぷんぷん」

　ぷんぷんと口で言ってるりんごさん、しかし似合ってるところが恐ろしい。流石さすがぶりっこ歴十うん年──ではなくて、すがすがしいほどの純粋ぴゆあさです。

「りんご、なんで空睨にらんでんだ？」

「なんでもないですのよ、ほほほ」

　笑え顔がおでお空を睨んでいたりんごさんがおおかみさんの方を向く。

「じゃ、おつう先せん輩ぱい、オレらは用があるんで」

「あっはい、本当にありがとうございました」

「いえいえ、それではっス」

　おつうさんに挨あい拶さつをしたあと、小こ汚ぎたないプレハブ小屋に消えていく三人。怒りのためか、居い心地ごこち最高の魅み惑わくの地下空間が待っているからか、あまりにもヘタレすぎる亮りよう士しくんにあきれ果てていたからか、はたまたご都合主義からか、三人は最後までおつうさんの様子がおかしいことに気がつかなかった。




　そして翌日……

「……おはようっス」

「おう」

　朝の教室、ふらふらと現れたのは亮士くん。おおかみさんはいつも通りの挨拶を返す。

　亮士くんが奇き妙みような芸で颯さつ爽そうとおつうさんを救ったのは昨日のこと、そのときは元気だった。しかし……

「なんかげっそり瘦やせてますのね。どうしたんですの？」

　そう、亮士くんの頰ほほはたった一日でげっそりとこけ、顔色も悪い。りんごさんの好こう奇き心しん四割、なんかおもしろそうな展開ですの四割、優やさしさ一割五分、心配五分のその言葉。

　その割合はなにげに酷ひどくないですか？　せめてサブヒロインなら半分は優しさでできていて欲しいです。

　そんな黒いりんごさんに亮士くんはよろよろと答える。

「あのっスね……昨日家に帰って玄げん関かん開けたら……メイドがいたんっス。おかえりなさいませご主人様とか言って……」

　そんな男の夢……もとい、たわごとをほざき始めた亮士くんにりんごさんはかわいらしく首をかしげ聞いた。

「それなんてエロゲですの？」

　しかし、亮士くんは疲つかれたように言う。

「……現実なんっス」

「…………ヘタレだとは思ってたが、とうとう妄もう想そうと現実を混同しちまったのか」

　おおかみさんが、なんてこったいと天てん井じようを仰あおぐ。

「だから現実なんっスよ！」

「涼りよう子こちゃん、こうなったら涼子ちゃんが森もり野の君に三次元のすばらしさを教えてあげないといけませんの！　責任重大ですのよ!?」

「って、なんでオレが出てくるんだよ！」

「……みなまで言わせる気ですの？」

「なっ！　おまえは絶対に何か勘かん違ちがいしてんぞ!!」

「あーもう、話聞いてくださいよ！　何度も夢であるようにと思ったんスけど、夢じゃなかったんスよぅ」

　漫まん才ざいしてるおおかみさんとりんごさん、おーいおいと、哀あわれな泣き声を上げる亮りよう士しくん。

　どうにも収しゆう拾しゆうがつかなくなってきたので、りんごさんは仕方ないと亮士くんに向き直る。

「まあ、森もり野の君と涼りよう子こちゃんをからかうのはこれくらいにして」

「オレもかよ！」

　不満の声をおおかみさんは上げるが、りんごさんは聞かない。

「それでどういうことですの？」

「はいっス、あれは昨日の夕方……」




　　　　　[image: ～][image: ～][image: ～]亮士くん回想　未知との遭そう遇ぐう編[image: ～][image: ～][image: ～]




「ただいま」

　日が沈しずみかけ辺りを赤く染めた夕方、帰宅した亮士くんは玄げん関かんに手をかけ扉とびらを開き……

　ガチャ

「おかえ……」

　バタン

　そのまま扉を閉めた。

　その、あの、なにか、あり得ないものが見えた気がする。

　目め頭がしらを押さえて、疲つかれてるのかなーとか思いつつ空を見上げる亮士くん。

　朱しゆ色いろに染まった空はとてもきれいだ。

　カーカー

　カラスが鳴いている。

　よし、帰ろう。カラスが鳴いてるからな！

　気を取り直した亮士くんはまた扉を開き……

　ガチャ

「おかえりなさいませご主」

　バタン

　黒と白とちょっとの赤で構成された男を惑まどわせる魅み惑わくの存在が見えた。

「…………」

　ほっぺたをつねってみたりする。

「……痛い」

　少なくとも夢ではないに違ちがいない。そう確かく認にんすると、意を決してドアノブを握にぎった。

「よし！」

　そしてドアが開かれ……

　ガチャ

「おかえりなさいませご主人様」

　扉の向こうにはメイドがいた。
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「…………なるほど、おつう先せん輩ぱいの病気が始まったんですのね」

　話を聞いたりんごさんは納なつ得とくと頷うなずいた。

「病気っスか？」

「病気というかおつう先輩の趣しゆ味みですのよ」

　わからない亮りよう士しくんにりんごさんが教えてあげる。

「恩返しですの」

「……あーなるほど」

　おおかみさんも納なつ得とくと頷うなずいている。

「森もり野の君、昨日おつう先せん輩ぱいを助けたでしょう？」

「ハイっス」

「だから恩返しにおつう先輩が現れたんですのよ」

「……………………………………………………………………なんっスかそれ？」

　ただの一言だが、亮士くんの啞あ然ぜん呆ぼう然ぜんって顔から発せられたため、やけに重みがある。

「そのまんまですのよ。おつう先輩は義理堅がたいというかなんというか……何故なぜか知りませんけど恩返しマニアなので、助けてもらったお礼に森野君専属メイドとなって恩返しに現れたわけですの」

　りんごさんの言葉に絶句する亮士くん。時代錯さく誤ごにもほどがある。今までも、恩返しにこだわっていたようだけれどもここまでやるとは……。

「で、なんでおまえはそんなにやつれてんだ？」

「それはっスね……」

　おおかみさんの質問に、やつれた亮士くんが悲ひ壮そう感溢あふれる表情で訥とつ々とつと語り始めようとしたそのとき、りんごさんが口を挟はさんだ。

「…………はっ！　まさか押しかけてきたメイドさんにご主人様プレイとかしてやつれちゃったとかですの？　それはぜひ後学のために知りたいですの!!」

「ちがうっスよ！」

　人間性が疑われてしまうために必死で反論する亮りよう士しくん。

「じゃあ、『助けてやったんだ身体からだで返してもらおうか』『いっいや、やめてください』『へっへっへっうぶなネンネじゃあるまいし───』みたいな感じで弱みにつけ込み、若さのままにおつう先せん輩ぱいの若くみずみずしいその身体を思うがままに……まさに外げ道どうですのね。タイトルを付けるなら『若さ故ゆえの過あやまち、三倍にまで暴走した欲望と引き裂さかれたメイド服』みたいな感じですの？」

「それなんてエロゲっスか!?」

「あ、森もり野の君それはさっき私が使いましたの」

「どうでもいいっスよ!!」

　相変わらず遊ばれている亮士くん。どうにか気力を立て直し話を続ける。

「…………昨日は寝ねれなかったんスよ」

「ええっ！　寝かしてもらえなかったんですの!?　なるほど、おつうさんの方が攻せめですのね……お坊ぼつちゃますべて私にお任せくださいとかいう感じでおつうさんが手取り足取り……まさにメイド物としては旦だん那な様に陵りよう辱じよくされるシチュと双そう璧へきをなすお約束ですの。さすがおつうさん、メイドというものをよくわかってますの」

「寝れなかったんスよ!!　だからそっち系から離はなれてください!!」

　いい加減切れる亮士くん、りんごさんはころころと悪びれもせず笑う。

「だってそっちのほうがおもしろいんですもの。まあ、森野君に限ってはあり得ないでしょうけど……ヘタレですし」

「ぐはっ」

　間ま違ちがいなどないと完全に断言されて、亮士くんは男としての矜持プライドを傷つけられたのか大ダメージを受ける。いえ実際なにもなかったんですけどね。

「だって森野君、良い雰ふん囲い気きになっても緊きん張ちようして絶対ナニが立ちませんのよ。襲おそいようも襲われようもないですの」

　りんごさんが毒全開で続ける。その顔はとうとう恍こう惚こつとし始めてるんですが、それは人としてどうですか？

「ほんっと役立たずですの。文字通り立ちませんし……あら、今私うまいこと言っちゃいましたの？」

　男たちの夢も希望も打ち砕くだくりんごさんのお言葉。

「うう」

　亮士くんはとうとう膝ひざをついた。

「ほーっほっほっほですの」

　なぜか勝利の哄こう笑しようをあげるりんごさん。

　そしておおかみさんは……

「おい、亮りよう士し、おまえも何か言ったらどうなんだ」

「めっ面目ないっス」

　亮士くんのあまりのヘタレっぷりに流石さすがにイライラしてきたらしい。

「まったくですの、せっかく私が悪役を引き受けてでも奮ふん起きさせてあげようとしましたのに」

　それは絶対噓うそですね。

「まあ、それはともかく、おかげで涼りよう子こちゃんの嫉しつ妬とを煽あおることすらできませんの」

「おいなんでオレがコレ相手に嫉妬を煽られなきゃなんねーんだよ!!」

　亮士くんのことは相変わらず無視、そしてコレ呼ばわり。

　亮士くんはあまりといえばあまりの扱あつかいに滂ぼう沱だと涙なみだを流す。

「ううううう」

　その亮士くんを心底うれしそうに見ている毒たっぷりのりんごさんが言う。

「まあ、本気で話が進まないのでこのぐらいにしときましょうですの。森もり野の君、泣いてないで続きをどうぞですの」

　誰だれが話を中断させたんっスか……とぶつぶつ愚ぐ痴ちりながら亮士くんが説明を始めた。

「おれはベッドが変わる枕まくらが変わる環かん境きようが変わるとかでも眠ねむれなくなるんっスけど」

「ヘタレここにきわまれりって感じだな」

「ほんとーに、どうしようもないですの」

　話を進めるため、あきれ顔のおおかみさんとサドっ気全開のりんごさんの辛しん辣らつなつっこみを聞こえないふりをする亮士くん。

「他人が側そばにいても寝ねれなくなるんっすよ。それで昨日の夜は……」




　　　　　[image: ～][image: ～][image: ～]亮士くん回想　悶もん々もん編[image: ～][image: ～][image: ～]




　……なぜこんなことになっているんだ、心休まる暇ひまがないぞ。

　現在一人なので漢おとこモードの超ちよう内うち弁べん慶けい亮士くんがひとりごちた。

　皆みなさん憶おぼえているかはわかりませんが、亮士くんは一人きりのときだけはとても男らしいという設定があったりするのだ!!

　……そんなヒーローに相応ふさわしくなさすぎる設定持ちの亮士くん。

「ここはどうにか、帰ってもらうしかないが……どうしたものかな」

　風ふ呂ろ上がり、髪かみをタオルで乾かわかしながら廊ろう下かを微び妙みように男らしく歩いていた亮士くんは今後どうするかを考える。

　そうだな、ここはガツンと……

　一人なので気が大きくなっている亮りよう士しくんは、そんなできもしないことを考えつつ自室の扉とびらを開き……

「ふつつか者ですがどうぞよろしくお願いいたします」

　布ふ団とんの上で三つ指ついてそんなことを言うメイドに硬こう直ちよく。

「なななななんでここにいるんっスか[image: ～][image: ～]っ？」

　あっという間にヘタレモードになる亮士くん。

「ご主人様の側そばに控ひかえるのはメイドとして当然でありましょう。しかし、ここは一部屋しかありませんので、隣となりで眠ねむる不作法をお許ゆるしください」

「って、男と女が一つ部屋の中ってやばいっスよ！　マジでっ!?」

　そうです、いくらヘタレだって亮士くんは年とし頃ごろの男の子なんですよ。そんな亮士くんの言葉におつうさんは何故なぜか覚かく悟ご完かん了りようってな顔で言った。

「大だい丈じよう夫ぶです…………覚悟はできております」

「かかかか覚悟ってなんスか！　覚悟って!?」

「…………みなまで言わせないでくださいませご主人様」

　ぽっなんて頰ほほを赤らめるおつうさん。

「だっだからなんでご主人様なんスかっ!?」

「女の命ともいわれる顔を守っていただいた、すなわちそれは命を守っていただいたことに等しいでしょう。そう、命を助けていただいたのですから、その方に全身全ぜん霊れいすべてを捧ささげて尽つくすのは至し極ごく当たり前のことではないですかっ!?」

　萌もえ……もとい燃え燃えなメイドおつうさんに亮士くんは叫さけぶ。

「そっそれはいったいどこの常識なんっスか[image: ～][image: ～]っ!?」

　メイドの国とかそんなんじゃないですか？

「それでは夜も遅おそいのでそろそろお休みになってはいかがですが？　ああ、なんでしたら子守歌なんかも……はっ、まさか睦むつ言ごとの方がよろしいのですか!?　…………はい、任せておいてください、経験はありませんがどうにか努力してみま……」

　あまりにも常識と話の通じないおつうさんとの接近遭そう遇ぐうに、亮士くんの脳細胞は思考をすることをボイコットした。
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「…………それなんてエロ」

「それはもういいっスよ！」

「まあ、いいつっこみ。見事な天てん丼どんの完成ですの。ボケ冥みよう利りに尽つきるというものですの」【トリビア…天丼とは同じボケを繰くり返すことをさすお笑い用語】

「ボケないでくださいっス!!」

　ひたすらおちょくられ続ける亮りよう士しくんはもう半泣き、ヘタレ全開で謝る。もちろん土下座。

「……ごめんなさい、もう許ゆるしてくださいっス。お願いっスから話聞いてくださいっス」

　亮士くんの他ほかに並ぶ者がいそうにない、まさに無む双そうって感じのすさまじいまでのヘタレさに流石さすがのおおかみさんも仕方なく亮士くんの援えん護ごに回る。

「……しゃーねーな。続き」

　おおかみさんはあごで話を促うながす。

「……というわけで気を失ったおれですけど、寝ね苦ぐるしさに夜中目覚めたら…………おつう先せん輩ぱいに添そい寝なんかされてたんスよ」

「……それ」

　しつこいりんごさん。

「だからもうそれはいいっス！　……それでおつう先輩、なんかすごくいい顔でおれの頭なでてて逃げられないしというか、それ以前に身体からだは金かな縛しばりみたいになって動けないっスし、声も出せないっスし……」

「なるほど、そういえば森もり野の君、他人に触ふれられると固まっちゃうんでしたの……大事なところは固まらないですのに。……ぷぷっ」

　なんかりんごさんが壊こわれてます。あと、大事なところがわからない人はそのままの君でいて。

　ともかく、おおかみさんは亮士くんの症しよう状じようから、

「ああ、そう言えば前に自転車で二人乗りしたときも硬こう直ちよくしてたな……」

　なんて思い出したが、その後の出来事にまで検けん索さくが及およびそうだったので思考をシャットダウン。

　ちなみにその後の出来事とは、ラブホテルの前で亮士くんと一いつ緒しよに行くぞっなんてやる気満々のところをどっかのおっさんに見られたこと……

「だっまっれっ!!」

「涼りよう子こちゃん？」

　相変わらずモノローグに突つっ込むおおかみさん。

「ああ、なんでもない」

　まあ、そんなおおかみさんとりんごさんはともかく、亮士くんは寝ね不ぶ足そくで目の下に隈くまなんか作った情けない顔で言った。

「というわけでそのまま一いつ睡すいもできず……」

「ただ、漫まん然ぜんと夜を明かしたと。…………ある意味夢のようなシチュですのに、なにもなかったなんて逆に引きますの」

　話を途と中ちゆうで引き継ついだりんごさんがやっぱりこき下ろす。

「うううううううう」

「それにしても、おつうさんが泊とまることを、おうちの方はご了りよう承しようなさったんですの……って、森もり野の君一人暮らしなんですの？」

「そういや聞いたことねえな」

　おおかみさんたちの疑問にテンション低いままの状態で亮りよう士しくんは答えた。

「叔母おばさんの家に下宿してるんっス」

「下宿？」

「ハイっス、おれの実家おもいっきり田舎いなかだって話したっスよね？」

「ああ」

「だから高校に通うのがきつかったんスよ。バスも電車も本数ないし、何より一番近くの高校でも遠すぎて通学だけで何時間とかかるんスよね。

　そんなわけで、一人暮らししながら高校に通うことになったんスけど、あまりにも狭せまい世界で育ってきたんで心配だということで、母方の叔母の家に下宿することになったんスよ」

「なるほど、森野君は世間知らずっぽいと思ってたんですのよ」

「確かにな」

「というか、こんな対人恐きよう怖ふ症しような社会不適合者を親おや御ごさんも心配で野に放てないですのよ」

「日常生活もままならないだろうしな」

「ううっ返す言葉もないっス」

　こればかりはどうしようもないくらい事実なので反論できない。

「まあ、それも理由の一つなんスけどね。家族以外と暮らすのは対人、視線恐怖症のリハビリになるんじゃないかってことっス。叔母さんたちは知り合いで親しん戚せきですけど、住んでいる場所が遠かったんでたまにしか会うことがなくて、知らないことはないっスけどよく知ってるわけでもないという絶ぜつ妙みような関係がリハビリにはもってこいだと」

「なるほどですの。それでそのおばさまはおつう先せん輩ぱいが泊とまることを認めたんですの？」

「はいっス、なんかあの二人意気投合してしまったんスよ。あとは、ショック療りよう法ほうになるだろうということで」

「なるほどですの」

「てゆーか、男女の過あやまち関係の心配がまったくされてないのが逆にすげーな」

　おおかみさんが何故なぜか感心している。

「ううううううううううう」

　男心をひたすら削けずっていく口こう撃げきに、このままでは駄だ目めだと亮士くんは起死回生の策に出る。

「でもこのままじゃ生活に支し障しようがというか睡すい眠みん不足で死んじゃいそうっスよマジで」

　悲ひ壮そう感溢あふれる口調でぼやく亮士くん、哀あわれみを誘さそおうという根性が情けないにもほどがある。

「まったく、男の子なら誰だれもが望むようなシチュエーションですのに」

　りんごさんはあきれ顔で言うが……

「でっでも、おれは涼りよう子こさんが……」

　なんてちらちらおおかみさんを見ながら言う亮りよう士しくんにおおかみさんは、

「なっ」

　ボンッと赤くなり、りんごさんはハッスルハッスル。

「まあまあまあまあな～るほどですの！　要するに、涼子ちゃんをメイドにしたいと!?」

　りんごさんの頭の上辺りにもわもわとメイド仕様のおおかみさんの姿が浮かぶ。

　というかりんごさん、考えてること丸見えですよ。

「なんという……天をも恐おそれぬその所行……」

　背後にメイドおおかみさんを浮かべたままりんごさんは声こわ高だかに叫さけぶ。

「しかしその心意気はしかと受け取りましたのっ!!」

「って違ちがうっス!!」

　ほのかで純じゆん粋すいな思いが、汚よごれたナニかと受け取られ、そりゃないだろうと叫ぶ亮士くん。

「ではメイドな涼子ちゃんは見たくないと？」

「いやそれは……」

　正直見たい亮士くん。

　これは亮士くんだけでなく、りんごさんも本気で見たい。しかし、おおかみさんが承知するわけない。

　なのでりんごさんはとても物欲しそうなテンション低い顔で……

「…………私も見たいですの」

　……とかつぶやいている。

「まあメイドはともかく、仕方がないので、今日の放課後森もり野の君の家におじゃましましょうですの。おつう先せん輩ぱいの問題を解決するために」

「本当っスか!?」

「ええ、もちろんですの！　困ったときは助け合う、それが仲間なのですのよ？」

　キラキラと何か奇き妙みような浮遊物をまき散らしながら素す敵てき笑顔で言うりんごさん。しかし、どう考えても、おもしろそうだからが理由の大半を占しめているのだろう。

「なんか気になるっスけど、助けてくれるならもうなんでも良いっス」

　藁わらをもつかみそうな亮士くんなのでほいほい飛びつくが、つかんだのはりんごさんなので早まってしまった感が漂ただよいます。

「じゃあ決まりですの。涼子ちゃんもいいですの？」

「ああー、めんどくせーおまえらだけで行っとけよ」

　やる気の感じられないおおかみさん。が、これもポーズ、おおかみさんの頰ほほはまだちょっと赤い。先ほどの亮士くんの発言が尾を引いているに違ちがいない。おおかみさんはダイレクトな愛情表現に弱いのだ。

　うぷぷぷと心の中で笑いながらりんごさんは搦からめ手を使うことにした。この状態で一いつ緒しよに行こうと言っても、意地っ張りなおおかみさんは了りよう承しようしそうにないし。

　りんごさんは耳元でポソリという。

「…………森もり野の君家ち行ったら、エリザベスとフランソワがいますのよ」

　ぴく

　この大おお仰ぎような名前はおおかみさんの戦友で亮りよう士しくんの飼かい犬のものだ。亮士くんのおじいさんが、ハイカラな名前をという理由でつけたらしい。

　だるそうだったおおかみさんの身体からだがその言葉に反応した。なんか犬耳とかついてたらピクピクと劇的に反応していたに違ちがいない。しっぽがあったらもうブンブンに振ふられているはずだ。

「ちっしょうがねーなー」

　と不承不承といった様子を見せながらも、どこか声が楽しそうだ。これは犬に会えるのがうれしいのか、それとも亮士くんの家に行けるのがうれしいのか…………なんて書いてはみたけど後者はなさそうですね。

　というわけで亮士くん犬に敗北す。

　そしてりんごさんは、うわー単純ですの、こういうところがかわいいんですけど。こんないつも通りの微び妙みように失礼な感想を抱いだきつつ、それをみじんも感じさせない笑顔で言った。

「では決定ですの」




　放課後、亮士くん家への道を歩く三人。学生の御お伽とぎ花ばな市し内での移動はもっぱら徒歩か自転車かバスだ。場所によってはかなり歩くことになるが、学生はそんな時間も楽しむので問題なし。寄り道に何気ない会話、若さって良いですね。

　そんな正しい学生の下校風景を演出しつつおおかみさんたちと帰宅していた亮士くんは、かねてから気になっていたことを聞いた。

「涼りよう子こさんは寮りようなんスよね？」

「おう。つーかおまえオレのことストーキングしてたんだから知ってんじゃねえのか？」

「ストーキングって……いや、そうかもしれませんっスけど。アレは男の純情というかなんというか」

　ストーキングは響ひびきがやばいですというか、ヒーローがストーキングしちゃダメです。

　ちなみにこのストーキングとは、おおかみさんに告白しようと決心した亮士くんだが、踏ふん切りがつかず、一週間も延々とおおかみさんをつけまわしたというヘタレきわまるエピソードのことです。

「それで告白しようとついていったときは、涼子さんが東地区に入ったぐらいで追うのはやめたんっすよ。流石さすがに家まで追いかけるのは人としてどうかと思ったんスよ」

「ストーキングしてる時点でどうかと思うがなオレは」

「だからアレは告白しようとしたにもかかわらず、あと一歩を踏ふみ出せなかっただけで……」

　亮りよう士しくんはしどろもどろに弁解をする。相変わらず男らしくない。

　まあ、そんな亮士くんのヘタレさはともかく、りんごさんは亮士くんの質問に答える。

「そうですの。涼りよう子こちゃんと私は二人部屋で一いつ緒しよに住んでるんですの。中一の途と中ちゆうからですので……かれこれ三年になりますの」

「へーそうなんスか」

「まぁ、腐くされ縁えんっちゃあ腐れ縁だな」

　おおかみさんはうれしそうで、どことなく恥はずかしそうに付け加えた。

「そう、二人で爛ただれためくるめく夜の生活を送ってるんですのよ？」

「送ってねー!!」

「そっそんな！　あの夜のことは遊びだったんですの!?」

「どの夜だよっ!!」

　おおかみさんが真っ赤で吠ほえる。相変わらずそんなおおかみさんを眺ながめて楽しんでいるりんごさん。

「まあ、お約束は置いときますの。そんなわけで、寮りようの二人部屋で仲良くやってるんですのよ」

「だから、仲が良いんっスねぇ」

　二人の間に入り込めないものを感じていた亮士くんは納なつ得とくと頷うなずく。

「そうですのよ。まあ、私と涼子ちゃんの出会いには短編一本書けるぐらいいろいろなことがあったんですけど、それはまあいつか機会があったら教えてあげますの」

「なんだよその妙みように説明的な台詞せりふは。あと、亮士なんかに言う必要はねーからな」

「はいはいですの」

　会話は弾はずむ。下校時というのはやはり学校も終わりという気楽さから口が軽くなるのだろう。




　ここでおおかみさんたちの住む御お伽とぎ花ばな市しの簡単な説明をしよう。御伽花市は簡単に分けると五つの地域に分けられる。学校関係の施し設せつがある北区、様々な店が集まっている御伽花市の中心である中央区、東区は寮や学生マンションなどの学生たちの住まいが多く、南には一般住宅の建ち並ぶ住宅街、西区が工場などが建ち並ぶ工業地区。おおざっぱに分けているので一いち概がいにこうとはいえないが大体このような感じで分かれている。街の歴史はそれなりに古いが発展してきたのはごく最近なので、新しい街ならではの区分けが行われているのだ。

「へー、ここがおまえん家ちか」

　おおかみさんたちがやってきたのは南区と東区の境。

　そこに庭付きの比較的大きな家が建っていた。表札には村野と書かれてある。その家はそれほど豪ごう奢しやで成金的な建物ではないが、それでも金もってんだなーと感じさせるほどには大きく、それに比例して庭も広い。

「……広いな」

　おおかみさんが思わず声を漏もらす。

「ええ、下宿をやってるんスよね。だからおれ以外にも住人はいるんスよ」

「下宿？　アパートなんじゃねぇのか？」

　おおかみさんは、二階建ての住宅のすぐ横に隣接している、全八戸ほどの部屋数のアパート風の建物を指さした。

「建物的にはアパートなんスけど、どうにも下宿といった方がしっくり来るんスよ」

　ほら、と亮りよう士しくんが指をさしたところを見ると、そのアパートと住宅は渡わたり廊ろう下かで繫つながっていた。

「部屋に小さなユニットバスはついてるんスけど、本ほん邸ていの方に大きな風ふ呂ろがあるんでほとんどの住人がそこを使ってるんスよ。あと、ご飯もついてるんスよね。朝と夜みんなで食べるんスよ。お弁当も頼たのめば作ってもらえるっスし」

「へぇ、そりゃ確かにアパートってより下宿だな。……それで名前は……おかし荘そう？」

　おおかみさんが建物にかかっている看板を目を細めて読む。

「おかしそうですの？」

「お菓か子しと、おもしろそうって意味の「おかしそう」が、かかってるらしいっスよ」

「ふーん」

「でも、八つ部屋はあるんスけど、ほとんど空いてるんスよね。今埋うまってるのは四部屋っスかね、おれを入れて」

　それを聞いたりんごさんは疑問を口にする。

「それで商売になってるんですの？」

「はっきり言って下宿は道楽なんスよね。食事付きなのに値段は安くてほとんど採算度外視、借りる側としては暮らしやすくてとてもいいんスけどね。あと、叔母おばさんの気に入った人じゃないと入居認めないんスよ。だから入居者が少ないんすよ」

「……そんなんで暮らしていけますの？　というか、それ以外に収入があるんですのね？　こんなに立派な家を建てれるほど」

「叔母さん……雪ゆき女めさんがそこそこ売れてる小説家してて」

「なるほど、だから暮らしていけるんですのね。でもなんでそんな道楽を……」

「なんでも、若いエキスを吸い取っていると創作意欲がわくとか何とか言ってたっス。あとネタにもなるとか。だからおかし荘なんスよ。雪女さんがただおもしろそうだからという理由で作られたという」

「……それはまた変わった方ですのね。それでおばさま……雪女さんでしたの？」

「はいっス、雪ゆき女めさんっス」

「ペンネームとか聞いても良いですの？」

　興きよう味み津しん々しんなりんごさん。

「おー、それは気になるな」

　りんごさんの疑問におおかみさんも乗ってくる。

「本もらったんすけど、実は少女向け小説なんで読んでないんっスよね」

　なぜならば、部屋にいるときは一人なので男らしくなっているのだ。そんな内うち弁べん慶けいな亮りよう士しくん。

「えーと、たしか…………ゆきだったと思うっス」

「なにっ!?」

　驚きよう愕がくで固まってるおおかみさん。

「まあまあまあまあ」

　驚おどろきつつもとてもうれしそうなりんごさん。

「知ってるんスか？」

「知ってるも何も、涼りよう子こちゃんが大ファンなんですのよ」

「りんご！　というか、なんでそれを知ってやがる!!」

　しかしりんごさんは黙だまらない。

「うふふふ、いろんな人に恐おそれられちゃってる涼子ちゃんが実は少女小説大好きなんて誰だれも思わないと思いますのよ。ね～森もり野の君？」

「り～ん～ご～」

　おおかみさんがりんごさんを襲おそって捕つかまえようとするが、りんごさんはひょいっと避さける。

「良いじゃないですの。こんなの別に隠かくすことでもなんでもないですのよ？　隠すならとことんまで隠す、隠さないなら隠さない、中ちゆう途と半はん端ぱはいけませんのよ？　というか、今の今まで一いつ緒しよに暮らしている私に隠し事ができると思っていた涼りよう子こちゃんが信じられませんのよ？」

「りんごさんにも隠してたんスか？」

　ぷんぷんと怒おこっているりんごさんは、良い機会だと話し始める。

「そうですの、本ほん棚だなに二重に本をつめて、ぱっと見わからないよう奥に少女小説を隠してたんですのよ？　カバーなんかつけちゃってもう。エッチな本隠してる少年と同レベルですの！　というかですの、涼子ちゃんがカバーつきの本読んでいるときに私何読んでますの？　なんて聞いたことないですのよ。いつか教えてくれると思ってましたのに!!」

「なっ、そっそれは！」

　おおかみさんの隠し事がどんどん暴ばく露ろされていく。

「私なんか、レディースコミックでさえカバーなしで読んでますのに！」

「いや、それは隠せよっ!!」

　それは見過ごせないとおおかみさんがつっこむ。

「だって、こっちに興味を示しつつも、恥はずかしくて読ませてと言い出せない涼りよう子こちゃんがかわいくてかわいくて」

　りんごさんは頰ほほを染めくねくね。

「趣しゆ味み悪ぃぞ、りんご！」

「べつにいいじゃないですのねぇ？　涼子ちゃんが少女小説大好きでも」

　満面の笑えみでそう言うりんごさんに亮りよう士しくんも同意。

　初めて知ったおおかみさんの違ちがう一面に亮士くんもドキドキですよ！

「あっ、おかしくはないっスよ!!　涼子さんも女の子なんスし……」

　なんて頰を染めた亮士くんに久しくされていなかった評価をされたおおかみさんは……

「むぐぐぐぐ」

　真っ赤でむぐむぐ言ってる。実にラブリー。

　それを見てはぁあ～んととろけそうになっているりんごさん。

　二人からの口こう撃げきにおおかみさんはついに観念し、

「あーそうだよ！　持ってるよ！　読んでるよ！　大好きだよ！　これでいいかっ!?」

　うが[image: ～][image: ～]っと、とうとうやけ気味にカミングアウト。

「まあ、このへんで許してあげますのよ」

　おおかみさんを散々からかえて満足したのか至福の表情のりんごさん。

「じゃあおじゃますることにしますの」

　そんな感じの漫まん才ざいを交えつつ、おおかみさんたちが門を開き敷しき地ち内に入ると、二匹ひきの犬がおおかみさんに飛びついてきた。

「おお！　エリザベス！　フランソワ！」

　その二匹とうれしそうに抱だき合うおおかみさん。

「元気にしてたか？　ん～？」

　いつもの突つっ張った空気を全く感じさせないうれしそうな顔で犬たちをなでるおおかみさん。

　犬たちもわふわふとうれしそうだ。

　亮士くんがそれをうらやましそうに指をくわえて見ている。やっぱり亮士くん犬に完敗。

「放し飼がいになってるんですの？」

「庭広いっスからねぇ」

「涼子ちゃん、感動の再会はそのへんにして、まずはおつう先せん輩ぱいの方をどうにかしましょうですの」

「うー……しゃーねーな、わかったよ。……またあとでな」

　おおかみさんは、渋しぶ々しぶ犬二匹とお別れをし、そして玄げん関かん前に立つ。そこには緊きん張ちようした様子の亮士くん。亮士くんは、ドアノブに手をかけ背後を確かく認にん。

「じゃあ行くっスよ？　心構えは十分っスか？」

「大だい丈じよう夫ぶですの」

「何を大げさな…………っておい、そう言えばゆきさんがいるんだよな！　ちょっと待て、なんかオレ格好おかしくないか？」

　そこで、いろいろあって忘れていた衝しよう撃げきの事実を思い出しおおかみさんはあたふたする。

　おおかみさんの改造制服は普通の制服に比べたらものすごく奇き抜ばつな格好なのだが、それに気がついてないのはりんごさんの洗脳のせい。りんごさんは、こういうことに疎うといおおかみさんにいろいろと吹ふき込んでいるのだ。実際、その洗脳のおかげで、おおかみさんは今の服装に疑問を持ってない。そしてその制服は未いまだに進化してたりする。りんごさんが無断でおおかみさんの制服をいろいろと改造していってるのだ。気がつかないおおかみさんもおおかみさんですけど。

「大丈夫ですの、かっこかわいいですのよ？」

「そっそうか」

　いつもならかわいいの場所でつっこみが入るが、テンパってる今のおおかみさんはそれどころではない。

「それに、まず最初に見えるのはおつう先せん輩ぱいっスよ？」

「わかってる!!」

　照れ隠かくしに吠ほえるおおかみさん。

「それじゃ……たっただいま帰りましたっスー」

　ガチャ

「おかえりなさいませご主人さ」

　バタン

　やっぱり扉とびらをすぐに閉めてしまう亮りよう士しくん。

「…………なるほど、これはクるものがあるな。ご主人様」

「まったくですの、ねえご主人様？」

「ご主人様って言わないでくださいっス！」

「これが噂うわさのパーフェクトメイドなんですのね？　ご主人様」

「そうっス。なんか、聞いてると現実感が薄うすれてくるんスよね。あと、ご主人様はやめて欲しいっス！」

　というわけで気を取り直してもう一度扉を開く。

「おかえりなさいませご主人様」

「たっただいま帰りましたっス」

「あら、りんごさまに涼りよう子こさま」

　おつうさんはあらまあと驚おどろいた顔をする。

「こんにちはですの」

「どうも」

「それで本日はどのようなご用件でしょう？」

　そんなメイドな対応が様になってるおつうさん。そのとき、

「よう、亮りよう士し帰ったのか？　…………なんだ客か？」

　おつうさんの後ろの長身でぼさぼさに伸のびた髪かみを無造作に後ろで縛しばった化け粧しようっ気のないめがねの女性が亮士くんに声をかけた。

「ただいまっす雪ゆき女めさん」

「ゆっゆきさん!?」

　挨あい拶さつする亮士くんとフリーズするおおかみさん。

「おう。で、そのふたりはなんだ？　おまえのコレか？」

　小指を立てる雪女さん。

「違ちがうっス。というかその小指立てるのはおばさんくさい通り越こしておっさんくさいっスよ」

「うるせえよっ！　……まあ、あんたらもせっかく来たんだ、あがってきな。茶と茶菓が子しぐらいはでるぞ」

　がっはっはと笑う豪ごう快かいな雪女さん。

　とりあえずおおかみさんはまだ固まっていた。




　居間に通されて、

「…………無茶苦茶イメージと違いますのよ。涼りよう子こちゃんの趣しゆ味みを把は握あくしようと隠かくしてあった本を勝手に読んだんですけど、本の内容からしてもっと静かな女性だと思ってましたの」

「ああ……そうだな」

　うれしさのあまり上の空なおおかみさん。りんごさんがおおかみさんの本を無断で読んでいたとさりげなくカミングアウトしているのだがそれにも気がつかない。

「いっつもあんな感じっスよ？」

「でもですの、内容も文章も繊せん細さいでなんというか……」

「まーなー、よく言われる。内容と書き手が合ってないってな」

　ずずいっと会話に割り込んできたのは噂うわさの雪女さん。

「あ、すっすいませんですの」

「あーいーよいーよ、言われ慣れてるからな」

　どっこいしょと、おおかみさんたちの向かいに座る。

「初めまして、私は森もり野の君のクラスメイトの赤あか井い林りん檎ごと申しますの」

「……おっ大おお神かみ涼子です」

　ニコニコなりんごさんとカチコチなおおかみさん。

「亮士の叔母おばの村むら野の雪女だ。呼ぶなら雪女と呼んでくれ。にしても……亮士もやるじゃねえか。こんなかわいい子を三人もはべらかすなんてな」

「ほほほほ、ご冗じよう談だんをですの」

「まったくだ」

　おおかみさんとりんごさん、頰ほほを染めることなく全くの素すで返す。

「やっぱそうか？　はっはっ、このヘタレにそんな甲斐かい性しようはないわな！」

「よくおわかりですの」

「おう、そうそう、これあたしの新刊のサイン本だ、やるよ」

「おっオレ？　いやわたしにですか？」

　いきなり渡わたされたサイン本に口調がもう未いまだかつてない感じになってしまっているおおかみさん。

「あーかしこまるなかしこまるな。いつも通りでいろよ気にしねーから」

「えっでも雪ゆき女めさんなんで涼りよう子こちゃんがファンだと知ってるんですの？」

「ははっ、家の真ん前で大声で漫まん才ざいやられりゃ気づくだろ。あたしの仕事場は玄げん関かん見下ろせる場所にあるしな」

「だから、ちょうど良く出てきたんっスね？」

「わざわざ知らないふりしてな？」

　いい顔で笑う雪女さん。

「なんとまあ、お茶目な方なんですのね」

[image: ]

　りんごさんはこんなところに同類がと目をキラキラさせていた。

「あっありがとうございます！」

　あと、おおかみさんだけ時間の流れがずれていた。

「で、今日来たのはおつうのことなんだろ？」

「そうですの。眠ねむれないから助けてくださいっス～と泣きつかれたので来たわけですの」

「オレはどうでもよかったんですけど、エリザベスとフランソワに会いに来ました」

　それを聞いた雪ゆき女めさん大笑い。

「はっはっはっ、いやーヘタレだなー」

「でもおれ的には笑い事じゃないんっスよ!!」

「あたし的にはおつうには飽あきるまでいてもらってかまわないとは思ってるがな。メイドがいる生活なんてそうそう体験できるもんじゃねーぞ？」

　いやーメイドは良いぞーと雪女さん。実におっさんだ。

「ただ、まあこのままじゃあ亮りよう士しの奴やつがもたないからな。どうしたもんかね？　個人的には、亮士の方をどうにかしたいな。要するにおまえ、慣れろ。上流階級じゃメイドなんざ空気のようなものらしいぞ？」

「いやいや、無理っス！」

　亮士くんは陸りくに打ち上げられた哀あわれな魚のようにその空気にアップアップしてるのだ。

　と、ちょうどそのときお紅茶を持ったおつうさんが登場。

「お飲み物を持って参りました」

「はっハイっス！　おっおかまいなくっス！」

　亮士くんが固まる。

　その様子に何となく不ふ機き嫌げんになるおおかみさん。

「……でれでれしやがって」

「私にはビクビクにしか見えませんの」

　そして紅茶を淹いれ終わると、なぜか亮士くんの後ろに控ひかえるおつうさん。背後からの視線を感じるのか亮士くんの動きが非常にぎこちなくかくかくしている。亮士くんはかくかくしたまま目の前に置かれた紅茶を手に取り飲もうとして……こぼした。

「あっつ！　あっつ！」

　ズボンのきわどい場所をぬらした亮士くん。

「ああ、とんだ粗そ相そうを。申し訳ありません。早くこちらに」

　なんにもしてないのに何故なぜかかしこまって亮士くんを連れ出すおつうさん。




　ピンポンパンポ～ン、これからは音声ダイジェストでお送りします。

「気にしなくていいっスから、あの、あんまり触さわらないで……」

「ああもう、一人で脱ぬげるっスから！　というか脱がさないで欲しいっス!!」

「ちょっなんで入ってくるんスか!!」

「ああああ、背中ぐらい自分であらえるっス!!」

「まっまえは勘かん弁べんしてくださいっス！　マジで！　マジでっ!!」

「あっあっあ───────!!」

　風ふ呂ろ場から亮りよう士しくんの声が響ひびく。




　おおかみさんたちに満ちる微び妙みような沈ちん黙もく。

「…………あのエロゲー主人公はなんですの？」

「わははは、いやーおもしろいねぇ」

　あきれ顔のりんごさんと大受けの雪ゆき女めさん。

「まー、ショック療りよう法ほうにはいいかもな。じゃあま、ちょうど良く亮士もいなくなったことだし、学校でのあいつの話なんかしてくれねぇか？　あのヘタレを預かっているあたしとしてはそこんところ把は握あくしておきたいんだよ。そうだな、おまえらとの出会いくらいから話してくれると助かるな」

「わかりましたの」

　りんごさんが嬉き々きとして話し出す。とりあえず、亮士くんのおおかみさんストーキング事件のあたりから。

　必然的におおかみさんの羞しゆう恥ちプレイに突とつ入にゆう。

　だいたいの出来事におおかみさんは関かかわっているのだ。しかし、大ファンな雪女さんの手前やめてくれとも言い出せない。

　というわけで、おおかみさんが赤くなったり憮ぶ然ぜんとしたりあわあわしながらも話は進み、とうとう話はクライマックス、白はく馬ばの王おう子じ様編に突入し……

「……そして白馬の王子様を見事打ち倒たおした森もり野の君は『涼りよう子こさんを仕し留とめるのはおれだ』と一言残して倒れたのでした。めでたしめでたし…………とまあ、こんな感じですの」

　一巻の内容をダイジェストで話したりなんかしたりんごさんは、真っ赤であうあう言っているおおかみさんを見てご満まん悦えつ。

「へーなるほど。そういや、顔を腫はらして帰ってきたことがあったな。そんなことがあったのか。いやーなかなかやるじゃねーかあいつも」

　そのシーンを思い出したのかおおかみさんは真っ赤になる。

　あのときの亮士くんは無茶苦茶かっこよかった。




「あああーなんで脱ぎ出すんっスか！　メイド服が濡ぬれたので？　あと、ワンランク上のご奉ほう仕しのために？　まままままにあってるっス!!　というか、ここからワンランクアップしちゃったらもうやばいっスよ!?　ヒィ[image: ～][image: ～][image: ～]っ!!　だから触さわらないでくださいっス[image: ～][image: ～]!!」




　…………あくまでもあのときはだが。

　響ひびいてくる情けなさすぎる声にやっぱり何故なぜか不ふ機き嫌げんなおおかみさん。

「涼りよう子こ……おまえ亮りよう士しに惚ほれてんだな。……いや、微び妙みように気になってるってところか？」

「そっそんなことは！」

　いきなりそんなことを言われたおおかみさんは真っ赤になって反論するが……

「流石さすが、お目が高いですの！」

　キラーンと目を光らすりんごさんがものすごい勢いで肯こう定ていする。

「だろ？　亮士が涼子に惚れてるのは馬ば鹿かでもわかるがね」

「りんご何言いやがる!!　おっオレはもっと男らしい男が良いんだよ！」

　真っ赤になってそう言うおおかみさん。

「……ふーん。そうか、そうだな。かっこよくて強くて勇気に溢あふれていつも護まもってくれて全身全霊の愛を注いでくれる男、それはいい男だろうな」

　たばこいい？　と聞いたあと、たばこに火をつける雪ゆき女めさん。

「まぁ、亮士はそんなんじゃないな。人が怖こわくていつもビクビクしてるし、ヘタレでへなちょこ。一人のときと家族といるときは男らしいらしいが、内うち弁べん慶けいってことだからマイナスにはなってもプラスにはならんな」

　そこまで言ったところで雪女さんはおおかみさんを見る。

「ただ、あいつは男を見せたんだろ？　なら惚れてもおかしくないだろ。いざというときまでヘタレてたら最低男だが、亮士はいざというときはがんばれる男だろう？」

　相変わらず真っ赤な顔で抵てい抗こうしているおおかみさんを雪女さんはまじめな顔で見つめる。

「それにな、ヘタレが嫌いやならおまえが育てりゃいいだろ？」

　雪女さんはおおかみさんをたばこで指さして言う。

「亮士はな、いい男になるぞ？　女で変わる男の典型だ。……まあ、いい男になるのは引っ張ってくれるいい女がいる場合に限られるだろうが」

「ああ、それなら大だい丈じよう夫ぶですの」

　りんごさんは自信満々で言った。

「だって涼子ちゃんがいますもの」

　その一片の曇くもりもない信しん頼らいの声におおかみさんはやっぱり真っ赤になる。

「みたいだな、わははははは」

　それを見てうれしそうに笑っている雪女さん。かわいい甥おいっ子の惚れた相手がおおかみさんであったことがとてもうれしいのだろう。

「うんうん、おまえら気に入った！　今日飯食くっていけ!!」

「えっでも……」

　恐きよう縮しゆくするおおかみさんだが……

「いいから、いいから。まあそれまでは適当に過ごしてな。外で犬ころと遊んでても良いぞ？」

「ご馳ち走そうになります」

　見事に犬につられた。あと、おつうさんをどうにかしに来たという最初の目的を完全に忘わすれちゃってるので、誰だれかつっこんであげてください。




「あああ～やめてくださいっス、そこはダメっス[image: ～][image: ～]っ!!」




　そんなわけで見捨てられてしまった、哀あわれな亮りよう士しくんの悲鳴が響ひびいた。







　日も沈しずみ辺りは薄うす暗ぐらくなってきている。時間は夜七時。

　おおかみさんが時間も忘れて犬たちと戯たわむれていると、どこからか声が聞こえてきた。

『てめーら、飯だぞー』

　家の至る所にスピーカーが取り付けられているらしい。

「あ、はい」

「わかりましたのー」

　おおかみさんは、またもや名残なごり惜おしそうに犬たちと別れ家に入る。

　無茶苦茶広いダイニングにおおかみさんとりんごさんが行くと、やつれた亮士くんが座っていた。傍かたわらにはもちろんおつうさん。

「よう、亮士！　相変わらず顔色わりぃな！」

　おおかみさんとても機き嫌げんが良い。思う存分犬たちと遊べたからだ。

「はい……っス」

　あれからの亮士くんは、全身をきれいに洗われたあと、亮士くんが暴れてメイド服が濡ぬれたため服を脱ぬいだおつうさんとお風呂でカポーンと過ごし、出てからは見事に着き替がえさせられたのちに膝ひざ枕まくらでぱたぱたとうちわで扇あおがれたあげくに耳掃そう除じまでされてしまった。

　普ふ通つうならばまるで夢のようなひとときだったのに違ちがいないのだが、人と接せつ触しよくすると緊きん張ちようで硬こう直ちよくしてしまい心休まらない亮士くんにとっては地じ獄ごくのような時間だったのだろう。

　…………なんてもったいない！　もったいない!!

「わははは、まあ、こいつはヘタレだしな！」

　十人がけの大きなダイニングテーブル、一番端はしの上かみ座ざというか特等席というかお誕たん生じよう日び席に座った雪ゆき女めさんが笑う。

「じゃあまーおまえらも適当に座りな。みんな揃そろったら飯にすっから」

　すると、現れたのはブラウンの髪かみをした男女。

「こいつらは、ヘンゼルとグレーテル。見た目は外人だがずっと日本に住んでるから中身は日本人だ。ドイツと日本のハーフだとよ。兄妹きようだいでここの一号室と二号室に住んでる。おまえらと同じ学校だったはずだぞ」

　その説明を聞きながら二人を見たりんごさんは声を上げた。

「あらまあ、生徒会長じゃないですの？」

「ん？　新しい顔だね」

　興味深そうにりんごさんを見るヘンゼルさんにグレーテルさんが耳打ち。

「お兄様、御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会の……」

「……………………ああ、桐きり木き君のところの。興味ないから憶おぼえてなかったよ」

「んもう、お兄様！　失礼ですよ！」

「おまえのことならなんだって憶えているんだけどね、グレーテル？」

「まあ、ヘンゼルお兄様ったら……」

　ヘンゼルさんの言葉に頰ほほを染めるグレーテルさん。

　どう見ても兄妹の壁かべを飛び越こえてしまっている二人。

「わははは、おもしろいだろこいつら」

　雪ゆき女めさんが相変わらず笑っている。

　おもしろいなんて言葉で流しちゃいけない気がしますが、雪女さん的にはおもしろいからＯＫなんでしょう。

　次に現れたのは……

「おう、真ま昼ひる。相変わらず暗いな！」

「……すいません」

　真昼と呼ばれたのは魔ま女じよさんに匹ひつ敵てきしようかというぐるぐる分厚いレンズの黒縁めがねで三つ編みの少女。しかし、印象は魔女さんとは全く違ちがう。暗い、暗すぎる。無茶苦茶名前負けしている真昼さん。猫ねこ背ぜで身体からだを丸め、そのまま黙だまって椅い子すに座る。それを見届けた雪女さんはキッチンの方に声をかける。

「おう、若わか人と揃ったぞ」

「じゃあ、人数多いし何人か配はい膳ぜん手伝ってくれるかな？」

　ひとのよさそーなにーちゃんが現れた。これが雪女さんの旦だん那なさん、村野若人。雪女さんに代わり炊すい事じ洗せん濯たく等々家事全ぜん般ぱんを受け持つスーパー主しゆ夫ふです。

「あ、ハイわかりましたの」

「はい」

　おおかみさんとりんごさんが立ち上がろうとするが。

「わたくしにお任せください」

　おつうさんが押しとどめる。

　そして配はい膳ぜんに移るおつうさん。

「いやあ、ありがとう」

　にこにこ礼を言う若わか人とさんに、おつうさんも笑顔を返す。

「いえ……当たり前のことを……しているだけです」

　そしておつうさんは配膳を始め…………そしてふらついたかと思うと倒たおれた。

「おっおつう先せん輩ぱい!?」

「大だい丈じよう夫ぶかっ!?」

「どどどどどうしたんっスかっ！」

　ばたばたとおつうさんに駆かけ寄る三人。おつうさんを助け起こすが、意識を失っているようだ。そして何より……

「すごい熱ですの!!」

　りんごさんの声にパニックになるおおかみさんと亮りよう士しくん。

「どどどど、どうするよ」

「えーと、こういうときは、こういうときは……どうすればいいんっスかあ～？」

　そんな三人に雪ゆき女めさんが一いつ喝かつした。

「落ち着け!!」

　そして振ふり返り、テキパキと指示を下す。

「おい、若人車出せ、病院に行くぞ」

「わかったよ」

「てめーらは、飯食ってな」

　そしておつうさんは雪女さんに連れられて病院に向かった。




「……過労で身体からだが弱ってたところに、身体を冷やしたことで風邪かぜをひいたそうだ」

　あのあと病院に直行したおつうさんと雪女さん。おおかみさんたちはおまえら邪じや魔まだから待ってろと言われ、家でまんじりともせず待ってた。

　そして、先ほどおつうさんと共に帰宅した雪女さんは、まずおつうさんを布ふ団とんに寝ねかせて、それから皆みなを居間に集め、説明を始めた。

「おつう先輩、過労になるほど働いてたのか？」

「……そう言えば森もり野の君、昨日の夜おつう先輩はずっと起きてたんですのよね？」

「ハイっス、おれが気を失っているときは知らないっスけど」

　そこまで聞いたところで何かに気づいたのか、りんごさんは携けい帯たい電話を取り出し……

「…………ちょっと、学校でのおつう先輩の行動を聞いてみますの」

　そして何処どこかへ電話。

「はい……はい………………わかりました、ありがとうございますですの」

　そして何人かに電話かけを終え、大きくため息。

「クラスの人に聞いてみたんですけど、ちゃんと授業を受けてたみたいですの」

「ということは……」

「…………多分おつう先せん輩ぱい昨日の朝から寝ねてませんのよ」

「なっ!?」

　亮りよう士しくんが驚おどろきの声を上げる。

「なんで授業中に寝なかったんスか!?　昨日の夜少しだけ寝たおれでも、授業中に耐たえられず寝てたんスよ？」

「おつう先輩は恩返しにこだわるだけでなく、誰だれかに迷めい惑わくをかけることも極きよく端たんに嫌きらいますの。授業中に寝ると、先生に迷惑をかけてしまうということだと思いますの。というわけで、おつう先輩は不ふ眠みん不ふ休きゆうでご奉ほう仕しし続けて疲つかれていたところで、濡ぬれて身体からだを冷やして……」

「……熱出して倒たおれたのか」

　苦い顔をするおおかみさん。理由はどうあれ、亮りよう士しくんへのご奉仕をやめさせていればこうならなかった可能性は高い。なので後こう悔かいしているのだろう。

「そっそんな、……なんでこんなになってまで恩返しにこだわるんっスか？　はっきり言ってここまで来るとおかしいっスよ!?」

「そうですのね、コレは確かに異常ですの。どうしておつう先輩はこんなになるまで……」

　その黙だまり込む三人に雪ゆき女めさんが唐とう突とつに聞いた。

「…………ふう、知りたいか？」

「雪女さん、知ってるんですの？」

　りんごさんの問いに雪女さんは頷うなずく。

「そりゃあな、人様の子、しかも女の子を男の部屋に泊とめるなんざ普ふ通つうは断る。いくら亮士がヘタレで安全だと言ってもな。だが、それでも食い下がってくるから、理由を聞いたんだよ。その理由に納なつ得とくしたからあたしは泊まることを許したわけだ」

「考えてみれば……」

「そりゃそうだな」

「というか、安パイ扱あつかいは男としての矜持プライドがとても傷つくんスけど」

「あん？　おまえにプライドなんてあんのか？」

　そのおおかみさんの言葉に亮士くんは涙なみだ。

「まあ、そういうわけで、おつうがあんなになった理由は知ってる」

　そこで雪女さんはたばこをスパー。

「…………で、もう一度聞く。知りたいか？　無理矢理聞いたあたしが言うのもなんだが、これ以上踏ふみ込むということは、扉とびらを開けておつうの心を無断で覗のぞき込むことだぞ。おまえらに、理由を話していないということは、隠かくしておきたい……覗かないで欲しいと思っているということだ。……それでも知りたいのか？」

　雪ゆき女めさんは三人を順番に見る。

「…………おつう先せん輩ぱいにはみんな世話になってるんですの！　だからおつう先輩が苦しんでいるならどうにかしてあげたいんですのよ」

「そうっス、それに何かおかしいっスよ！　恩を返すとか、他人に迷めい惑わくかけないとか、自分のこと全く考えてないじゃないっスか!!」

「ああ、おかしいな。それにオレが何より腹が立つのは、オレたち相手に恩を返そうなんてしてるところだ。オレたちはおつう先輩を仲間だと思っているのに、おつう先輩はそうじゃないってことだろ？　亮りよう士しは別に恩を返してもらいたいから助けたわけじゃないだろ？」

「もちろんっスよ！　仲間が恩だの借りだのを気にするのはおかしいっスよ!!」

　そんな三人を見て……

「わかった。そうまで言うなら話してやる。ただ、その後の行動には自分たちで責任を持てよ」

　雪女さんはゆっくりと話し出した。

「……おつうはな、約束を破られたんだよ。涼りよう子こ、雪ゆき女おんなの話を知ってるか？　鶴つるの恩返しでも良いが」

　おおかみさんは昔聞いたお話を思い出す。

「……いろいろあって女の人が家に来て、約束破って女の人に出ていかれた話ですよね」

「そうだな。でもそれは男の側から見た話だ。じゃあ女の側から見たらどうか？」

　雪女さんはそこで一いつ拍ぱくほど間を空けて言った。

「……あの話はな、信じてた男に裏切られた女の話だよ。男に約束さえ破られなければ鶴も雪女も幸せに暮らせていたはずだ」

　雪女さんはおつうさんのことを思ってか、ため息をつく。

「あたしも旦だん那なと約束をした。旦那と約束したのはただ一つ、浮気はするなだ。ちなみにあたしの浮気の定義は心が多少なりとも移ったらだな。べつに風俗に行こうが、遊びで誰だれかと寝ねようがかまわない。ただ心だけはあたしに向けてろってことだ」

「……心が広いんですのね？」

「そうでもないな。その約束が守られる限りあたしはあいつといるだろう。しかし、もしも約束が破られたらその瞬しゆん間かんに出ていくだろうな、いかなる弁解も認めない、さっぱりすっぱり切って二度と会うこともないだろうよ」

　どうだ？　心が狭せまいだろ？　と雪女さんが笑う。

「あたしが今幸せにやっているのは約束が守られているから。そして……おつうがこんな風になっているのは、約束を破られたからだ」

　雪ゆき女めさんは、おつうさんから聞いたという過去を話し出した。
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　幼少のみぎりのかわいらしいおつうさんが信号を待っていた。

　横断歩道で、信号が青くなるのを今か今かと待っていたら、向こう側に大好きな近所のお兄ちゃんがいた。

　いつもの通り、教えられたように、信号が変わるのを待っていたおつうさん。しかし、お兄ちゃんに会えたことで、いつもならしていた左右確かく認にんをしなかった。

　青になった瞬しゆん間かん、おつうさんはお兄ちゃんに向かって走り出す。

　普ふ段だんならば全く問題はなかった。ここは車の通りの少ない道だ。

　だが、その日は違ちがった。猛スピードで横断歩道に突つっ込む車。

　それに気づいた小さなおつうさんは、しかし恐きよう怖ふで固まり動けない。

　そして小さなおつうさんが今にも車にはねられそうになったそのとき、何か大きなものがおつうさんを抱だきかかえた。

　次の瞬間おつうさんを襲おそう衝しよう撃げき。しかし、何かがおつうさんの身体からだを柔やわらかく受け止めていた。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

　その声に、何が起こったのか理解していないおつうさんは啞あ然ぜんとしたまま答える。

「……うん、大丈夫」

　そこでおつうさんは初めて自分を抱きしめている大好きなお兄ちゃんに気がついた。

「おにいちゃんは？　血が出てるよ？」

「ああ……こんなのかすり傷だよ」

「でも」

　血が出てとても痛そうだ。おつうさんはなんてことをしてしまったんだろうと謝る。

「ご、ごめんなさい。おつうが、おつうが」

　そんなおつうさんに少年は弱々しく笑いかける。

「……ありがとう」

「え、なに？」

「ありがとうの……方が良いな、……ごめんなさいより」

「うん……うん、おにいちゃんありがとう」

「どういたしまして。あと……横断歩道を渡わたるときは左右を確認しないと」

　周囲が騒さわがしくなってきた。事故に気がついた人たちが集まってきたのだろう。

　小さなおつうさんは大好きなお兄ちゃんの頭から流れる血を見て泣きそうになる。

「うん、うん、今度からちゃんとするから。おつう、良い子にしてるから」

　もう人に迷めい惑わくかけないようにするから、だからだから……

「おにいちゃん、しんじゃいやだよ」

「……大だい丈じよう夫ぶだよ」

「ほんとうに？」

「……うん」

「やくそくだよ？　おつう、いっぱいいっぱいありがとうするから。おかあさんがおしえてくれたの。たすけられたつるさんはありがとうっておよめさんになるの。おつう、およめさんになっていっぱいいっぱいありがとうするから。だから、だから……」

「そう……かい？　じゃあ、楽しみに……待っておくよ」

「やくそくだよ？」

「ああ、……やくそくだ」

　そして少年は目を閉じた。
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　静まり返った室内でおおかみさんは言った。

「……でも、約束は守られることはなかったと？」

「そう、大好きだったお兄ちゃんは約束を破りおつうの許もとを去った」

　その言葉を雪ゆき女めさんが肯こう定ていする。

「…………感謝をする相手がいないというのは……借りを作ったまま返せないというのは辛つらいものだ。その借りが大きければ大きいほどな。おつうは自分のせいで大好きなお兄ちゃんが死んだと思っている。実際には、車の側に責があるだろうが、おつうにはそんなことは関係ないわけだ」

「だからおつう先せん輩ぱいは……」

「人に迷めい惑わくをかけることを恐おそれ、少しでも迷惑をかければそれを恩として返そうとする。そして恩返しができなくなることを恐れて、返せるときに過か剰じようなまでに恩を返そうとする。恩を返せなかった鶴つるは、それゆえに恩返しにこだわり、恩を返す相手を捜さがしているのさ」

　雪女さんはその一言で話を締しめくくった。




　雪女さんの話を聞いたあと、三人は黙だまり込んでいた。おつうさんの話を聞いてしまったからにはどうにかしたい。が、どうすれば良いかわからない。

　三人はしばらく頭を付き合わせてどうしたものかと考え込んでいたが、

「そうですの!!」

　りんごさんが何かを思いついたらしく、おおかみさんと亮りよう士しくんの顔を見て言った。

「良いことを思いつきましたの。これならば、少なくとも私たちに対する恩返しはやめさせることができるかもしれませんの。明日はちょうど土曜日で学校が休みですし……」

　そして、りんごさんはニヤリと何かをたくらんでいる笑顔を浮かべた。




　まぶしい光でおつうさんは目を覚ました。

「…………」

　きょろきょろと左右を確かく認にんしたあと、ゆっくりと起き上がるおつうさん。起き上がった拍ひよう子しに額に載のっていた濡ぬれタオルが落ちる。それを見ておつうさんは思い出した。

　……そうです、昨日は確か倒たおれて。

　そこではっと、我に返り周囲を見回していたおつうさんに声がかかった。

「おはようございますの、おつうさま」

「お……おはようございます」

「おはようございますっス」

　おつうさんが見たのは、メイド姿のおおかみさんとりんごさん、そして執しつ事じ姿の亮士くん。

「なっ皆みなさまその姿は？」
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　その格好に流石さすがのおつうさんも驚きよう愕がく。だって、本ほん邦ぽう初公開のメイドおおかみさんですよ？　驚おどろかないはずがない。というか、頰ほほを赤く染めたおおかみさんはラブリーきわまりないですよ。

　ちなみに、メイド服は御お伽とぎ銀行地下本店の倉庫にあったそうです。

「今日は、私たちがおつう先せん輩ぱいのお世話をしますの。おつう先輩はただ寝ねているだけで良いですのよ？」

「そういうことだ……です」

　口調がメイドに徹てつし切れてないおおかみさん。……だがそれが良い!!

「そっそんな、それでは皆さまにご迷めい惑わくが!!」

「いえいえ、全然迷惑なんかじゃないですの。おつう先輩的に言うならば、今までお世話になった分の恩を返しましょうってことですのよ？　おつう先輩は恩返しを止めるんですの？」

「そっそれは……」

　恩返しを出されて言葉に詰つまるおつうさん。

「ですので、おつう先輩は病人なのですから存分に寝ててくださいですの」

　これがりんごさん発案の『返せないほどひたすら恩を与あたえて破産させてやろう大作戦』だ。

　実にりんごさんらしい趣しゆ味みと実益を兼かねた作戦だ。

　おおかみさんにメイド服を着せることができたりんごさんは、我が生しよう涯がいに一いつ片ぺんの悔くいなしって顔してますよ。

「では寝ててくださいですの……と、その前にお身体からだを拭ふいて着き替がえましょうですの。涼りよう子こちゃん？」

「わかった。亮りよう士し、おまえは朝食を用意してこい」

「了りよう解かいっス」

　亮士くんが出ていったのを確かく認にんしたあと、おおかみさんがおつうさんをむきむきと剝むき始める。

「なっなにを？」

「おつう先せん輩ぱい、汗あせかいただろ？　だから拭ふくんだよ。身体を冷やすのはまずいしな」

　なんて言いつつ、あらわになったおつうさんの柔やわ肌はだに濡ぬれタオルを当てる。メイド口調はもうあきらめたらしい。だが、この男らしい口調のメイドもこれはこれで良し！

　冷たいタオルの感かん触しよくに、

「あっ……」

　なんて色っぽい声を上げるおつうさん。

　というか、おおかみさんはあらわになった自分についてない脂し肪ぼうのかたまりを見て興きよう味み津しん々しん。

「おおー……これは」

「そっそこはダメです……」

　まるで昨日の亮りよう士しくんを見るような光景。しかしここは音声のみで流すわけにはいきませんね、ええ。

　おおかみさんとりんごさんはメイド服に隠かくされていた豊満な肉体をあらわにさせると、その熟うれた二つの果実を白しら魚うおのような指で……って、これ以上いくとオオカミさんシリーズじゃなくなってしまうので自じ粛しゆく。

　それはともかく、

「うっうらやましくなんてないぞ？　なありんご？」

「ええ、ええ！　そうですともそうですとも。私たちもいつかはこんな風になりますの」

　未知との遭そう遇ぐうに、二人は興こう奮ふんしつつも敗北感にうちひしがれる。

　…………女の子は実に複雑ですねとか言えばきれいに収まりますかね。

「だっだから、触さわらないでください」

「ダメですの！　おつうさんはじっとしていてくださいですの！　これは恩返しですのよ？」

　というわけで、下着すら剝かれるおつうさん。その姿はまるで羽をむしられた鶴つるの様相を呈ていしてきましたよ。特にその哀あわれっぽさとかが。

「ああ、後ご生しようですからそこまでは……」

　体調を崩くずして微び妙みように弱っているおつうさんはものすごい哀れで、それゆえに色っぽい……というか時代劇に出てくる貧しい病人みたいですね。借金取りが家財道具を持ってくときみたいな感じ。

　ともかく、その様子に、りんごさんとおおかみさんは思わず別の世界への扉とびらを開きかける。

「りんご、これは……」

「……実に妙みような気分になりますのね。それはともかく堪かん忍にんしてくださいの」

　というわけで、おつうさんは全身くまなく拭ふかれたあと、新しいパジャマに着き替がえさせられちゃいました。

「ああ……もう、お嫁よめに行けません」

　気が弱ったおつうさんはやっぱり時代劇の……。

「朝ご飯用意できましたっス。熱いから気をつけてくださいっス」

　おつうさんがお嫁に行けなくなってからしばらくして亮りよう士しくんがおかゆを持って登場。

「じゃあ、私と森もり野の君はおつう先せん輩ぱいがするはずだったお掃そう除じとかお洗せん濯たくとかしますの。これを食べさせるのは涼りよう子こちゃんに任せますの」

「わかった」

　そしておおかみさんはスプーンでおかゆをすくい……

「ふーふー」

　それを見て何が行われるかわかったおつうさんだが、

「そっそんなことまでさせるわけには」

「ふーふー」

　おおかみさんは真っ赤な顔ながらも聞く耳持たず。

「あっあ～ん」

「だっだから……」

「あ～ん」

　真っ赤なおおかみさんの真しん剣けんな様子におつうさんはついに折れた。

「…………あ～ん」

　ぱくりとスプーンに食いつくおつうさん。

　それを一部始終見ていたのは……

「どうですの？　あの美少女と美少女の禁断っぽい光景は」

「うらやましいっス、でもこの光景はこれはこれでたまらないっスー!!」

　……りんごさんと亮りよう士しくん。

「なってめえら何見てやがる!!　さっさと働け!!」

　その様子におおかみさんは真っ赤で吠ほえる。

「は～いですの」

「わかったっス～」

　そんなこんなでおつうさんの受難の一日は過ぎていった。




　そしてまたまた次の日の朝。

　パチッと、おつうさんは目を覚ました。

　そして、メイド服でベッドにもたれかかり寝ねているりんごさんを見て現状を認にん識しきする。

　昨日は、メイドな二人と執しつ事じの一人にひたすらご奉ほう仕しされて……なぜか身体からだが震ふるえ出すおつうさん。よっぽど恐おそろしい目に遭あったらしい。

　そのおつうさんのかすかな動きでベッドに突つっ伏ぷしていたりんごさんは目覚めた。起き上がりきょろきょろしたあと、おつうさんを発見。

「……むーおつう先せん輩ぱいおはようですの」

「おっおはようございます。りんごさま」

「あーもう朝ですの？　起きてくださいの、朝ですのよ～」

「あーあと五分二十三秒」

　なんて言うのはメイド姿で寝ねているおおかみさん。

「なんですのその微び妙みような時間設定。……で、森もり野の君は……いた」

　りんごさんの視線の先には寝ね苦ぐるしそうに唸うなっている執事姿の亮りよう士しくんの姿。

「ううー見ないで見ないでー」

　唸っている原因はおおかみさんの足がお腹なかに乗っかっているため。夢の中で視線が物理的な力をもって亮りよう士しくんを襲おそっているのだろう。

「…………コレはおもしろいので、もう少し放ほうっておきますの」

　りんごさんは、亮士くんを悪夢から救い出すのをやめた。




　五分後、やっと起きたもののふらふらしたまま夢うつつのおおかみさんと亮士くん。

「……はよー」

「……おはようっス」

　はいはい、顔洗ってきますのよとりんごさんに連れられて部屋を出た二人は、顔を洗ってシャキッとして帰ってきた。

　それを見たおつうさんは三人に頭を下げる。

「昨日はその大変お世話になりました。おかげさまで体調もよくなりました。このご恩は絶対にお返し……」

　そんなおつうさんの言葉をおおかみさんは遮さえぎった。

「おつう先せん輩ぱい、一言良いか？」

「……なんでしょう」

「昨日オレは、無茶苦茶恥はずかしい思いして、メイド服着てご飯ふーふーしたりして食べさしたりしたな」

「私はおつう先輩のするはずだったお仕事をいっぱい肩かた代がわりしましたの」

「おかゆ美味おいしかったっスか？　作るとき慣れないことしたんでやけどしたんっスよねー」

「ほかにも～」

　なんて、恩を着せ出す三人。

「はっきり言って、亮士に助けられた分を合わせたら、おつう先輩的にはもう返しきれないんじゃねえか？」

「そっそれは……」

　おつうさんは考え込み、……そして決意の表情を浮かべた。

「どうにか、どのような手段を使ってでも、お返しさせていただき……」

　しかし、りんごさんはすべてを言わせない。

「それに、もし返せたとしても、私たちはその分またまた恩返ししますのよ？」

「これじゃあ、一生かかっても借りなんて返し終わらないっスね」

「そうだな、まるで多重債さい務む者って感じだなー」

　その三人の言葉に困り果てるおつうさん。

「ではわたくしは……どうすれば……よろしいのですか？」

　そんなおつうさんにおおかみさんはあっけらかんと言う。

「そんなもん貸し借りなんて気にしなきゃ良い」

「そんなことできるはずがありません!!」

　おつうさんが叫さけぶ。

「だって、だって……恩を返せるときに返しておかないと、返せなくなっちゃうかもしれないじゃないですか!!」

　そこまで叫んだところで我に返るおつうさん。そのおつうさんにおおかみさんが言う。

「…………おつう先せん輩ぱい。最初に謝っておくけど、雪ゆき女めさんから無理矢理おつうさんのことを聞いた。恩返しにこだわる理由もな」

　それを聞いたおつうさんは驚おどろきのあと、悲しそうな表情を浮かべた。

「…………そうですか、聞いたのですか。でもそれなら、わたくしの気持ちをわかっていただけたのではないですか？　わたくしは恩を返せなかった、だからこそ恩を感じたら恩を返すようにしているのです」

「恩返しする人間をサポートするときにがんばるのもそれが理由なんですのね？」

「はい。恩を返せない、返す相手がいないのはとても辛つらくて悲しいことです。自じ業ごう自じ得とくでわたくしなどが辛いなどと言ってはいけないことなのですが」

　おつうさんはそう言って表情に陰かげを落とす。過去を思い出しているんだろう。

「だから……だからこそわたくしは返せるうちに恩を返そうと……。お兄ちゃんに返せなかった分まで……」

　それでもその悲しみを振ふり払はらうようにして、おつうさんは気き丈じように言った。

　しかし、そのおつうさんにおおかみさんはいらだつように頭をかいた。

「だからその時点でおかしいんだよ！　おつう先輩と、死んだお兄ちゃんがどうのこうのはオレらが口を出すことじゃないと思うけどな、でも、わかることもある」

　おつうさんはそこで顔を上げおおかみさんを見た。

「オレたちは仲間だぞ？　恩とか持ち出すのはおかしいだろ!?　なのにおつう先輩は恩を返すとか言ってよ。恩人と恩を返す人の関係は対等な関係じゃねーんだぞ？　確実に恩人の方が立場が上だ。それに恩ってのは感謝の気持ちもあるだろうが言い方を変えれば借り、つまり負い目とか弱みとか後ろめたさでもあるんだぞ？　オレらはそこを突ついて暗あん躍やくしてるわけだけど、仲間内にまでそんな関係を持ち込むのは嫌いやなんだよ！　少なくともオレはな！」

「そうですの。対等な仲間である私たちに、別に無理に恩返しなんてしなくて良いんですの。できるときに無理のない範はん囲いで自然に感謝の気持ちを表すだけで十分なんですのよ？　今回のおつう先輩みたいに倒たおれるなんてもってのほかですの!!」

「そうっス！　だいたい水くさいっスよ！　仲間なんスから。だから恩なんか返さなくて良いというか返さないでくださいっス!!」

　まじめで思いのこもった三人の言葉。しかし一人だけ利己的な理由で必死な人がいます。

「でも……」

「デモもストもねー!!」

「うっわ！　うっわ！　涼りよう子こちゃんマジですの？　今本気で言っちゃいましたの!?　おやじくさいですの[image: ～][image: ～]!!」

「うっうるせー！　ともかく。オレらに助けられても別に恩を感じる必要もないし、恩返しをする必要もないんだよ！　仲間なんだからよ！　わかったか!!」

　と、おおかみさんはそっぽ向きながら恥はずかしそうに言った。

「わーあまりのくさい台詞せりふに涼子ちゃんの顔が真っ赤ですの」

「そうっスね」

「だから、うるせっつってんだよ！」

「痛いっス！」

　おおかみさんに殴なぐられる亮りよう士しくん。

「それで、おつう先せん輩ぱいはどうなんだ？　オレたちはおつう先輩を仲間だと思っている」

　おおかみさんの言葉に、りんごさんと亮士くんも頷うなずく。

「おつう先輩は違ちがうのか？　オレたちのことを恩人みたいな他人行ぎよう儀ぎな呼び方で括くくってんのか？」

　そのおおかみさんの真っ赤でそれでいて真しん剣けんな顔を見ておつうさんは悟さとった。

　……そうか、恩返しとか言ってるうちはこの人たちの本当の仲間になっていないってことかもしれない。いや、この人たちは仲間だと思ってくれているのにわたくしだけが、みんなを仲間だと思っていなかった。この人たちは恩を着せようなんて全く思ってなかったのに、わたくしが勝手に恩を作り出して恩人として扱あつかい、みんなを仲間扱いしていなかった。

　なんて……なんて馬ば鹿かだったんだろうか。

　それなのにこの人たちはわたくしなどのことを思い、諭さとしてくれた。

　この人たちはなんて温かいんだろうか。

　自分の馬鹿さとおおかみさんたちの優やさしさに目を潤うるませていたおつうさんに、りんごさんはにっこりと言った。

「まあ、恩を返すなんて理由じゃなくて、ただ仲間だから、気に入っているから、好きだからそんな風に助け合えばほら、みんな幸せですのよ？」

　そのりんごさんの言葉におつうさんは、いつもと変わらないわいわいガヤガヤとうるさい仲間たちを見ながら微笑ほほえんだ。

「……はい」




　そんなわけで、おつうさん押しかけメイド事件は終結しました。

　心の扉とびらをおおかみさんたちに無理矢理開かれたおつうさんは、恩返しの呪じゆ縛ばくから逃にげ出すことができ、普ふ通つうに……

「あーつかれたー」

「そうですの」

　普通に……

「おかえりなさいませ、涼子さまりんごさま」

　なるわけもなくやっぱりおつうさんはおつうさんでした。

　帰宅したおおかみさんが扉を開くとそこにいたのはメイド姿のおつうさん。

「なっなんで？」

「ここにいるんですの？」

　見事な連れん携けいでつっこむ二人におつうさんは満面の笑顔を浮かべた。

「恩を返そうとしているわけではありません。ただ、感謝の気持ちを素す直なおに表しているだけなのです。だって……………………わたくしたちは仲間なんですから」




　……でも、やっぱり前とは少し違ちがうのでした。


めでたしめでたし









　　　おおかみさんうさぎとかめの醜みにくい争いに巻き込まれる







「たっ助けてくれ、マジで!!」

　お昼ご飯じゃんけんでおおかみさんに勝利したりんごさん。お弁当所持の亮りよう士しくんがおおかみさんについていったのは愛なのだろうかそれともパシリ根性なのかと、疑問に思いつつ留守番をしていた。

「キャータスケテーオカサレルー」

　誰だれもいないためりんごさんはご飯はまだかな、まだかなーなんて気の抜ぬけた表情で椅い子すに座り足をぶらぶらさせている。

　りんごさんとおおかみさんは今日は二人揃そろって寝ね坊ぼうしたのでお弁当がないのだ。

　ちなみに、お弁当はりんごさんとおおかみさんが日ひ替がわりで作っている。中学生時代から自じ炊すいしているので、実は家事炊事はお手の物だったりするのだ。

　良いお嫁よめさんになる要素ばりばりなのだが、なんとなくそう思えないのはりんごさんの黒さ故ゆえか。

「ヘルプミ～！　ヘッヘ～ルプ！」

　そんなとりとめのないことを考えつつ緊きん張ちようの感じられない悲鳴を無視していたりんごさんだが、流石さすがにウザくなったのか仕方なく、駆かけ込んできた浦うら島しまさんにあきれた声で返事をする。

「……またですの？」

　この浦島さんは以前解決した事件の依い頼らい人だ。

　その事件とは聞くも涙なみだ語るも涙な…………具体的に言うと、腎じん虚きよになるほど彼女の乙おと姫ひめさんにいろいろ吸い取られていた浦島さんが、オレはまだ死ねん！　と、乙姫さんに対たい抗こうするための術を会え得とくするため日本全国ナンパの旅に出かけたがあえなく乙姫さんに捕つかまえられちゃったお馬ば鹿かな事件のことです。

　まあ、その事件におおかみさんたちが関かかわった縁えんから、浦島さんは命の危険を感じると逃にげ込んでくるようになったのだ。

「……はぁ」

　いったい今月だけで何度目ですの？　なんて考えてるりんごさんに素す早ばやく近寄りながら、浦島さんはいつも通りの言葉を返す。

「ああ、りんごさん今日もなんて愛らしい」

　息を荒あらげながら見た目幼いりんごさんに近づいていくその姿はもう既すでに変質者きわまりないのですが、見た目の良さから子供好きのお兄さんにまで昇しよう華かされてしまっている……わけねー。

　浦島さん、どう見ても変質者ですよ？

「はいはい、ありがとうですの。それでお帰りはあっちですのよ」

　目の前の変質者に、出口を指さすりんごさん。浦島さんはいつも通りと言っていいほど頻ひん繁ぱんに逃げ込んできているので、りんごさんは最近浦島さんの扱あつかいが雑になってきた。

　まあ同じことが何度も繰くり返されているのだから仕方がないが。

「ああ、なんて冷たい。しかし僕は冷たいのも大だい丈じよう夫ぶです。りんごシャーベットなんか大好物ですよ」

「…………で、本日のご用件はなんですの？」

　りんごさん浦島さんを無視。

「かくまってくれ！　マジで!!」

　ここでナンパモードから素すに戻もどる浦島さん。

「乙姫さんから逃げているんでしたら他ほかを当たってくださいの」

「今日は違ちがう！　いや違わないかもしれないが、いつもとは少しというかかなり違うので超ちよう助けて欲しいです!!」

　どうやらいつもとは違い本気でピンチらしい。

「ふう、何か勘かん違いしているようならいけませんので、もう一度説明しときますの。ここは別にボランティアな慈じ善ぜん事業の団体でも駆かけ込み寺でもないんですのよ？　きちんと対価は受け取らせていただきますの」

「わかってる！」

「……はぁ。で、何が起こったんですの？」

「ああ、実は……」




　今から二十分前、御お伽とぎ学園二年生棟とう廊ろう下かにて。

　ドンッ

「きゃっ」

　昼ひる休きゆう憩けい。いつも通り、いろいろ吸い取ろうとする乙おと姫ひめさんから逃にげ出して、出会いを求めてうろついていた浦うら島しまさんだが、廊下の角で女子生徒にぶつかった。

「ああっ、すいません美しい人大だい丈じよう夫ぶですか？」

　こんな酔よったような台詞せりふを本気で言う浦島さんは天性のたらしというか、もう一線を飛び越こえてただの馬ば鹿か。しかしそれでもそれなりに見れるのは浦島さんの見た目の良さのため。美形は得だが、これで馬鹿でなかったらもっともてていたに違いない。

　そんな浦島さんに助け起こされた女子生徒は驚おどろいたような顔で言った。

「……浦島君？」

　名前を呼ばれた浦島さん。浦島さんの馬鹿さを知らない女性ならころっといってしまいそうな素す敵てきな笑え顔がおで聞き返す。

「……そう言う君は誰だれかな？　君みたいなかわいい娘こ、一度見れば忘れないと思うんだけど」

　歯がキラーンと光るのは美形キャラが持つ基本スキルなのだろうか。

「小学校の頃ころ同じクラスだった、宇う佐さ見み美み々みですわ」

　その名前に浦島さんは少し考え……ぴーんと思い当たった。

「……ああ!!　うさちゃんか!!」

「はい！　お久しぶりですわ」

「ああ、久しぶり久しぶり。きれいになったねぇ」

　浦島さんが宇佐見さんを上から下までなめるように見ながら言う。どこぞのおっさんがやったならそれだけでセクハラと訴うつたえられそうな行動だが、見た目だけはよい浦島さんなので宇佐見さんは少し赤くなって照れているだけだ。

　宇佐見さんは浦島さんの言うとおり、絶世のとまではいかないがそれでも結構な美人さんというかかわいらしい娘むすめさんだった。

　背はあまり高くないが、細身の身体からだはすらっとした印象を与あたえ、ツインテールにまとめられた長い髪かみはどこかうさぎの耳を彷ほう彿ふつとさせる。つぶらで大きな瞳ひとみ以外の顔のパーツは小こ振ぶりで、どことなくかわいらしい愛あい玩がん動物のような雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。美人というよりかわいいという言葉が似合う少女。

　その容姿に合わせるように制服も少女趣しゆ味みな改造が施ほどこされている。白を基調とし所々にピンクをちりばめたゴスロリファッションと化した御お伽とぎ学園指定制服のなれの果ては、しかし、とても宇う佐さ見みさんに似合っていた。

　そんな白いうさぎさんのような宇佐見さんが浦うら島しまさんに聞く。

「でも、いつからこの学校にいらっしゃったんですか？　いくらここが生徒数の多いマンモス校だといっても、気づかないなんてことは流石さすがにないと思いますわ、もう二年生なんですし」

　その問いに浦島さんは頭をかきながら……

「いや、一年ほど日本中を旅しててね、いわゆる自分探しの旅ってやつかなぁ。それでついこの間ここに入学したばかりなんだよ」

　自分探しの旅といえばなんか青春っぽくて素す敵てきですが、実際は打だ倒とう乙おと姫ひめさんの武者修しゆ行ぎようの旅で、実態は日本全国ナンパの旅でした。

「しかも、一年生からやっているので見たことがないのもしょうがないよ」

「あらまあ、そうなんですか？　じゃあ私は先せん輩ぱいなのかしら？」

「そういうことだね、宇佐見先輩」

「うふふ」

「じゃあまあ、ここで会ったのも何かの縁えん。一いつ緒しよにお茶でも……」

　と、普通にくどき始める浦島さん。だが、そうは問屋が卸おろさない。愛の力とかいうあやしげなパワーで浦島さんの居所を突つき止めた乙姫さんが現れた。

「太た郎ろう様！」

　浦島さんは逃にげ出した、しかし回り込まれてしまった。

「おっ乙姫！　いや、そのこれは違ちがうんだ！　そう！　ここでぶつかってしまって助け起こしただけでやましいことはなにもない」

　思い切り挙動不ふ審しんな態度で、全身でやましいことをしてましたと叫さけんでしまっている噓うそをつけない浦島さん。しかし、乙姫さんの視線が向いているのは浦島さんではなく浦島さんの隣となりだ。

　しばし惚ほうけていた乙姫さんだが、はっと我に返り叫んだ。

「……っ！　あなたは！」

「あら、会ったことがあったかしら？」

　よそ行きの作り物っぽい笑え顔がおを顔に張りつけて乙姫さんにそう聞く宇佐見さん。乙姫さんは心を落ち着けると、宇佐見さんに対たい抗こうするかのように極上の笑顔で答えた。

「ええ、もちろんですとも」

　いつも通りのおしとやかで雅みやびやかなスーパーガールに戻もどった乙姫さんは、宇佐見さんを真正面から見返し、そしてゆっくりと優ゆう雅がに頭を下げた。

「宇佐見様、お久しぶりでございます。小学校の頃ころ同じクラスでございました竜りゆう宮ぐう乙姫です」

　宇佐見さんはそれを聞きしばらく考え込み…………子供の頃のかすかな記き憶おくが蘇よみがえった。宇佐見さんの笑顔が驚きよう愕がくに変わる。

「竜りゆう宮ぐう…………っ!!　亀かめ子こっ!?」

「あら、それはそれはなつかしい呼び名でございますこと」

　ふんわりと唇くちびるをほころばせるその微笑ほほえみは誰だれもが見とれるに違ちがいない。

　そしてそれは目の前にいた宇う佐さ見みさんも同じこと。宇佐見さんは一いつ瞬しゆん乙おと姫ひめさんに見とれ……そしてそのことに気がつくと、屈くつ辱じよくに顔を歪ゆがませた。

　私が他ほかの女に見とれるとはっ！

　何とか本心を笑顔で隠かくし宇佐見さんは乙姫さんを褒ほめる。

「あらあら、本当にきれいになりましたね、見違えましたわ」

「おかげさまで」

　そして、その乙姫さんの余よ裕ゆうな様子にこめかみがぴくりと動く宇佐見さん。

「そんなに変わられるなんて、やっぱりお金持ちは違いますね。いや、すごいのは美容技術の方かしら？」

「いえいえ、お金など使っておりません。適度な運動と食事制限、健全な生活をし、そして内面を磨みがけば身体からだもそれに倣ならうものです。第一親からいただいた身体に刃はを入れるなんてとてもとても……」

　作り物だと暗に揶や揄ゆする宇佐見さんに、元の素材が良かったんだよと含ふくみを持たせながら言い返す乙姫さん。

　そして言葉の刃やいばがちりばめられた緊きん張ちよう感溢あふれる会話と冷たく燃え上がる空気に脂あぶら汗あせだらだらの浦うら島しまさん。

「ところでなぜこんな所に？」

「太た郎ろう様を捜さがしていたのです」

「……それは、なぜかしら？」

「将来を誓ちかい合った二人が昼食を共にすることに何か理由が必要ですか？」

「将来？　浦島君と……亀子が？」

　そのいぶかしげな問いに、乙姫さんは両手を胸に当てとても幸せそうに微笑ほほえんだ。

「はい。私の想おもいを太郎様は受け入れてくださいました。それと見ての通り私はもう愚ぐ図ずでのろまな亀ではありません、なつかしくはございますがその呼び名はやめてくださるとありがたいのですが？」

「あら、それは失礼しましたわ。しかし私の見間違いでなければ、浦島君は何かから逃にげていたような気がするのですが、気のせいかしら？」

「それは何かの間違いではないですか？　ねえ太郎様？」

「おおおぅ」

　浦島さんの顔が青い。女の子大好きな浦島さんだが、女の子の争いは苦手なのだ。

「まあ、浦うら島しま君怯おびえてしまって可か哀わい想そうに。そういえば、噂うわさで聞いたことがありましたわ。なんでも馬ば鹿か女が転入生の男子生徒につきまとっているとか？」

「まあ、そんな噂が。それはどなたのことなのでございましょう」

「……さあ？　それにしても、釣つり合いが取れているとでもお思いですか？」

「それは太た郎ろう様が決めることです。ただ……少なくとも私はどなたかよりも良い女であると自負しておりますが」

　人類の生存限界に達しようかという相変わらず冷たくも熱い空気に、浦島さんは二人の視線が激げき突とつしてほとばしらせる火花を幻げん視ししてしまう。

「火が……火花が……」

　そんな呼吸困難で口をぱくぱくしている浦島さんを尻しり目めに女二人の会話たたかいは続き……宇う佐さ見みさんは、とうとう人当たりの良い美少女の仮面を脱ぬぎ捨てた。

「……へえ、あの亀かめ子こが言うようになったじゃない」

「先ほども言いましたでしょう？　私は昔の私ではありません。それに、恋を知り、愛されることを知った女は強いのです」

「うふふふふ」

「ふふふふふ」

「ひぃいぃいぃいぃいぃ～」
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　人だかりのできはじめた廊ろう下かに浦うら島しまさんの悲鳴が響ひびいた。




　そして場所は戻もどって御お伽とぎ銀行地上支店。

「……そんな感じで女の戦いが勃ぼつ発ぱつしたんだよ」

　よほど恐おそろしかったのか、浦島さんは恐きよう怖ふの表情を浮かべている。

「それはまあ、自じ業ごう自じ得とく……と言いたいところですけど、それだけでもないみたいですのね」

「りんごさん!!　わかっていただけましたか!!」

　そう言ってりんごさんの手を握にぎり、

「乙おと姫ひめさんを呼びますのよ？」

　ばばっと放す。浦島さんが、躊ちゆう躇ちよなく女性の手を放してしまうほどピンチらしい。

「…………はあ、それでは詳くわしい話を聞かせてくださいの。あのお二人の関係はいったい何なんですの？　何もなければいきなり対決なんてないと思いますの」

「うん……いや、あの二人には因いん縁ねんがあってね」

「因縁？」

「そ、因縁。いじめっ子といじめられっ子というか、馬ば鹿かにしてた者と馬鹿にされてた者というか、そんな感じの」

　りんごさんは少し考えて、昔の乙姫さんの話を思い出した。

「…………ああ、なるほど。乙姫さんが太っていた頃ころの話なんですのね？」

　りんごさんの言葉に浦島さんは同意しつつため息をつく。

「そーなんだよ。乙姫かわいくなっただろ？」

　浦島さんと出会い恋が乙姫さんを変えるまで乙姫さんは太っていたし、姿勢は悪く背が丸まっていて、性格も引っ込み思案。だから、乙姫さんは亀かめ子ことか呼ばれていたのだ。今の乙姫さんの姿しか知らない人には信じられないことだろう。

「でもね、それがうさちゃんとしてはおもしろくないわけ。まあ、うさちゃんはきれいだけど、それでもね、ぶっちゃけ点数つけると乙姫の方が点数上なんだよ」

「ぶっちゃけすぎですの」

　そう言いながら、バスケットの中から小型ノートパソコンを取り出し何事か調べ始めるりんごさん。

「まあ、本人たちの前では言わないよ。本人もうすうす感じているみたいだけどな」

「なるほど、確かにかつて見下していた者に見下されるのはおもしろくないと思いますの」

「だろ？　でもうさちゃんはそれを認められない」

「女の意地ですのね……と見つかりましたの」

　りんごさんはしばし液えき晶しよう画面に映し出された門外不出の個人情報に目を通し……

「……この方ですか、なるほど確かに乙姫さんの方がきれいですの。というか、乙姫さんに対たい抗こうできるのはこの学園内に数えるほどしかいませんのよ」

　アレはほとんど反則ですからねーとりんごさん。

　美人でおしとやかで気だてが良くて頭も良くてスタイルも良くてお金持ちで全身全ぜん霊れいで愛してくれて床とこ上手じようず。これ以上何を望むんだちくしょーって感じだ。

　りんごさん的には、乙おと姫ひめさんの欠点は目の前の浦うら島しまさんに惚ほれていること以外は見つからない。

「で、俺としては乙姫の味方ではあるんだが、かといって女の子同士の争いは見たくないしどうしたものかと」

　浦島さんとしては女同士の醜みにくい戦いは見たくないらしい。

「それで、その二人は今どうしてますの？」

「青筋浮かべたままひとしきり笑い合ったあと、うさちゃんが挨あい拶さつして消えて、隙すきを見つけて俺が乙おと姫ひめから逃にげた」

「なんで乙姫さんから逃げたんですの？」

　浦島さんは無茶苦茶言いづらそうにしながら口を開いた。

「あーその、なんだ。戦いのあとには性欲がわくと言うだろう？」

「……子孫を残す本能がどうのこうのってやつですの？」

「そう、それ！　そんなわけで乙姫が燃え上がっちゃって……」

　浦島さんがそこまで言ったとき……

「失礼いたします」

　乙姫さんが御お伽とぎ銀行地上支店に入ってきた。

「乙姫、なぜここが!!」

「太た郎ろう様の匂においがしました」

　そう言って乙姫さんはぺろりとはしたなく唇くちびるをなめる。

「…………無茶苦茶色っぽいですのね。女の私がどきっとしましたのよ」

　いつもの清純派な空気はどこへやら、女の匂いをこれでもかってほど漂ただよわせながら浦島さんに楚そ々そとしてにじり寄る乙姫さん。

「うふふ」

「あれあれ？　乙姫さんなんでそんなに潤うるんだ目で僕を見るのですか？」

「太郎様、私先ほどから身体からだがほてってほてってたまらないのでございます」

「そうかい？　じゃあシャワーでも借りたらどうかな？　ここ実はシャワーがあるんだよ」

　自分の保身のために御伽銀行地上支店の地下に存在する秘ひ密みつを暴ばく露ろする浦島さん。

「そうなんですか？　それならば借りることにします。ただそれはお楽しみのあとでということで……」

「お楽しみ……ああ、お昼ご飯を食べないとね。乙姫が作ってきてくれたっていう、今日のお弁当の中身は何かな？」

「それはあとのお楽しみで、まずはデザートから召めし上がっていただこうと思います」

「あれあれあれ？　乙おと姫ひめさんなぜスカーフをはずすのですか？　というかなんか順番おかしくないですか？」

「さあ、存分に味わってくださいませ」

　にじり寄る乙姫さん。そこでりんごさんは立ち上がり、それを見た浦うら島しまさんは歓かん喜きの表情を浮かべたのだが……

「はぁ、少しだけ席を外しますの。時間がないので二十分ですませてくださいの。あと、あんまり汚よごさないように」

　ガーンと顔に縦たて線せんを入れて叫さけんだ。

「そんな！　りんごさん！」

　りんごさんは、もうこうなった乙姫さんは止められないと観念したらしい。

「というか乙姫、神聖なる学舎でこんなことをやってはいけないと思いませんか？　ここは学ぶ場所であってまぐわう場所ではないのですよ!?」

　なんかうまいこと言いながらどうにか逃にげようとする浦島さん。しかし敵もさるもの……乙姫さんもうまいこと返す。

「大だい丈じよう夫ぶ、これから保健体育を実じつ践せんで学ぶのですから」

「じっ実践過ぎー!!」

　とうとうぼろぼろのソファに追いつめられた浦島さん。

「……なっ！」

　膝ひざの裏にソファが当たり膝カックンの要よう領りようでそのまま後ろに倒たおれ込む。

　そんな絶体絶命の浦島さんに向けりんごさんは、

「ごゆっくりですの」

　そう死し刑けい宣告に近いようなことを言ってから浦島さんの悲鳴をバックに外に出た。




「…………………………………………………………………………なにしてんだ？」

　購こう買ばいでパンとジュースを買ってきたおおかみさんと亮りよう士しくんが見たのは地上支店の前でちょこーんと座っているりんごさん。ちなみに体育座り。

「……」

　りんごさんはおおかみさんからパンとジュースを受け取り、くいっくいっと指で建物を指さす。

「……なんっスか？」

　おおかみさんたちが扉とびらに耳を当てると……あーんだとかあはーんだとかひーそこはだめーとかそんな色っぽい声＆哀あわれっぽい声が。

「…………」

「…………」

　おおかみさんと亮りよう士しくんの顔が赤く染まる。

「……………………なんだこれは？」

　りんごさんはとても嫌いやそうに答えた。

「浦うら島しまさんと、乙おと姫ひめさんですの。乙姫さんがいろいろあって発情して、浦島さんからいろいろ搾しぼり取っているところですの。消えようかと思ったんですけど、すぐに涼りよう子こちゃんが来るだろうと待ってましたの」

「そうか……大変だったな。で、いろいろってなんだ？」

「どっちのいろいろですの？」

　確かに、りんごさんの言葉にはいろいろが二回出てきた。

「あとの方は考えるまでもねーだろ」

　嫌いやそうな顔で言うおおかみさん、搾り取られるものはまあアレなのだから考えるまでもない。

「それはそうですの。まあ、時間もまだあることですし説明することにしますの。それにしても……ドラマとかでよくある愛人がやって来たからという理由で母親に外に行ってなさいと追い出される母子家庭の子供の気持ちが少しだけわかってしまいましたの」

「………………そうか」

　その疲つかれたようなりんごさんの顔はおおかみさんが初めて見るものだった。




　かくかくしかじかとりんごさんに説明をしてもらったあと、外でぽそぽそと惨みじめったらしく昼食を取っていたおおかみさんたち。

　後日、正直とても切なかったとおおかみさんは匿とく名めいで語ってくれたりなんかしたがまあ、それは置いておく。

　その後おおかみさんたちはつやつやした顔で中から現れた乙姫さんを見て御お伽とぎ銀行地上支店と名前のついたぼろいプレハブ小屋に入り、とりあえず空気の入れ換かえをしていた。

　ピンク色の空気を追い出すむなしい行こう為いが一段落した頃ころ、乙姫さんがりんごさんに言った。

「赤あか井い様」

「なんですの？」

　妙みようにつやつやした乙姫さんが、妙に煤すすけた浦島さんと腕うでを組みながら言った。

「話はお聞きになったのでしょう？　依い頼らいします。私をあの女に勝たせてくださいまし。私はあの女に絶対に負けるわけにはいかないのでございます！」

　決意の表情を浮かべている乙姫さん。

「彼女は確かに容姿は美しいと思います。彼女は私と違ちがい小学校の頃ころはクラスの中心でした。しかし性格は褒ほめられたモノではないのです。自分の容姿に驕おごり、容姿のみで他人を判断し、容姿の劣おとる者は見下す。自分の手を汚よごさず、人を使って他人をおとしめる。何があろうと私は負けるわけにはいかないのでございます!!」

　乙おと姫ひめさんの背後でボーボーと燃えている炎ほのおがおおかみさんには見えた。

「ある意味で、彼女は私の過去の象しよう徴ちようといっても良いでしょう。私は変わりました、太た郎ろう様に相応ふさわしいと自負できるほどに。しかし、まだ完かん璧ぺきではないのです。そして彼女に……過去に打ち勝ち、皆みな様さまに太郎様に相応しいと認められて初めて私は昔の自分と決別できるのでございます」

　本気な乙姫さんを見て、りんごさんは少し考えたあと、頷うなずいた。

「…………わかりましたの。知らない仲でもないですし、この依い頼らい引き受けましょうですの」

　さっさとどうにかしないと、こんなことがまた続くでしょうし……と小声でりんごさん。

　毎日毎日こんなお馬ば鹿かな理由で追い出されてはたまったもんではないのだ。

「でも貸しになりますけど、よろしいですの？」

「はい、もちろん承知しております」

　御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会は慈じ善ぜん事業な団体ではないので、ちゃんと対価が必要なのだ。

　我らがおおかみさんの所属する御伽学園学生相互扶助協会は、その業務形態故ゆえに御伽銀行という通つう称しようを持つ。

　この御伽銀行の活動内容は、困っている人間に力を貸すことで貸しを作り、御伽銀行並びに御伽銀行への依頼者が助けを必要としたときは貸しの徴ちよう収しゆうの名目で以前助けた者に助力を願う。

　貸しを貯ため情報を蓄ちく積せきし、必要なときに必要な人にそれを貸し出すことで助け合いを仲ちゆう介かい斡あつ旋せんし、学生が学園生活をなんの愁うれいもなく送れるよう手助けする組織。それが御伽銀行なのだ。

　御伽銀行は御伽学園創立者、荒アラ神ガミ洋燈ランプの子こ飼がいで、この御伽学園を愉ゆ快かいで楽しく混こん沌とんとした世界にするために貯めた貸しを使って暗あん躍やくする組織でもあるがそれは内ない緒しよ。

「涼りよう子こちゃんたちもいいですの？」

「了りよう解かい」

「わかったっス」

　基本的に、請うけ負った者が依頼を解決することになるため、同じ一年生メンバーであるおおかみさんと亮りよう士しくんの同意を得るりんごさん。とはいえ、事態が大きくなると他ほかの学年のメンバーに力を借りれるのであんまり気にすることでもないのだが。

「それで、その宇う佐さ見みって奴やつにどうやって勝つつもりなんだ？」

　おおかみさんが乙おと姫ひめさんに聞く。

「小耳に挟はさんだのですが、今度ミス御伽学園コンテストという催もよおしが行われるそうでございますね？」

「そうですの」

　基本的に学期ごとに行われるミスコンが一学期も半ばというこんな中ちゆう途と半はん端ぱな時期に行われることになったのは……

「男子のランキング一位のプリンス、白はく馬ばさんが何故か転校なさったために大だい規き模ぼなランキングの変動が起こりそうなので臨時に行われることになったんですのよ。転校生として顔だけは良い浦うら島しまさんも転校してきましたし」

　実際は白馬の王おう子じ様の恥はずかしい写真撮とりまくったあげく、王子様の悪行と共にそれをばらまいたどこかの秘ひ密みつ組織のおかげでいられなくなったのだが。

　ちなみに悪行とはおおかみさん拉ら致ち事件他ほか、御お伽とぎ銀行でつかんで蓄積していた情報を証しよう拠こと共にほぼ放出したのだ。

　おかげで御伽銀行を絶対に敵に回すなという教訓を生徒たちに刻みつけたりしたがそれはまあ余談。

　苦戦しながらも高校チャンピオンをぶっ飛ばしてしまったことが知れ渡わたってしまったおおかみさんも有名になってしまったがそれも余談。

　おおかみさんは、最近道を歩いていると道を空けてもらえるようになってしまったがそれも余談。

　それに気がついたおおかみさん、しばらくブルーだったがそれも余談。

「企画元である御伽スポーツ新聞はまあ、そういうビジネスチャンスは見逃のがしませんのよ。一部五十円とはいえお金も取ってますしね。基本的におもしろければいいって感じの新聞ですし。

　まあ、年に三回の美少女美少年コンテストの結果が載のる号はかなり部数がはけるみたいですので、渡りに船と臨時ミスミスター御伽学園コンテストを行おうということですの」

　御伽学園には校内新聞が二紙ある。それぞれ御伽新聞と御伽スポーツ新聞だ。元は一つの新聞部だったのだが、お互たがいに方針の違ちがいから仲なか違たがいし何年も前に分ぶん裂れつしたのだ。しかし新聞部は一つしか認められず、部費のもらえない御伽スポーツの方は読者からお金を取ることで存続しているのだ。

「で、乙おと姫ひめさんはそのミスコンで宇う佐さ見みさんに勝ちたいということでいいんですの？」

「はい、それで宇佐見さんに勝てれば、私は太た郎ろう様に相応ふさわしい女であると証明することができ、それを誰だれもが認めるでしょう。そうして初めて私は過去と真に決別できるのでございます」

「……わかりましたの」

　と、りんごさんがいつも通りの説明を始めようとしたそのとき、後ろからハスキーだがきれいな声が。

「なるほど、話は聞かせてもらいました。しかしそれは私に宣戦布告をしていると思ってよろしいのでしょうか？」

　皆みなが一いつ斉せいに振ふり向くとそこには美少女がいた。

　そう、まごう方なき美少女が微笑ほほえんでいる。

「どちらさまでございましょうか？」

　その乙おと姫ひめさんの問いに美少女は答え……

「ふふふ、さあ誰だれでしょ──」

　パァン

　言葉の途と中ちゆうで上うわ履ばきで後頭部を殴おう打だされ前のめりに倒たおれた。

「頭とう取どり、何をなさってるんです」

　床ゆかの上に倒れた美少女は保護欲をかき立てる表情でしなを作るが……

「痛い……まあなんてやばんなのでしょう」

「……頭取」

　上履きを持ったアリスさんの目つきがどんどんやばくなっていく。

「あーわかったよ、わかったよ？　だからもう叩たたかないでね？　あと、その目も怖こわいからスマイル、スマイル？」

　美少女が、頭取さんの事なかれ口調でそんなことを言いながら立ち上がる。無茶苦茶に違い和わ感がある。

「うわっ、マジっスか？」

　引きつりながらそう漏もらす亮りよう士しくんにおおかみさんが答える。

「マジだ」

「……聞いてはいましたっスけど、自分の目が信じられないっスよ」

　普ふ段だんは特とく徴ちようのない顔をしている印象の薄うすい頭取さんが、変装すればここまでの美少女になるのは驚おどろきを通り越こして驚きよう愕がくだ。

「前言ってた頭取の芸ですの。あの変装技術でいろんな所に入り込んで情報収集してたりするんですのよ。まあ、女装趣しゆ味みの変態と何ら変わりないんですけど」

　りんごさんの暴言も、しかし頭取さんには通用しない。必殺聞いてないふりを発動する。

「いやー、一部始終見させてもらったよ？　というか、はからずも撮とれてしまったＡＶはどうしようかって感じだよ？　だってここカメラで撮ってるしね？　とはいえ事に及およんだ場面はアリス君に邪じや魔まされて見れなかったけど？　残念なことにね？　というか、あれどうしようか？　あの映像データ？

　まあ、流石さすがにばらまくなんて趣味の悪いことはしないけど、保存しておくってのもそれはそれで置き場に困るんだよね？　えーと君は竜りゆう宮ぐう乙姫君だったね？　話は聞いてるよ？　それでどう？　いるかなアレ？」

「いただきます」

　かけらも躊ちゆう躇ちよせず所しよ望もうする乙姫さん。何に使うかはまあ……聞いちゃいけない。

「で、ミスコンの話も聞いたよ？　ランキング一位の現プリンセスとしては助言なんかをしてみようかなと思ったんだけどたぶん役に立たないんだよね？　まあ、僕は男だからね？　男が理想に思う女性を演じるなんてわけないことなわけだよ？　たとえば、詳くわしく見せないってのもあるね？　よく知られないということは、欠点が見えないということ、そして想像をふくらますことができるということなんだよ？　それに、情報操作なんかも駆く使しして、前回は謎なぞの美少女がランキング一位になっていたわけだね？　そんなことをした理由は大衆を情報で操あやつる練習かな？　あと、おもしろそうだったから？　ただね、アリス君が怒おこるし、プリンセスがあんまり姿を現さないというのもまずいし、今回はプリンセスを狙ねらわないことにしたんだよ？　だから今回一位は誰だれになるかわからないわけだね？」

　相変わらず話の長い頭とう取どりさん。ちなみに、ミスコン一位のプリンセスとなった人は、対外的な御お伽とぎ学園の顔として御お伽とぎ花ばな市しにある高校の生徒会が集まる会議などに参加し、交こう渉しようを円えん滑かつにかつ有利に進める手助けをすることになっているのだ。

　まあ、今は誰だれかさんのおかげでランキング二位が代役を務めているのだが。

「あ、アリス君？　宇う佐さ見み君と竜りゆう宮ぐう君のデータを出して？　好感度なんかを中心に？」

　この質問が出ることを予期していたのかアリスさんはファイルを取り出し読み上げる。

「はい、前回の宇佐見さんのランキングですが十二位です。順位は基本的に十位までしか発表されないので、この順位は本人も知らないことですが。あと、宇佐見さんですが、好きな人は好きなようですが、嫌きらわれている人にはとことん嫌われてますね。特に女性の一部には。容姿が価値基準になっていて、なおかつ男性にはよく見せようとするところが嫌われている理由ですね。ただ猫ねこかぶりの技術は見事で、その可か憐れんな容姿と相まって男性には熱ねつ狂きよう的なファンもいるようです」

「乙姫の言った通りの人みたいだな」

「そうっスね」

　おおかみさんと亮りよう士しくんがなるほどと口を挟はさむ。

「対する竜宮乙姫さんですが、転入してきて日が浅いにもかかわらず、そこそこの知名度があります。毎日浦うら島しまさんを追いかけ回しているので目立っていること。その容姿が優すぐれていることなどが理由ですね」

「ありがとうございます」

　容姿が優れているのところでお辞じ儀ぎをする乙姫さん。

「このような物もの腰ごしの柔やわらかさ礼儀正しさなどもプラス要因となっているようです。ただ……マイナス要因としては浦島さんですね。基本的に彼氏持ちの女性はランキングが低くなる傾けい向こうにあります。やはり、男性は人のものになった女性に対しては点が辛からくなるということでしょう。同傾向は女性の方にも見られますが、男性よりかはましなようです」

「まったくけしからんですね！　男の手がついてようがついてなかろうが女性の価値に変わりはないというのに！　私など彼氏持ちだろうが人妻だろうがオールオッケーですよ!?」

　いろいろ吸われて紳しん士しモードの浦島さんが変な風に怒おこる。浦島さんは、いろいろ吸い取られることによって性欲が減退すると、素すのフェミニストな部分が顔を出し、紳士モードに変身するのだ!!

　要するに端はたから見たらただの変人なのだが、そんな浦うら島しまさんを太た郎ろう様さま、素す敵てきってな感じで見てる乙おと姫ひめさんもどこかおかしい。

「今回のミス御お伽とぎ学園コンテストですが、宇佐見さんは前回の結果が納なつ得とくいかない様子で、なおかつ今回乙姫さんとのこともあるのでかなり気合いを入れてくると思われます。実際第二期のためにいろいろ動いていたようです。今回の臨時ミス御伽学園コンテストに合わせていたわけではないので万全とは言えないようですが」

「なるほど、なるほど？　それはこっちも気合いを入れていかないといけないね？」

「はい、望むところでございます」

　やっぱり燃え燃えで気合い十分な乙姫さん。その様子を満足げに見て、美少女なまんまの頭とう取どりさんは言った。

「じゃあ作戦会議を始めようかな？」




「………………なあ」

「なんスか？」

　おおかみさんが亮りよう士しくんに話しかけた。

「こういう勝負ってのは、あれだ。片方が正々堂々やって、片方が小細工使って、正々堂々の主役チームが小細工なんかに負けないぜーなんて熱血するのがお約束だよな」

「そうっスね」

「…………現実は厳しいな」

「…………そうっスね」

　そう嘆なげくおおかみさんと亮士くんの前には嬉き々きとして小細工を弄ろうしている乙姫さんプラス御お伽とぎ銀行行員たちの姿があった。

「アリスさま、噂うわさの方はどうなっていますでしょうか？」

「はい、宇う佐さ見みさんエンコー疑ぎ惑わくの認にん知ち率が50％を超こえました。しかし、敵もさるもの乙姫さんヤリマン疑惑の認知率が50％に迫せまる勢いです」

「それはやるね？　じゃあ、僕は久しぶりに噂好きのよっちゃんにでも変装して噂を振ふりまいてこようかな？　腕うでが鳴るねー？」

「なんですの？　黒板に誹ひ謗ぼう中傷の落書き？　上うわ履ばきずたずた？　精神攻こう撃げきできましたのね。ちっやられましたの。ではこちらは、ノートに落書きでいきましょうですの。あと、画が鋲びよう、不幸の手紙、偽にせのラブレターを筆ひつ跡せきを変えてダース単位で送ることにしますの。ああ、魔ま女じよ先せん輩ぱい、コラージュの進行具合はどうですの？」

「ちょうどできたヨー、我ながらイイできヨー、夜のおかずにピッタリヨー」

「皆みなさん、お飲み物を用意しました。一息入れませんか？」

　こんな感じで一部を除き御お伽とぎ銀行地上支店は戦場と化していた。

　地上が対策本部になっている訳は、地下施し設せつはメンバー以外には秘ひ密みつとなっているので、乙おと姫ひめさんがいると地下が使えないからだ。

　というわけで、次のミスミスター御伽学園コンテストで乙姫さんを宇う佐さ見みさんに勝たせるための作戦を決行中。あと、ここだけでなく他ほかにも、貸しの徴ちよう収しゆうの名目で呼び集めた者たちを使って妨ぼう害がい工作が行われているのだが……

「…………両陣じん営えいともに自分を高めずに、相手を引きずり下ろそうとしているこの状じよう況きようが怖こわいな」

「女性の怖さを嫌いやってほど感じるっスよ」

　そう、こちらは相手を引きずり下ろすことで勝利を得ようとしていたのだが、申し合わせたように宇佐見さん陣営も同じ戦略をとってきたのだ。

「うふふ、ウサギにはウサギの亀かめには亀の戦い方があるんです」

　燃える瞳ひとみの乙姫さん。なんかもーやる気満々って感じだ。

「そうですのよ、童話ウサギとカメですが、ゴール前で寝ねる馬ば鹿かがどこにいますの？　ゴールしてから寝れば良いじゃないですの。なのにウサギは寝た。相手を馬鹿にするためという理由なのかもしれませんが、それはそれでおかしいですの。亀の足の遅おそさを考えたら、たっぷり寝たとしても十分に余よ裕ゆうがあるはず。だというのに何故なぜ亀が勝ったのか。それは亀が一服盛もったに決まってますのよ？　童話ウサギとカメの教訓は、身体能力せいのうの差が戦力の決定的な差でない……ですのよ？」

　間ま違ちがいなく本気で言ってるりんごさん。

「…………うわぁ」

「いや、教訓は『あきらめずこつこつと努力することが大事』だろ。それにウサギ側も同じことしてんぞ」

　引きつり笑いの亮りよう士しくんとあきれ顔のおおかみさん。

　今の状じよう況きようは亀と兎うさぎがガチンコで勝負し、なおかつ陰いん謀ぼう謀略策略を駆く使しし相手の足を引っ張り合っている。コレを絵本にすると、とても子供には見せられないものになりそうだ。

「…………はぁ」

　おおかみさんは今後の展開を思い、大きくため息をついた。




　そして、三日が経たった。

　作戦は順調に進み……そんな一いつ触しよく即そく発はつの状況で乙姫さんと宇佐見さんが廊ろう下かでばったり。

「あーら、竜りゆう宮ぐうさん、ごきげんよう」

　慇いん懃ぎん無礼にそんなことを言うのは宇佐見さん、こめかみに井い桁げたが張り付いている。

「宇佐見さまこそ、ごきげんうるわしゅう」

　乙おと姫ひめさんは涼すずしい顔をしているが、やっぱり井い桁げた付き。

　バチバチっと睨にらみ合っていると、周囲に人だかりができる。聞こえるのは、

「おい、あれが噂うわさの」

「かわいい顔してねぇ」

「おいおい、ほんとか？」

「ああ、らしいぞ」

「噓うそっ！　あの娘こが！　マジで!?」

「人は見かけによらないっていうけど見かけによらなすぎだろ」

「というか、女はこえーな」

「男を巡めぐって起きた血で血を洗う女の戦いらしいぞ？」

「かーうらやましいが、うらやましくねー」

　こんな野や次じ馬うまの声。

　これだけでいったいどんな噂が流れているかわかろうものだ。

　ざわざわざわざわと外野から漏もれ聞こえてくる内ない緒しよ話に宇う佐さ見みさんは羞しゆう恥ちか怒いかりか顔を真っ赤にして……

「…………くっ、憶おぼえてらっしゃい!!」

　いたたまれなくなって逃にげ出した。一人でもいろいろ言われるのに、二人だともうどうしようもない。乙姫さんもそれを見届けるとこの場から早く離はなれようと歩き出す。

　はっきり言って、この三日で二人の好感度は地に落ちていた。




　同時刻、所変わって御お伽とぎ銀行地下本店。

「んー順調だね？」

　ティーカップ片手に頭とう取どりさんがつぶやく。

「…………本当に順調なのか？」

　そう聞いたのは、致ち命めい的なまでに策略謀ぼう略りやくに向かないため、最近暇ひまかつ置いてけぼり気味のおおかみさん。今は乙姫さん浦うら島しまさんの当事者以外、御伽銀行メンバーの皆みなさんが揃そろって休きゆう憩けい中。

「うんうん、順調順調？　でもまあ、もう一押ししようかな？　で、赤あか井い君に頼たのみがあるんだけど？」

「なんですの？」

「宇佐見君に喧けん嘩か売ってくれないかな？」

「……はぁ？　どういうことですの？」

　おつうさんお手製クッキーをぽりぽりぽりぽりと小動物っぽく食べつつ怪け訝げんな顔でりんごさんが聞く。

「んー、君は宇う佐さ見み君とファン層というか属性層というか性せい癖へき層というか……まあそのへんが被かぶってるわけだね？」

　要するにりんごさんと宇佐見さんはロリ属性でロリ仲間。

「……無茶苦茶うれしくありませんの」

　げんなりするりんごさん。そんな大人びたというか大人の哀あい愁しゆう漂ただよわせていても、その姿はやっぱりロリだった。

「去年までロリといえば宇佐見君だったわけなんだけど、今年は君が入ったわけだね？　というわけで、今御お伽とぎ学園のロリスキーというか少女趣しゆ味みというかペド野や郎ろうというか、まあそんな皆みなさんの中で赤丸急上じよう昇しようの君に宇佐見君に行くはずの票を……」

「奪うばい取ってこいということですのね」

「そういうこと？」

「……非常に納なつ得とくいきませんけど、了りよう解かいしましたの」

「じゃあ、アリス君説明お願いね？」

　めんどくさいので、重要な場所を丸投げする頭とう取どりさん。相変わらずやる気が見られない。

「はい、アニメ研究会、漫まん画が研究会などが、宇佐見さんシンパの割合の多い組織なので、そこを当たれば効率がよいでしょう。鶴つるヶが谷やさんを連れて行けば、根こそぎいけるかもしれません。本格メイド美少女ですから」
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「個人的には強気っ娘こな大おお神かみ君と、クールっ娘なアリス君も捨てがたいんだけど……」

　本格メイド美少女とか言い出すアリスさんに頭とう取どりさんがこう続けるが……

「絶対やだね」

「頭取、寝ね言ごとは寝て言ってください」

　おおかみさんとアリスさんは一刀両断。

「えー」

　亮りよう士しくんは微び妙みように残念そうだ。おめかしして愛あい想そを振ふりまくおおかみさんの姿が見られるかもしれないのだ。しかし流石さすがの亮士くんもそれが良いものだろうということはわかっても、具体的にはカメラに向かって愛想を振りまくおおかみさんの姿が想像できない。まさにそれほどまでに愛想の良いおおかみさんはレアなのだ。

　あと、おおかみさんは素材は良いけど、一般生徒にはひたすらに恐おそれられているので撮さつ影えい会にならないかもしれないという恐れもある。着飾かざりながらもカメラをきっつい視線で睨にらむおおかみさん。

　……いや、それが良いんだとオタクの皆みなさん＆亮士くんは言うかもしれないが。

「それで方法ですが、以前から漫まん画が研究会からはデッサンのモデル、アニメ研究会からはコスプレ写真撮影のモデルを頼たのまれてたりしますので、それをうまく利用すればいいのではないでしょうか？」

　アリスさんがクールにぴらぴらと手に持ったファイルをめくりながら言う。

「うん、それいいね？　というわけで漫研アニ研で愛想振りまいてきてちょうだい？　まあ、別々じゃなく一度にやればそこまで手間がかからないでしょ？　デッサンのモデルは時間拘こう束そく厳しそうだから、写真かビデオ撮影にしてねとか言えば漫研の皆みなさんも納なつ得とくしてくれるでしょ？」

「わかりましたの。それにしても、そんなことで私たちに借りを作るなんて、執しゆう念ねんなのかそれともおつむの中身が良い感じに発はつ酵こうしてたりするのか……いったいどっちですの？」

　今回のモデルはかなりの貸しになることだろう。

「両方じゃないの？　あと、竜りゆう宮ぐう君も連れていってちょうだい？」

「乙おと姫ひめさんですの？　…………ああ、なるほど」

　納なつ得とくしたのかりんごさんが手をぽんと叩たたく。

「そういうことだね？　まあ、うまくバッティングするように情報をリークするよ？」

　何かたくらんでいるらしい頭取さんと、たくらみに気づいたりんごさん。そして……

「乙姫？」

　やっぱり話についていけてないおおかみさん。

「んーそれは内ない緒しよ？　竜宮君には票を奪うばい取るためとか言ってついてきてもらって？」

「りょーかいですの」

　りんごさんはため息混じりに頷うなずいた。




　文化系クラブの集まった文化棟とう三階の一室。

　アニメ研究会と書かれたその扉とびらを開くとそこには桃とう源げん郷きようが広がっていた。

「「萌もえ～」」

　デブやら瘦やせやらめがねやらそれらの複合された奴やつらやら、おまえら身体からだ鍛きたえてねーだろってな体型の典型的な文化系オタクの皆みなさんが奇き声せいを上げながら思うがままに写真を撮とったり、ビデオを撮ったりしている。あと、今時萌え～はないだろ萌え～は。

「目線をこっちに！」

「そこで一回転」

「ポーズ取ってください!!」

「台詞せりふもお願いします!!」

　もちろん撮さつ影えい対象は、コスプレしたりんごさんと乙おと姫ひめさんとおつうさん。

　りんごさんと乙姫さんとおつうさんは、漫まん画がやゲームキャラのコスプレをしている。漫研アニ研が衣い装しようを用意していたのだが、サイズがピッタリだったのは何故なぜだろうか。情報の出所を絶対に締しめ上げてやるとりんごさんは誓ちかう。というか、あの昼ひる行あん灯どんな小物に違ちがいないのでアリスさんに言いつけてやることに決めた。

　コスプレ衣装の方は何着も用意されていたので、三人は何度かお色直しをしている。おつうさんだけはただひたすらに型の違うメイド服を着せられていたが。

「はーい、いきますよ」

　パシャッパシャパシャパシャッ

　フラッシュと鳴り響ひびくシャッター音。

「……なんなんだこいつら」

　お目付役としてやって来ていたおおかみさんは部屋の隅すみでその狂きよう宴えんをあきれた顔で見ていた。

　おおかみさんがいるので当然亮りよう士しくんもついてきていて、知らない人ばっかりの空間にビクビクしながらおおかみさんのすぐ側そばに控ひかえている。

「すごい空間っスね、熱気ですごいことになってるっスし、臭においもきついっスし」

　かすかにすえたような、……発はつ酵こうした牛乳ぞうきんの臭いがする。

「だな。でもこれならまあ、宇う佐さ見み先せん輩ぱいから票取れるんじゃねえか？」

　りんごさんはぶりっこのプロフェッショナルだし、おつうさんはいつもニコニコご奉ほう仕しサイコーって人だし、乙姫さんは超ちよう美少女で宇佐見さんから票を奪うばい取ろうとやる気満々だ。

　なので、撮さつ影えい会は非常に順調に進み、おかげでオタクの皆みなさんはもう三人にメロメロだ。

「それにしても……」

　おおかみさんはキャル～ン☆てな感じでポーズを決めてるりんごさんを見て言った。

「…………りんごが気持ち悪い」

「いや、かわいいじゃないっスか。…………………………写真には黒さは写らないっスし」

　亮りよう士しくんもなにげに酷ひどいことを言っている。

　そんな小話を挟はさみつつも、撮さつ影えい会がこのまま順調に終わるかと思われたそのとき、……バターンと派手に扉とびらが開かれた。

　ざわめきが一いつ瞬しゆんにして静せい寂じやくに変わり、皆みなの視線が扉に向かう。そこにいたのは……

「こんにちは、皆さん」

　おめかししてよそ行き笑え顔がおの宇う佐さ見みさん。しかし、そんな可か憐れんな容姿とは裏腹にこめかみには青筋。その外見の可憐さに似合わないおどろおどろしい雰ふん囲い気きを感じたのか、オタクの皆さんは後ずさりする。

　票集めに陰かげで動いていたにもかかわらず、まとまった票を当てにしていた組織に乙おと姫ひめさんサイドが接せつ触しよくしたのだ。宇佐見さんのはらわたは相当煮にえくり返っているだろう。

「それで、あなたが何故なぜここにいらっしゃるんですか？」

「いえ、ただ御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会の皆さんに請こわれてきただけでございますが、何か問題ありましたでしょうか？」

　というわけで、やっぱり一いつ触しよく即そく発はつの状態に。いきなり発生した人じん為い的かつ局地的な嵐あらしにオタクの皆さんは困こん惑わく気味だ。

「んー、流石さすが頭とう取どりさん。ジャストなタイミングですの」

　ぽつりとりんごさん。

「…………しらじらしい！　あなたの狙ねらいなんてすべてお見通しですわっ！」

「それはゲスの勘かんぐりというものでございます」

「あらあら、自分の行動を認めないばかりか、知らないふり。厚こう顔がん無む恥ちにもほどがありますわね」

　今にもとっくみあいでも始まりそうなぎすぎす殺さつ伐ばつとした空気。少なくとも美少女が出してはいけないものがたくさん分ぶん泌ぴつされている。

　殺気とか、怒ど気きとか、憎ぞう悪おとか、敵意とかそんな感じのやつ。

「まあまあ、落ち着いてくださいですの。ここにいる理由ですけど、前々からアニ研と漫まん研けんの皆さんにモデルを頼たのまれていたんですの」

　さすがにキャットファイトはまずいと二人の間に割って入ったりんごさんは、そうにこやかに説明し……

「あなたは黙だまってなさい！　この腐くされロリが!!」

「……くっ腐れロリっ!?　言うに事欠いて腐れロリですのっ!?」

　腐れロリ呼ばわりされ何か心にきたらしくマジ切れした。

「おっおつむに来ましたの！　この年とし増まの若作りが！　キャラ被かぶってこっちは迷めい惑わくしてるんですのよ!!」

「それはこっちの台詞せりふですわ!!　あなたなんて、狼おおかみの腹の中でおとなしく引きこもってればいいんですわよ!!」

「むきー！　悔くやしいですの！　わかりました、全面戦争ですの！　あなたなんか乙おと姫ひめさんには勝たせませんの！　せいぜい下げ克こく上じよう食らって、負けうさぎとして一人寂さびしく死んじゃってくださいの！　寂しいと死んじゃうんでしょ？　ご愁しゆう傷しよう様さまですの!!」

　というわけでりんごさん参戦することになっちゃいました。

「…………おいおい、なんかりんごまで参戦してるじゃねーか」

「マジ切れしてるっスねー」

　おおかみさんたちは心底あきれ顔だ。

「そうです！　皮でも剝はがれて塩すりつけられて痛い痛いと泣いているのがあなたにはお似合いでございます！」

「なんですって!?　ふんっ、あなたなんて男に逃にげられて暗い海の底で体育座りでびーびー泣いてるのがお似合いですわ！」

「なっ!?　そこまで言うのでございますか!?」

　そして美少女たちの罵ののしり合いはさらにエスカレートしていく。

　美少女ならば「えーっそんなこと恥はずかしくて言えなーい」とか恥ずかしがってみたり、「え？　それってなんなんです？」とか知らないふりをしたり、せめて顔を赤くして言ったあとに「恥ずかしい……」とか顔を覆おおわなければならないような言葉が飛び交かう。

「このピ[image: ～][image: ～]が！　いったいどの口で言ってるんですの!?」

「うるさいですわ！　このピ[image: ～][image: ～]でピ[image: ～][image: ～]なピ[image: ～][image: ～]が!!」

「あら、ぴ[image: ～][image: ～][image: ～]な人は言うことが違ちがうものですね？　感心してしまいます。私にはとても言えそうにございませんわ」

　放送禁止用語の嵐あらし。愛する娘むすめのこんな姿を見たら親おや御ごさん泣くね。

　りんごさんと宇う佐さ見みさんは見た目に似合わず中身が黒いし、乙姫さんは超ちよう耳みみ年どし増ま。なのでこんな風になってしまったのだ。

　というわけで、気がつけばこの三人の好感度は壊かい滅めつ状態。それどころかマイナスに突とつ入にゆうしてしまっている。しかもここはビデオカメラが回った空間だ。

「…………はっ!?」

　しばらくして我に返った宇佐見さんが周囲を見回すと……

　怯おびえとあきれの入り交じった表情をしたオタクの皆みなさん。カメラのレンズが無表情に宇佐見さんを捉とらえている。

「く[image: ～][image: ～]………………憶おぼえてなさい!!」

　またもやいたたまれなくなった宇う佐さ見みさんはそんな悪役きわまりない台詞せりふを吐はきながら戦略的撤てつ退たいを開始。

「ふん、勝ちましたの」

「おとといいらしてくださいまし～」

　いい顔で勝ち誇ほこっているりんごさんと乙おと姫ひめさん。しかし、好感度と票は得られないに違ちがいない。

　そんな、完全に最初と趣しゆ旨しが変わっている二人におおかみさんが締しめの一言。

「いや、いろいろダメすぎだろ」




　そしてさらに三日後、ミスミスター御お伽とぎ学園コンテスト投票日を翌日に控ひかえ、御伽学園地下本店で主要メンバーによる作戦会議というか最終報告会が開かれた。

　いつも通りに豪ごう華かな地下施し設せつ、そこで一人の少女が頭とう取どりさんの指定席に座っている。そばかす赤毛で三つ編みのやんちゃな印象を受ける少女は……

「いやーいろんな所で聞いてみたけど、順調に好感度が下がってるみたいだね？」

　頭取さん使用後、噂うわさ好きのよっちゃんだ。

「そうっスね、いろいろ聞いて回りましたけど、その噂で持ちきりでしたっス」

　亮りよう士しくんの言う、聞いて回るとはもちろん、盗ぬすみ聞きして回るということ。亮士くんが赤の他人と会話を成立させられるわけがない。目と目を合わせて会話なんてしてたら亮士くんはいつもの発ほつ作さを起こしてしまうし。

「はい、両者の好感度はもうすごいことになっているようです。噂だけでなく、醜みにくい女の戦い故ゆえに双そう方ほうがその噂を広め合ったという認にん識しきが後押しとなったようです」

　そのアリスさんの言葉に頭取さん（よっちゃんバージョン）はうれしそうに頷うなずく。

「うんうん、流石さすが僕ら、良い仕事してるね～？」

「はい、うまく人目のある場所で二人が出会うようにし向けてましたので、かなり効率よく噂が浸しん透とうしました」

　見た目少女なのに、頭取さんの声が出てくるのは実に気持ち悪い。

　その気持ち悪い頭取さんＩＮよっちゃんにおおかみさんは聞いた。

「というか、乙おと姫ひめの好感度も下がりまくってんだがいいのか？」

　何度も言うが、噂を広げるとか嫌いやがらせをするとかいう小細工に、おおかみさんはどうしようもないくらい向いてない。

　というわけで、今回はあまり役に立たないということで、おおかみさんは全然働いてないので、何をしてたかあんまり知らないのだ。りんごさんと頭取さんがおもしろがって隠かくしていたし。

　亮士くんはその影かげの薄うすさを最大限利用して情報収集にいろいろと動いていたが。

「いいんだよ？　あ、そうそう森もり野の君、明日の投票は竜りゆう宮ぐう君に入れちゃダメだよ？」

「了りよう解かいっス」

　その言葉におおかみさんはまたまた疑問を口にする。

「おいおい、いいのかよ。票が必要なんじゃねえのか？」

「これも、いいんだよ？　大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、作戦は順調だから？　そのために、宇う佐さ見み君の竜宮君への誹ひ謗ぼう中傷を妨ぼう害がいしなかったんだからね？　まあ、これは竜宮君は知らないことだけどね？」

　楽しくて楽しくて仕方がないって感じの頭とう取どりさんＩＮよっちゃん。

「いったい何をたくらんでんだ？」

　うさんくさそーにおおかみさんは頭取さんを見る。

「あー大おお神かみ君？　どうせここまで知らなかったのなら、最後まで知らない方がおもしろいかもしれないよ？」

「そうか？」

「そうですの」

　りんごさんもそれには同意する。

「……じゃあまあ、たのしみにしとくか」

　そう言いつつもおおかみさんはこんなことを考えていた。

　どうせろくでもないことなんだろうから、知らない方が精神衛生上良さそうだ。




「…………まったく」

　浦うら島しまさんは誰だれもいない御お伽とぎ銀行地上支店のソファですやすやと眠ねむっている乙おと姫ひめさんを見てつぶやいた。外は太陽が沈しずみかけ、灯あかりのついていない部屋の中は薄うす闇やみに包まれている。

　誰かと対決なんていう慣れないことをしているので思いの外疲つかれているのだろう。フェミニストな浦島さんはそんな乙姫さんに制服を脱ぬいでかける。

　そして乙姫さんの隣となりに座る。ソファがたわみ、その拍ひよう子しに乙姫さんの頭が浦島さんの肩かたに寄りかかる。

「乙姫、こんなことしなくても……うさちゃんに勝たなくたっておまえはいい女だよ。……今のおまえにこれを言っても伝わらないだろうけど」

　乙姫さんは、宇佐見さんに絶対に勝たないといけないという意識で凝こり固まっている。今、浦島さんが何か言っても、このような状態だから言ってもらえたうわべだけの言葉だとしか受け取れないだろう。

「……過去むかしか」

　浦島さんは、乙姫さんの柔やわらかな髪かみをなでた。




　乙おと姫ひめさんは夢を見ていた。

　昔の夢。

　小学校の頃ころの……乙姫さんが愚ぐ図ずでのろまな亀かめだった頃の夢。

「うさちゃんうさちゃん、一いつ緒しよに帰ろうぜ」

　少女の乙姫さんの目の前で、少女の宇う佐さ見みさんがたくさんの人に囲まれている。

「でも、私掃そう除じ当番だから……」

　とまどうように答える宇佐見さん。

「そんなの亀かめ子こに任せればいいだろ？」

「そーそー」

「でも……」

「な、な、いいだろ。新しいゲーセンができたんだって」

「おれ、クレーンゲームうまいんだぜ、人形取ってあげるからさ」

　わいわいガヤガヤと騒さわがしい。

　その喧けん噪そうから離はなれ一人で掃除していた乙姫さんに取り巻きの一人が言う。

「な、亀子やってくれるよな？」

「そうだよ、こんなときぐらいしか役に立たないんだから、たまには役に立てよ！」

「そうだそうだ」

　乙姫さんにかけられるそんな理り不ふ尽じんな言葉。しかし、乙姫さんは頷うなずいてしまう。

「う……ん、わかっ……た。わっ……わたしが、やっておく……から」

　どもりながらもどうにかそれだけを言う乙姫さん。

「ほら、亀子もこう言ってるしさ」

「そーそー」

「……うん、わかったわ」

　散々渋しぶったあと、取り巻きに頷うなずく宇佐見さん。

　そして申し訳なさそうな顔で宇佐見さんは乙姫さんに言った。

「……ごめんね、ありがとう」

「う……うん」

　みんなに囲まれて教室を出ていく宇佐見さん。

　扉とびらから出る瞬しゆん間かん、くすりと宇佐見さんが笑ったのが乙姫さんには見えた。

　一人残された放課後の教室。世界でたった一人取り残されたような気がした。

　誰だれも、自分を見てくれない。

　悲しかった、寂さびしかった。

　しかしそれよりも大きなあきらめが乙姫さんの心を占しめていた。

　愚ぐ図ずでのろまで、良いとこなんてない私なんか見る価値もない。

　どれだけ経たっただろうか。

　一人でやる掃そう除じは時間がかかる。

　一人で、一人きりで黙もく々もくと掃除をする乙おと姫ひめさん。




　これは夢だ、昔に起こったとても悲しい夢。

　だけど、とてもうれしい夢。そう、この夢はここで終わりじゃないのだ。




　教室の扉とびらが開いた。

　そこには小さな浦うら島しまさんが。




　今も色あせない、大切な思い出。




『乙姫ちゃん』




　亀かめ子こじゃなく、本当の名前で呼んでくれた。

　今の自分が生まれた瞬しゆん間かん。




『おれは女の子には優やさしいぞ』




　初めて人に自分を見てもらった気がした。

　自分を認めてもらった気がした。




『特に目はいいなぁ、きれいだね。今もかわいいけどやせたらすごくかわいいよ、絶対に。うん、おれが保証する』




　かわいくなれるって言ってくれた。

　太た郎ろう様がいたから、今の私がある。

　だから、私はきれいにならないといけない。素す敵てきにならないといけない。

　太郎様に認めてもらえるほどに、誰だれにも太郎様に相応ふさわしくないなんて言わさないほどに、……太郎様が私のことを誇ほこれるように。

　だから、私は昔とは違ちがうことを証明しないといけない。絶対に、宇う佐さ見みさんには負けられない。

　だから、だから……




　そこで乙おと姫ひめさんはとても温あたたかな感かん触しよくに目を覚ました。

「……ここは？」

「よ～く眠ねむってたね、お姫様？」

　目を覚ました乙姫さんに浦うら島しまさんがおどけて声をかける。

「……太た郎ろう様」

　頭をなでる温かな感触が浦島さんの手だとそこで気がついた。

　温かい……とても大きい、自分を支えてくれた手。

　だから、この手に支えられた自分は負けるわけにはいかない。かわいくなれると言われた私は負けるわけにはいかない。

　乙姫さんは浦島さんに宣言する。

「太郎様……私は勝ちます！　そして、私は太郎様の言ったとおりきれいになったと皆みな様に認めさせて、太郎様に私が相応ふさわしいことを認めさせてみせます！」

「……あんまり、無理するなよ」

　少しだけ寂さびしそうな浦島さんに、燃えている乙姫さんは気がつかない。

「はい！」

　乙姫さんは相変わらず過去に囚とらわれていた。




　ミスミスター御お伽とぎ学園コンテスト当日、投票を前に最後のアピールを終えた二人がばったりと出くわした。

「…………とうとうこの日がやって来ましたわね」

「…………そうでございますね」

　二人とも薄うすく化け粧しようをしていて、格好がいつにも増して気合いが入って、露ろ出しゆつ度がアップしている。とうとう両者が最後に行き着いたのは女の武器を駆く使しすること。スカート丈たけが思わず二人の側そばで転びたくなるほど素す敵てきなことになっている。

　しかし、二人が纏まとう雰ふん囲い気きからそんな勇者な行動を起こす者はいない。

　二人の格好はとても素敵なのに、伝わってくる空気は悲ひ壮そうとか執しゆう念ねんとか必死だなおまえって感じなのだ。

「ふん、私があなたに負けるなんてことはあり得ない、あってはならないことですわ！」

「人は変わるもの……私は昔とは違ちがうのでございます！」

　今週何度目かの火花が飛び散る。

「…………」

「…………」

　二人は視線を合わせたまま歩み寄り……そのまますれ違った。

　やることはやった。あとは天に任すのみ。




　…………なんてきれいに終われない二人。やることはやったどころではなく、やってはいけないことまでやってしまったという感じか。

　陰いん謀ぼう策謀策略計略、ガチンコで足を引っ張り合って迎むかえた今日。

　結果は天のみが知る……というわけでもなく二人以外みんな知っていた。

　だって………………ねえ。




　そして放課後、投票も無事終わり開票結果を御お伽とぎ銀行地上支店で選挙中の政治家のごとく、落ち着きのない様子で待っている乙おと姫ひめさん。

　もちろん片目の入ってないだるまも完備だ。

　ちなみにミス御伽学園を決める方法だが、投票は任意、一人一票で男性にしか投票できない。校内の何カ所かに投票所が用意されていて、投票は午後五時に締しめ切られる。

　今は開票の真っ最中だ。

　そんなわけで乙姫さんは結果を不安いっぱいで待っているのだ。

　乙姫さんの隣となりにはストレス解消に付き合わされて真っ白に燃え尽つきた浦うら島しまさん。

　そんな張り詰つめた空気──乙姫さんの周囲だけだけど──の中、頭とう取どりさんがいつも通りのひょうひょうとしたやる気の感じられないオーラを纏まとい現れた。

「あー結果出たよ？　……どっこいしょ？」

　そう言って椅い子すに座る頭取さん。

「というか、全くどこから手に入れてくるんですの？」

「まあ、それは蛇じやの道は蛇へびというか企業秘ひ密みつということでね？　それでこのリストは全校のランキングだよ？」

「これか……」

　ごくりとつばを飲み込み、思ったよりぺらぺらのコピー用紙の束を受け取るおおかみさん。

「載のってるのは一票でも入った人までなんだよ？　一人一票である以上、票が入らない人の方が圧あつ倒とう的てきに多いんだよね？　だから結構薄うすいんだよ？」

　おおかみさんの疑問を感じとったのか頭取さんが説明する。そしておおかみさんはそれを乙姫さんに渡わたそうとしたが……

「あの……自分で見るのは怖こわいので、代わりに見てくれませんか？」

　ソファにちょこんと座ってた乙姫さんだが目をつむってそんなことを言った。

「ああ、わかった」

　というわけでおおかみさんが中身を見る。

「…………へーなるほど、順当だな。有名な美人が上位を占しめてる。…………あ、おつう先せん輩ぱいランクインしてるぞ？　十位だけど」

「あらあらそうなんですか？」

「メイドスキーの組織票が入ったみたいだね？　漫まん研けんアニ研の票も入ったかもしれないしね？」

　確かにあの放送禁止用語の飛び交かう修しゆ羅ら場ばの中で、おつうさんはすがすがしい清せい涼りよう剤ざいのような雰ふん囲い気きを保ったままだった。あのオタクの皆みなさんはそれにどれだけ救われたことだろうか。

「アリス先せん輩ぱいは惜おしかったですのね、十三位ですの」

　横からのぞき込んだりんごさん。

「そうですか。まあ気にしてませんが」

　相変わらずクールなアリスさん。そんなアリスさんに頭とう取どりさんが話しかける。

「んー、撮さつ影えい会に出てたら、ランクインできたかもしれないね？」

「どうでも良いですね」

「ほんとに？」

「当たり前です」

「でも最近うすーく化け粧しようしてたよね？　格好も気合い入れてたみたいだし、立ち居振ふる舞まいもいつにも増して隙すきがなかったし？」

「……だまらっしゃい、だから気にしてないと言っています!!」

　実は気にしていたらしいアリスさん。前回頭取さんに負けたのがとても悔くやしかったらしい。

「おっ、りんごだ。二十一位か」

「この間の撮さつ影えい会での対決で、漫研アニ研ゲーム研などのオタ系組織の票はなくなっただろうけど、その他ほかの隠かくれロリスキーの皆さんの票が流れたんだろうね？　二大ロリの片方宇う佐さ見みさんは今回のことで好感度に大ダメージだし？」

「だから、頭取は黙だまっててくださいの!!」

　素す直なおに喜べないりんごさん。

　それ以降は見知った名前は出てこず……

「あった！」

　最後の最後に出てきた。

　最後の一枚に書かれてたのは……

「竜りゆう宮ぐう乙おと姫ひめさん一票ですの」

「一票だけなのか？」

「そんな、……それでは」

　悲しそうな顔をする乙姫さん。

　その隣となりで、黙って推すい移いを見守っている浦うら島しまさん。

　乙姫さんとおおかみさん以外は、みんな深刻な顔をしていない。それどころか、達成感すら感じているようだ。

　皆みなを代表して頭とう取どりさんが言う。

「いやいや計算通りだよ？　別に、僕らの目的は竜りゆう宮ぐう君をプリンセスにすることでもランク内に入れることでもない？　竜宮君を宇う佐さ見み君に勝たせることなんだからね？」

「それで、宇佐見さんの名前はありましたの？」

「えーと、宇佐見宇佐見……ないな」

　おおかみさんがもう一度流して見直してみるが、宇佐見という名はどこにもない。

「ということは、一票差で乙姫さんの勝ちなわけっスね？」

「そういうことだね？」

　誰だれも票を入れなければ同点で一票でも入ればそこで勝負は決まる。

「今回の作戦目的は、竜宮君と宇佐見君両名に入る票をなくすことだったんだよ？　そのために両陣じん営えいが妨ぼう害がいし合う状じよう況きように持っていったんだよね？　そして、票の分散を狙ねらうため、うちの女の子たちの素す敵てきさを噂うわさで流したりもしてたんだよ？　隠かくし撮どり写真もばらまいたし？」

「……そんなことまでしてたんですの？」

「…………頭取、あとでお話があります」

　あきれるりんごさんと、青筋を浮かべるアリスさん。

「おかげで票は下馬評通りのランキング上位やうちの女の子たちに流れてたんだよ？　そして二人の醜みにくい争いの噂もそれとなく流したため、とうとう二人に誰も入れなくなったわけだね？　他ほかにも、向こう陣営に宇佐見君に入れないようにと小細工したりもしたね？　貯ためてた貸しもいろいろ使っちゃったし、いやー実にめんどくさかったよ？」

「でもそれじゃあ、引き分けにしかなんねーだろ？」

　おおかみさんが疑問を口にする。

「そう、そうなんだよ？　でもそうなっていない、それはただ一人竜宮君に投票した人がいたからなんだよ？　そして、その貴重な一票がここにあるんだよね？」

　頭取さんは手に持った一枚の投票用紙をひらひらさせる。

「竜宮君、これを書いたのは誰だと思う？」

「……？」

　いきなりの展開についていけてない乙おと姫ひめさん。

「実は今回、もう一つ依い頼らいがあったんだよね？　竜宮君が過去に囚とらわれすぎているからどうにかしたい……ってね？　この一票はその依頼者が書いたもので、その依頼者はもちろん……」

　頭取さんの視線が乙姫さんの隣となりの浦うら島しまさんに向かう。

　それにつられ皆の視線も浦島さんに向かい……最後に乙姫さんが縋すがるようなそしてかすかな希望を宿した瞳ひとみで浦島さんを見る。

「……太た郎ろう様？」

「…………ああ、それは俺が書いた」

　浦うら島しまさんは照れているのかそっぽを向きながら肯こう定ていした。

「竜りゆう宮ぐう君、君が本当に欲しかったのはよく知らない有う象ぞう無む象ぞうたちからの票じゃなくて、浦島君のただ一票だろう？　君は過去に目がいって、自分を認めさせることに拘こう泥でいし、そんな大切なことを忘れちゃってたわけだね？　だからそれをわかってもらうためにこんな回りくどいことをやったわけなんだよ？」

「というわけで浦島さんの依い頼らいは完かん遂すいですの。過去なんか関係ない、大切なのはたった一人に選んでもらえること。おめでとうですの、乙おと姫ひめさん。女として勝負に勝ちましたし、ついでに宇う佐さ見みさんにも勝ちましたの」

「おめでとうございます」

「おめでとうヨー」

　りんごさんアリスさん魔ま女じよさんと順番に乙姫さんを祝福していく。

「なるほど、そういうことだったのか。やっと納なつ得とくがいった」

　一人取り残されていたおおかみさんもここにきてようやく納得する。

「そういうことだったんスよ」

　乙姫さんは未いまだに信じられないのか、恐おそる恐る浦島さんを窺うかがう。

「太た郎ろう……様？」

　照れてそっぽを向いていた浦島さんは頭をかいたあと、乙姫さんに向き直り言った。

「小学校の頃ころ言っただろう？　乙姫は磨みがけばかわいくなるって。そして乙姫はがんばって変わった。だからもう過去なんか気にする必要はない」

　そこで浦島さんは頭とう取どりさんの手にある票を受け取り、

「それにな、俺が乙姫がかわいいって言っているんだぞ、他ほかの人間の評価なんか必要なのか？　必要ないだろ」

　竜宮乙姫と書かれた紙切れを乙姫さんに握にぎらせた。

「ほら、俺が乙姫を選んだ証しよう拠こだ」

　乙姫さんはそのすらりとした指先で浦島さんの書いた自分の名前をなぞる。

　乙姫さんの顔が徐じよ々じよに喜びで崩くずれていく。

「…………太郎様！　乙姫は……乙姫はもう感激で涙なみだが止まりません」

　乙姫さんは浦島さんに抱だきつき…………………………押し倒たおした。

「またですかっ!?」

　浦島さんが叫さけぶ。

「あーじゃあまあ、外に出てようかな？」

　頭とう取どりさんの号令でプレハブから出ていく御お伽とぎ銀行の面々。

　その後ろではやっぱり浦島さんの悲鳴が響ひびいていた。
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　全員が御お伽とぎ銀行地上支店から適度に距きよ離りをとった辺りで頭とう取どりさんはおおかみさんの肩かたを叩たたいた。

「……なんです？」

「プレゼントだよ？」

　おおかみさんの手に小さく折った紙を握にぎらせる頭取さん。

「大おお神かみ君への清き一票ってやつ？　……まあ、投票者は誰だれだか言うまでもないね？」

　頭取さんがうれしそうに亮りよう士しくんを見ている。

「なっ」

　ボンっと赤くなるおおかみさん。

「いやー愛されてるね？　うんうん？」

　そうやって、勝手に納なつ得とくしたあと、頭取さんは皆みなに向けて言った。

「それじゃあまあ、暇ひまつぶしに女性諸君に為ためになる話をしてあげようかな？」

「……頭取が？」

　アリスさんがものごっつ胡う散さん臭くさそうな顔で頭取さんを見る。

「まあまあ、参考までに聞いたって罰ばちは当たらないでしょ？　というわけでいきなりだけど男を自分につなぎ止めておくにあたって一番有効な方法は何かわかるかい？　愛かな？　束そく縛ばくかな？　恐きよう怖ふかな？　それとも、子供でも作るかな？　親と仲良くなって外そと堀ぼりでも埋うめるかな？」

　なんとなく興味をそそる話題だったのか、皆みなが頭とう取どりさんの話を聞き始める。

「正解はたぶんね、…………快楽で縛しばることだよ？　人間縛りつけられれば逃にげたくなるし、恐きよう怖ふからは逃げ出すだろう？　でもね、人間は快楽からは逃のがれられない？　それが好きな人間から与あたえられるものならなおさらね？」

　そこでちょうど良くプレハブ小屋から「きゃーいやー」とかいう浦うら島しまさんの悲鳴が聞こえてきた。

「僕が思うに竜りゆう宮ぐう君の一番すごくて一番怖こわいところはそれをわかっていることだと思うんだよ？　竜宮君の蜜みつのように甘あまい罠わな、浦島君はもうそれに雁がん字じ搦がらめに囚とらわれているよね？　普ふ通つうは逃げようって気にもならないし、もし逃げたとしても絶対また帰ってくるだろうね？　浦島君は一年間逃げ回っていたけど、戻もどってくるつもりだったんだろう？　僕はね、男の側に竜宮流房ぼう術じゆつなんかが伝わってたように、女の側にも男を逃さない方法みたいなのが伝わってるんだと思うよ？　『竜宮の女は寂さびしがり屋なんだ』だっけ？　竜宮君のお父さんの言葉は？　いやー寂しがり屋の女の執しゆう念ねんというか情念はすごいね？」

　頭取さんの言葉の間に「おっ乙おと姫ひめさん、そこはだめーっ!!」なんて声が響ひびく。なんかいろいろ台無し。

「……まあ浦島君は、アレはアレで幸せそうだし、あの関係は男も女も幸せになるための一つの解ではあるんだろうけどね？　竜宮君は童話の乙姫みたいに浦島太郎を逃すなんてことはないだろうと僕は思うよ？　というわけで、君たちも誰だれかを自分にメロメロにさせたい場合は、竜宮君にいろいろ教わると良いかもね？　以上為ためになるお話でした？」

　そんな、頭取さんの無茶苦茶説得力のあるお言葉で──みんな浦島さんを見てるから説得力ありまくり──今回の乙姫さんからの依い頼らいは締しめくくられたのでした。




「たっ助けてください！」

　乙姫さんと宇う佐さ見みさんの決戦から二日過ぎた日の午後、着衣の乱れた浦島さんがきゃーいやーってな感じで両肩かたを抱だくようにして現れた。

　しかし……

「…………またですの？」

「またかよ」

「あーまたっスねー」

　おおかみさんたちの反応はこんなもの。やる気がピコグラムも感じられない。

「なにその薄うすいリアクション!?」

　浦島さんが叫さけぶ。

「でもよ、またいつものなんだろ？」

　そーそーとおおかみさんの言葉に同意する残り二人。しかし浦島さんはまた叫ぶ。

「違ちがう！」

「……どう違うんですの？」

　仕方なく、話を聞いてあげることにしたりんごさん。

「以前よりパワーアップしてるんだ!!　乙おと姫ひめのヤツうさちゃんに勝ったし、過去を乗り越こえて自信つけちゃったもんだから、もうなんか元気はつらつでファイト一発どころか二発三発って感じなんだよ!!」

「あーなに言ってるのかわかんないのですけど、何となく伝えたいことはわかりますの」

「だろ！　というわけで助けてください超ちようお願いします!!」

　土下座を始める浦うら島しまさんに、どーするよと顔を見合わせるおおかみさんと亮りよう士しくん。そのまま沈ちん黙もくが流れ……りんごさんが折れた。

「…………はぁ、わかりましたの。どうです？　私たちの仲間になりませんの？」

　いきなりな発言におおかみさんが聞く。

「おいおいマジかよ？」

「マジですの。浦島さんは見かけだけは良いですし、スケコマシはいろいろ使いようがあるんですのよ。浦島さんのメリットとしてはいつでもここに逃にげ込めること」

「なるほど、それはいいですねりんごさん。そして僕と一いつ緒しよにいたいという淡あわい恋心しかと受け止めました！」

「涼りよう子こちゃんおねがいですの」

「りょーかい」

「では、りんごさん！　一緒に愛の逃とう避ひ行こうとぶべらっ！」

　おおかみさんが容よう赦しやなく浦島さんの後頭部に蹴けりを入れた。倒たおれ伏ふす浦島さんにりんごさんが聞く。

「で、どうしますの？」

「う～ん…………わかった！」

　復活した浦島さんは少し考え答えた。

「ここに所属してれば誰だれに気き兼がねもせず逃げ込める。ここは居い心地ごこちが良いし、なにより美人が多い！　夢のオフィスラブなんかもありそうだ！　最初は信用されてないが、男をみせることで、背中を預け合うことで仲が深まり、そして美人に訪おとずれるピンチ、颯さつ爽そうと現れる俺、そして生まれる愛……くーいいねぇ」

「だそうですのよ、涼子ちゃん？」

　そこで何故なぜかおおかみさんに話を振ふるりんごさん。

「なんでそこでオレの名前が出るんだよ」

「だって今涼子ちゃんは、浦島さんの言う『颯爽と現れる俺』と『そして生まれる愛』の間くらいまでいってるんじゃないですの？」

　白はく馬ばの王おう子じ様によるおおかみさん拉ら致ち事件を思い出しつつりんごさんは言う。俺の場所は亮りよう士しくんに吹き替かえ推すい奨しよう。

「あとは、いつ『そして……』に突とつ入にゆうするかですの」

「そしてはねー!!」

　真っ赤で反論するおおかみさん。見守っていた亮士くんは少し寂さびしそうだ、がんばれ男の子。しかし、おおかみさんがかわいい女の子になる日は近……

「近くねー!!」

「涼子ちゃん、誰だれに叫さけんでますの？　……まあ、それはともかくいろいろと使えそうなので仲間に引き入れようかなとか思うんですのよ。そういえば、私たちが把は握あくしている以外に、なにができますの？」

「ふっりんごさん、これでも僕は竜りゆう宮ぐう流房ぼう術じゆつ継けい承しよう者しやですよ？　このゴールドフィンガーでどんな女でも天国に連れていってみせましょう！」

　わきわきと嫌いやな手つきをする浦うら島しまさん。もう、二枚目が台無しというか、二枚目の片へん鱗りんすら窺うかがえない三枚目っぷり。

「…………はぁ、乙おと姫ひめさんお願いしますの」

「はい、まかせてくださいまし」

　りんごさんのため息混じりの言葉に答える声が、浦島さんの背後から聞こえた。

「なにっ!?」

　驚おどろき振ふり向く浦島さん。そこには頰ほほを染めて微笑ほほえんでいる乙姫さんがいた。

「太た郎ろう様……こんな所にいらしたのですね？　お探ししました」

「なっなぜここが？」

「女の勘かんとでも申しておきましょうか」

　そう言いながら乙姫さんは浦島さんに抱だきつき……

「えっちょっいやあああああああ」

　そのままソファに倒たおれ込んだ。

「んじゃ、出てますから終わったら教えてくださいですの」

「んーんーんー」

　唇くちびるを唇でふさがれ、なに言ってるのかわからない浦島さん。

「あんまり汚よごさないでくださいですの～」

　そしてまたまたまた追い出されたおおかみさんが一言。

「………………なるほど、りんごの気持ちがよくわかった。こりゃむなしいな」

　ぼろぼろのプレハブから少し離はなれた場所で三人は時間をつぶす。

　この前は、ハッピーエンドで達成感みたいなものがあったので、しょうがないなーってな感じでこんな気分になることはなかったのだが、今日は違ちがう。ちょーむなしい。

　おおかみさん、憂うれいを背に空を仰あおぐ。とても絵になるが、そうなった理由は馬ば鹿からしすぎ。

「なんて言うか……何故なぜここがって、いっつもここに逃にげてたらそりゃわかるっスよね」

「まあ、なんというかあれはじゃれてるだけなんだと思いますの。でも毎回毎回それに付き合わされるのも迷めい惑わくすぎますのよ」

「だから仲間に引き込むのか？」

「そうですの。ヤるときは地下を……」

「おねがいっすからもう少しオブラートに包んでくださいっス。人目もあるっスし……」

　亮りよう士しくんが本気でお願いする。

「じゃあにゃんにゃんするときは……」

「りんご、おまえいつの人間だよ」

「もう、いいじゃないですの。で、そういうときは地下本店の仮か眠みん室でも使ってもらえれば誰だれにも迷めい惑わくがかからないですの。お掃そう除じするおつう先せん輩ぱいに無茶苦茶迷惑かかるかもしれませんけど……まあ、今みたいに切ない思いはしなくて良くなりますの」

「そりゃあ、ありがたいな」

「ありがたいっスね」

　おおかみさんと亮士くんは心から同意。

「他ほかのメリットとしては、浦うら島しまさんを仲間に引き込めばなし崩くずし的にお金持ち乙おと姫ひめさんもついてくるんですのよ。浦島さんが頼たのめば私たちはなんの借りも作ることなく力を借りることができるんですの。ただ、見返りとして浦島さんはいろいろ吸い取られるでしょうけど……まあそれはどうでも良いですの」

「なるほど、便利だな」

　おおかみさんは感心。亮士くんは浦島さんの未来に哀あい悼とうの意を表して黙もく禱とうした。




　十分後、非常につやつやした顔の乙姫さんが出てきて言った。

「おまたせしました」

　乙姫さんに促うながされ疲つかれた顔をしたおおかみさんたちがプレハブ小屋に入ると……半はん裸らの浦島さんが両手で顔を押さえてしくしく泣いていた。

　どう見ても無理矢理手込めにされた町まち娘むすめ。

「「「………………」」」

　おおかみさんたち三人が無言でそれを見ていることに気がついた乙姫さんは申し訳なさそうに、かつ何故なぜかうれしそうにペロリと舌で唇くちびるをしめらせた。

「…………すいません、少々搾しぼり足らなかったようです」

　再び追い出されるおおかみさんたち。




　省しよう略りやく




　そして五分程ほどして再び扉とびらが開いた。いい顔をした乙おと姫ひめさんが淑しゆく女じよの顔で言う。

「おまたせしました。今度は大だい丈じよう夫ぶです」

　疲つかれ切った顔のおおかみさんたちが中に入ると、紳しん士しモードの浦うら島しまさんがいた。

「はっはっはっはっ、いやいや、ご迷めい惑わくをおかけしました。レディりんご」

　ただ、キラーンとさわやかな笑え顔がおを浮かべてはいるが、どことなく色素が薄うすい気がする。

　そんな浦島さんにりんごさんが聞いた。

「……なんかどんどん早くなってないですの？」

「ふふっそれはですね、乙姫の学習速度応用力その他諸々の技術習しゆう熟じゆく度が私の防ぼう御ぎよ力耐たい久きゆう力よりも勝まさっているからですよ、レディ」

「……その口調、相変わらずキモイですの」

「はっはっはっそれは手厳しい」

　とてもキモイ紳士モードの浦島さん、しかし紳士なので話がさくさく進む。

「…………では、先ほどの質問の続きをどうぞですの」

「質問……ああ、何ができるかですね？　私は一応身体からだを鍛きたえているので、身体を使う肉体労働関係ならば力になれると思います」

「……鍛えた理由は馬ば鹿からしくて仕方がねーが。実際鍛えられてるし盾たてぐらいにはなるか？　馬鹿だが、まぁましな馬鹿だしな」

「他ほかには、乙姫打だ倒とうのために得た技術はいろいろ応用が利きくものだと自負しております。人体の構造から学んだので、マッサージやツボ押しなどもできますよ？」

「まあ、それは便利そうですの」

　とても人様には言えない理由で会え得とくした浦島さんの特技が今判明。

「でも、紳士モードじゃないと危なくて頼たのめそうにないですの。……ということで、皆みなさんよろしいですの？」

「しゃーねーな、今日みたいなのが続かれても困るしな」

「異議なしっス」

　満場一いつ致ちで可決。

「じゃあこのまま他の皆さんに挨あい拶さつに行くことにしますの。乙姫さんもついでについてきてくださいの。あと、これから見るものは他言無用ですのよ？」

「わかりました」

　りんごさんの言葉に頷うなずく乙姫さん。

　そこで浦島さんは何かに気がついた。

「……レディりんご。地下の秘密を乙姫に教えてしまうと私の逃げ場がなくなるような気がするのですが？」

　それを聞いたりんごさんは、ちいぃ気づかれましたの……なんて内心で思いつつも、

「気のせいですの」

　力ずくでごまかした。

「…………」

　はっきりと言い切られ何も言えなくなる浦うら島しまさんと、そんな浦島さんを置き去りにして地下に降りるおおかみさんご一行。

　そして地下本店奥の広間に行くと……

「やあ、待ってたよ？」

　そこにはアイマスクつけさせられてる頭とう取どりさんの姿があった。

「音声だけで、視覚を制限されるのはとても酷ひどいと思わないかな？　ねえ、アリス君？」

「…………なるほど、上の濡ぬれ場をうれしそうに見ようとしてた頭取さんの目をアリス先せん輩ぱいがふさいだわけですのね？」

「すばらしい、状じよう況きよう認にん識しき力だね？　全くその通りだよ？」

　その頭取さんの隣となりにはクールな無表情ながらも頰ほほを染め上気したアリスさんの姿が。その見慣れないアリスさんの様子におおかみさんが視線を向けていると……

「ん？　ああ、アリス君ね？　僕の目をこのアイマスクで、僕の耳をアリス君の手がふさいでたわけなんだけどね？　そうすると、アリス君は目をつむったとしても、嫌いやでも音声は聞こえてしまうわけだ？　というわけで、こんな感じになってるわけだよ？」

「仕方がないじゃないですか！」

　真っ赤で怒ど鳴なるアリスさん。

「いやね、これ言うか言うまいか迷まよってたんだけどね？」

　なによ……と頭取さんを見るアリスさん。

「スピーカーと液えき晶しよう画面のスイッチさえ切ればなんの問題もないよね？」

「なっ、それを先に言ってください！」

「いやーあたふたしているアリス君がかわいくて楽しくてね？　相変わらずアリス君は突とつ発ぱつ的な出来事に弱いね？」

　うぐぐぐぐぐ

　羞しゆう恥ちと怒いかりでアリスさんの顔の真っ赤さ加減がすごいことに。無表情で怒おこられるととても怖こわい。流石さすがにからかいすぎたと思ったのか頭取さんは話を変える。

「それで、浦島君が仲間になるので間ま違ちがいないよね？」

「はい、新人さんですの」

　そんな小物感溢あふれる頭取さんは、アリスさんを視界に入れないようにして浦島さんに声をかける。

「浦うら島しま君、まあ、これからよろしくおねがいするよ？」

　答える紳しん士しモードの浦島さん。

「こちらこそよろしくお願いします」

　遅おくればせながら挨あい拶さつをするヘタレ亮りよう士しくん。

「あっよろしくお願いするっス」

　数少ない男の行員三人が顔をつきあわせ挨拶をしている。

　それを見たおおかみさんがりんごさんにぼそっと言った。

「…………小物にスケベにヘタレか。うちの男はろくなのがいねぇな」

「…………………………まったくですの」

　りんごさん的に超ちよう同意だった。




　というわけで、なし崩くずし的に仲間になった浦島さんは、

「ああ、りんごさん涼りよう子こさん可か憐れんなあなたたちに会うことができただけでこの不ふ肖しよう浦島天にも昇のぼる気持ちです」

「はいはいですの」

「なんだこいつ」

　相変わらずの女好きで、

「アリスさんおつうさん今日もお美しい、あなた方と共に働けることを神に感謝したい」

「そうですか」

「あらあら、お上手ですね」

　ナンパ師で、

「ああ、魔ま女じよさんそのミステリアスな雰ふん囲い気きが素す敵てきです。どうです、今度夜景が素敵なレストランでお食事でも」

「こいつ何ヨー」

　見境がなく、

「……って、あれあれ？　なんでこんな所に乙おと姫ひめが？」

　馬ば鹿かだった。

「太た郎ろう様、もちろん愛故ゆえにでございます」

「乙姫さん、ちょっまっいやー!!　たーすーけーてー!!　　おーかーさーれーるー…………」

　キィ……バタン

　というわけで、新たに仲間になった浦島さんは今日も乙姫さんにいろいろ搾しぼられてるとさ。


めでたしめでたし？









　で、その頃ころの宇う佐さ見みさん。

「キィ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!　もう、絶対許しませんわ！　今に見てなさい!!」

　大おお荒あれでした。

　ぴょんぴょんと跳はねまくって周囲に当たり散らす宇佐見さん。

　ランクインどころか一票も入ってなかったことをりんごさんに教えられたため、もう大荒れなのです。りんごさんのささやかというか意地の悪い復ふく讐しゆうなのだがもう効果は抜ばつ群ぐん。

「おーおー美み々みが荒れてるなー」

「まー気持ちはわかるが」

　数少ない宇佐見さんの女友達が大荒れの宇佐見さんを見て言う。

　ちなみに、いまさらというか、とてもどうでも良いことだが宇佐見さんは陸上部に所属している。

「ふーふー」

　散々跳ね回ってようやく落ち着いてきた宇佐見さんは、窓から見える空に乙おと姫ひめさんとりんごさんの姿を浮かべて叫さけんだ。

「こっ……このままじゃ絶対すましませんわよ[image: ～][image: ～]!!」


めでたくなしめでたくなし









　　　おおかみさん金きん太た郎ろう少年になつかれる







「おう涼りよう子こ、一つ頼たのみがあるんだが」

　夕方おおかみさんがジムでぼかすかサンドバッグを殴なぐっていると、このジムの主に話しかけられた。

「なんです？　熊くまさ」

「おやっさんと呼べーっ!!」

　おやっさんと呼ばないとキレる難なん儀ぎなおっさん、熊くま田ださん。もちろんハゲで眼帯でノンべぇで灰になっちゃった人のトレーナーだったアニメのあの人に影えい響きようを受けているのは言うまでもない。

　そんなお約束きわまりないベタすぎるおっさんにおおかみさんはもう一度答える。

「……なんです？　おやっさん」

「おうよ！」

　あっという間に機き嫌げんが良くなるおっさん。

　あいかわらず扱あつかいやすいんだか扱いづらいんだかわかんない人だな。

　そんなことを考えているおおかみさんに、ハゲ眼帯のおっさんは困った顔で言う。もちろんこの眼帯は偽にせで、はめてても透すけてるので問題ないらしい。

「ああ、わしの甥おいっ子がだなぁ」

　そこで困った顔をする熊くまさん。

「わしが小さな頃ころからたまに面めん倒どう見てやってたんだがよ。なんか手のつけられないガキ大将になっちまってな」

「ガキ大将？」

「いやー、小さい頃からかわいがりすぎた」

　面目なさそうに頭をかく熊さん。

　はじめての甥っ子だったもんでよーなんて言っている。

　その様子を見てくーまにまたがりお馬の稽けい古こって姿がおおかみさんの脳裏に浮かぶ。

「それだけじゃなく、がたいも良いしこりゃあ逸いつ材ざいかといろいろ仕込んでたらもう同学年じゃあ敵なしになっちまってな。子分連れていい気になってんだよ」

「へー、そりゃまた難なん儀ぎですね。いつか痛い目を見る様が目に浮かぶようだ」

　おおかみさんがうんうんと頷うなずく。昔の自分でも思い出しているのかもしれない。

「そうなんだよ。お山の大将気取ってるだけなのに、それに気づかねぇ。自分が強いと過信してるからわしの言うことなんか聞きやしねーしな。ジムに顔を出せっつってんだが出てこねえし」

「で、なんでそれをオレに？」

　何となく嫌いやな予感を覚えつつ聞いてみるおおかみさん。

「ああ、どうにかここに連れてくるから、へこましてやってくれねえかなと思ってな？」

　…………なるほど、女にボコボコにされれば流石さすがにおとなしくなるということか。

　でも、とてもめんどくさいなあと、おおかみさんはしばし考え込んで……

「すまんがお願いできねぇか？」

　頭を下げる熊さんに折れた。

「…………はぁ、わかりました。おやっさんには世話になってるし」

「そうか!?」

　喜色満面の熊さん。

「じゃあ早さつ速そく呼び出すから、ちょっと待っててくれ」

「わかりました」

　おおかみさんはやっかいごと引き受けちゃったかなーなんて思いつつ電話をかけに向かった熊さんの背中を見ていた。




「紹しよう介かいするぜ、わしの甥おいっ子だ。名前は金きん太た郎ろう、小六だ……おい金太郎」

　無茶苦茶不ふ機き嫌げんそうな顔で現れた金太郎少年。その金太郎少年は小学生だというのにでかかった。もう身長は一七〇近くあり、おおかみさんと同じか少し高いくらいで、目線はほとんど変わらない。

　背が高くてもしっかりした身体からだをしていてひょろ長いもやしっ子というわけじゃない。

　意志の強そうな眉まゆに丸い顔、がっちりとした体格。決していい男ではないが、何故なぜか人好きのする、憎にくめなくて引きつけるものがある、そんな少年だった。

　しかし、おおかみさんは、おかっぱはやめろおかっぱはと心の底から思った。もうなんというか、おかっぱしか目に入らない。

　そのおかっぱな金太郎少年はリング上のおおかみさんを見て、ふてぶてしい表情をさらに嫌いやそうに歪ゆがめて言う。

「げっ、女かよ」

「そうだ、女だよ」

　そんな金太郎少年をおおかみさんはにやにや笑いながら見ている。とても意地が悪そうだ。おおかみさんは悪役なんてお手の物なのだ。

　いろんな所で恐おそれられてたりする、おおかみさんの名前は伊達だてじゃない。白はく馬ばの王おう子じ様をやっつけたという噂うわさが広がってさらに知名度がアップしたし。

「おいおい叔父おじ貴き！　やだぜ？　俺、女なんかとやるの」

　金太郎少年はそんなおおかみさんを無視して熊くまさんに詰つめ寄る。

「涼りよう子こは強い、気にすんな。あいつに勝ったら、もうおまえが何しようがわしは口をださねぇよ。だからさっさとリングに上がれ」

　そう言う熊さんに、渋しぶ々しぶ準備を始める金太郎少年。

「ちっわかったよ」

　あーわかいなーなんて、おおかみさんはなま温かい目でそれを見ている。

「というわけで、いっちょもんでやってくれ。とことんまでやってくれてかまわねえから」

「りょーかい」

　おおかみさんはコーナーに寄っかかりやるきなさそーに答えた。




　準備が終わりリングに上がった金太郎少年が、おおかみさんにヘッドギアを投げて渡わたす。

「おい、ねーちゃん。ヘッドギアつけろよ、怪け我がするぞ？」

　しかしおおかみさんは金太郎少年を見下すようにして笑う。

「はっヘッドギアなんかいらねーよ、おまえのパンチがオレに当たるとでも思ってんのか？　それより少年、おまえがつけろよ、怪我するぞ？」

　そしておおかみさんは受け取ったヘッドギアを投げ返す。

　人一倍自尊心に溢あふれている自信過か剰じよう気味の金きん太た郎ろう少年は、すぐに切れた。

「なんだと！　ねーちゃん、泣いたってしらねーからな！」

「おう、来い来い少年」

　カモーンなんて感じでグローブをくいっくいっと動かすおおかみさん。その悪役的動作がものすごく似合ってます。

　おかげで金太郎少年はもう怒いかりで真っ赤だ。

「じゃあ、始めだ」

　カーンと熊さんがゴングを鳴らした。

　猪ちよ突とつ猛もう進しん、全身で突つっ込んでくる金太郎少年をひらひらかわしながらおおかみさんは、闘とう牛ぎゆう士しの気分を味わっていた。

　おおかみさんは始まってから攻こう撃げきもせずに避さけ続け、金太郎少年の顔は怒りで赤以外の色がなくなってしまっている。

　ぷしゅーと湯気とか噴ふき出しそうだ。

「ちくしょう避けるな！　卑ひ怯きようだぞ!!」

「おいおい、卑怯ってマジかよ」

　あまりにも自分勝手な言いぐさにあきれるおおかみさん。

「なんで、わざわざ当たってやらなきゃなんねーんだ、少年？」

　金太郎少年は、頭に血が上のぼって動きが一直線だわ、パンチは大おお振ぶりだわ、簡単なフェイントに馬ば鹿かみたいに引っかかるわでおおかみさん的には避けやすくて仕方がない。

「くっうるせえ、避けるしかできねえくせにごちゃごちゃ言うな！」

「当てられない方が悪いんじゃねえか、少年？」

　そんな風に思いっきりおちょくっているおおかみさんに、そろそろまじめにやれよと熊くまさんが声をかける。

「おい、涼りよう子こ」

「はいはい、わかってますよ」

　おおかみさんはノーガードでひょいひょい避けていたが、ガードを上げて金太郎少年に言った。

「よし、望み通り攻撃してやるぞ少年」

「くっ馬鹿にするなよ!!」

　金太郎少年はおおかみさんに殴なぐりかかり、そして……カウンター一発であっけなくマットに沈しずんだ。




　金太郎少年は気がつけば天てん井じようを眺ながめていた。

　なんだ？　何が起こった？

　訳がわからない。

「はい、わーんつーすりーふぉー」

　ぐわんぐわんしている頭にやる気なさそうなテンカウントが響ひびいてくる。

　なんだ？　これ言ってるのさっきのねーちゃんか？

　ということはやられたのか？　俺が女に!?

　がばっと金きん太た郎ろう少年は身体からだを起こした。

　ちくしょう！　俺が女にやられたのか！

　まぐれに決まってる！

　そうだよ、油断しただけだ！

「えーいとなーいん」

「カウントやめろ！　俺は大だい丈じよう夫ぶだ！」

　金太郎少年はふらふらしながら立ち上がった。決まっていたおかっぱ頭が汗あせで張り付くわ乱れてるわですごいことになっている。

「おー、おはよう少年。よく眠ねむれたか？」

　よろよろしている金太郎少年に、にやにや笑いかけるおおかみさん。金太郎少年は一いつ瞬しゆんで沸ふつ点てん突とつ破ぱ。

　やかんならピーなんて音が鳴り響いているだろう。

「くっ、今のは油断してただけだ！　今度はそうはいかねえぞ！」

「少年、負け惜おしみって言葉知ってるか？」

「うるせえよっ！」

　金太郎少年はまたまたおおかみさんに殴なぐりかかった。




　そして三十分後、金太郎少年はボコボコに顔を腫はらしてマットに倒たおれていた。結局あれからもおおかみさんにいいように遊ばれ、手も足も出なかった。

「どーだ少年。女なんかにボコボコにされた気分は？」

　勝者の特権と、うつぶせに倒れた金太郎少年の上に座っているおおかみさん。

　いやそれは流石さすがにヒロインとしてどうだろう。

「うぐっ」

　声を殺して泣いている金太郎少年。今まで自分が築いてきたものが粉々にされたのだろう。男の子としてのプライドはもうずたずただ。

「おまえはむちゃくちゃ狭せまい世界で粋いきがってたわけだな。かっこ悪いと思わないか？　なぁ少年？」

「ううう」

　追い討うちを加えるおおかみさん。心の傷きず跡あとに塩をすりすりとすり込む。

[image: ]

「自分より弱い人間だけ集めてお山の大将気取ってたわけだ。いやー情けないなぁ。そう思わないか少年？」

「うっうっ」

　さらに追い討ちを加えるおおかみさん。塩に辛から子しとか唐とう辛がら子しとかまでブレンドし始めた。それを丁てい寧ねいに、丹たん念ねんに傷跡にすり込んでいく。流石さすがおおかみさんです、しかしヒロインとしては……以下略。

「ねーちゃん。ヘッドギアつけろよ、怪け我がするぞ？　だっけか、少年」

「うっ」

「泣いたってしらねーからなとかも言ってなかったか、なあ少年？」

「…………」

　むちゃくちゃうれしそーに揚げ足をとるおおかみさん。とうとう金きん太た郎ろう少年は声も出なくなった。

「どう考えても完かん膚ぷ無なきまでに女のオレの勝ちだな。なあ少年？」

　いい顔で勝利宣言をするおおかみさん。大人げないにも程ほどがある。

「………………よし、どん底まで落ちたな」

　おおかみさんは、満足げに頷うなずく。

　金太郎少年はもうぴくりとも動かない。

　そしてしばらく金きん太た郎ろう少年がすすり泣く声だけが響ひびき、それが収まってきた頃ころにおおかみさんは言った。

「おい少年」

「……なんだよ」

「どれだけ自分がかっこ悪かったかわかったか？」

「…………」

　その沈ちん黙もくを肯こう定ていだと受け取ったおおかみさんはうんうんと頷うなずく。

「わかったみたいだな。まあ、自分のかっこ悪さがわかったなら上出来だ」

　よっこらせと、相変わらずヒロインにあるまじきかけ声で立ち上がるおおかみさん。

「……？」

　おおかみさんは、いきなり何を言い出すんだといった顔の金太郎少年の前まで行って屈かがみ込み……

「かっこ悪いなら、あとはかっこ悪いところを直してかっこよくなるだけだろうが」

　ニカッと笑って言った。

「一番かっこ悪いのはな、自分のかっこ悪いことに気がついてないことなんだよ。裸はだかの王様ってのはかっこ悪いだろ？」

　………………コクン。

　おおかみさんの言いたいことがわかったのか、素す直なおに頷く金太郎少年。顔は真っ赤だが、これは怒いかりではなく、すぐ目の前におおかみさんの顔があるため。

「じゃあまあ、そういうわけで叔父おじさんにあんま心配かけるなよ」

　金太郎少年のおかっぱ頭をくしゃくしゃっとしたあと、おおかみさんはリングを降りた。

　ちょっとの間真っ赤で固まっていた金太郎少年だが、はっと我に返りおおかみさんに話しかけた。

「あっあの」

「なんだ？」

「なっ名前を聞いてもいいですか？」

　足を止め半分振ふり向き、ニッてな感じでかっこよく口の端はしを上げるおおかみさん。

「……大おお神かみ涼りよう子こだ」

　かっこいい、マジかっこよすぎるおおかみさん。

　このかっこよさにもちろん金太郎少年は……

「…………涼子…………姐ねえさん」

　こんな感じです。一いつ丁ちよう上がりです。

　というわけで思いっきり金太郎少年ルートのフラグを立てちゃったおおかみさん。

　そしてこのフラグが自分を恐きよう怖ふのズンドコに突つき落としてしまうのをおおかみさんは知らないのでした。

　南な無む南無。




　私立御お伽とぎ学園は幼等部、小等部、中等部、高等部、大学すべてそろった巨大学園だ。だが、それらの敷しき地ちはそれぞれ独立している。と、いってもそれぞれが御お伽とぎ花ばな市し北の学園地区に、幼等部から大学まで順に隣となり合うようにして建っているので行き来には苦労しない。

　そして舞ぶ台たいは高等部、時間は朝、場所は校門前、そこでおおかみさんがいつも通りりんごさんとたらたら歩いて出勤していたら……

「涼りよう子こ姐ねえさんおはようございます！」

「「「「「おはようございます!!」」」」」

　校門前でぴしっと整列して立っていた少年たちの集団がおおかみさんにおはようの挨あい拶さつをした。

「ふわぁ……」とあくびしかけた状態で固まるおおかみさん。

　今なんか、未いまだかつてない言葉で呼ばれた気がするんだが気のせいだろうか、幻げん聴ちようか、それともまだ寝ねぼけているんだろうか、そういや昨日りんごと一いつ緒しよにちょっと夜よ更ふかししてしまったかもしれないなーなんて目の前の現実を受け入れようとしないおおかみさん。

　でもこれは現実なんですよ。というわけで現実が容よう赦しやなくおおかみさんに襲おそいかかる。

「ささ、荷物をお持ちします」

　おおかみさんの荷物を持とうとしたのは、昨日おおかみさんに完かん膚ぷ無なきまでにやられちゃったおかっぱな金きん太た郎ろう少年。顔に絆ばん創そう膏こうがたくさん張ってあるので、妙みように迫はく力りよくがある。がたいが良いので小学生には見えない。でもおかっぱ。

「おっおい」

　事態が読み込めないというか読み込みたくないおおかみさん。

「サブ！　涼子姐さんのご友人の荷物もお持ちしろ！」

「へいっ！」

　金太郎少年の声にサブと呼ばれた少年がささささっとりんごさんに近寄り……

「お持ちしやす」

　りんごさんの荷物を持った。

「あっありがとうですの」

　その様子に流石さすがのりんごさんも面食らう。

　少年たちの様子はまるで任にん俠きようの集団だ。チビデブヤセノッポと一通り揃そろったでこぼこ集団。この場にいるにはおかしな集団なのだが、ボスの金太郎少年を除けばみんなあどけなさの残る小学生なので、違い和わ感を通り越してなんだかほほえましくすらなってくる。あくまでも、部外者にはとつくが。

　当事者のおおかみさんはそれどころではない。

　なんでこんなことに……と、何が何だかわからないおおかみさんは金きん太た郎ろう少年に聞く。

「おい、これはいったい何なんだ？　なんの真似まねだ!?」

　その問いに、金太郎少年は悪びれもせずキラキラした瞳ひとみで言う。

「へい！　昨日の涼りよう子こ姐ねえさんの俠きよう気きに惚ほれやした！　なので一家を引き連れてはせ参じた次し第だい！　なあおまえら!!」

「「「「「へい!!」」」」」

　金太郎少年の子分たちが答える。

　子分の教育が行き届いてたりする少年任にん俠きよう団。つぶらな瞳がキラキラとおおかみさんに突つき刺ささる。なんか金太郎少年からすごいことを吹ふき込まれているのかもしれない。

「マジかよおい」

　交かわされる意味不明な会話に取り残されたりんごさんは、朝からテンションブッチギリで何なん人ぴとたりとも俺の前は走らせねーって感じな金太郎少年に話しかける。

「……なんか全然話がわかんないですの。昨日いったい何があったのか説明してもらえますの？」

「へい！」

　おおかみさんの友人らしいりんごさんはＶＩＰ待たい遇ぐうなのか、とても丁てい重ちような扱あつかいで口調も敬語だ。

　何ともおもしろい子ですの、なんて考えてたりんごさんですが、その余よ裕ゆうも次の金太郎少年の発言まででした。

「昨日あっしは涼子姐さんに男にしてもらいやした！　なので、この方について行こうと誓ちかったんです!!」

　そんなことを朝の登校ラッシュのど真ん中で金太郎少年は言っちゃったのです。しかも無む駄だに声が大きい。

　ズドドーン!!

　生徒たちに衝しよう撃げきが走り抜ぬけた。

「なっおっまっ」

　あまりの展開に、おおかみさんは言葉も出ない。ぱくぱくとまるで酸欠の鯉こいのよう。

　そんなメインヒロインの窮きゆう状じようを余所よそに事態は進む。

『男にしてもらった』なんて聞きようによっては無茶苦茶危ないその台詞せりふ。青春まっただ中な高校生の皆みなさんは、男にしたの意味を、もちろんデンジャーな方だと捉とらえる。

「男にしたっておい」

「まさかアレか？」

「うっそー」

「信じらんなーい」

「えっでもあの子身体からだ大きいけど小学生じゃない？」

「ショタ？」

「えー犯はん罪ざいじゃないの？」

　固まって動けないおおかみさんを見ながらガヤガヤと交かわされる会話。

　いつもマイペースなりんごさんまでもあまりの衝しよう撃げきの告白に、

「りょっりょーこちゃん……あなた」

　ガーンと楳うめ図ず顔で固まっている。

「ちょっ！　てめえ！　紛まぎらわしい言い方すんな！」

　どうにか我に返ったおおかみさんは金きん太た郎ろう少年の襟えりをつかんでがくがく揺ゆさぶる。

「しかし、男にしてもらったのは事実です！　もう心が洗われるようでした！　新しい世界が開けたような気がします！　そして、その感動を教えてやってもらおうとこいつらを連れてきた次第です！」

「「「「「よろしくおねがいしまっす！」」」」」

　キラキラ純真アイでそんなことまでのたまっちゃった金太郎少年＆子分の皆みなさん。

「あっ新しい世界が……開けた？　教えてやってもらおう？　…………ふっ」

　あまりにも予想外かつ衝撃的な内容に、許容範はん囲いを超こえてしまったのか、りんごさんの脳はフリーズしてしまった。

「ああああああ、りんご気を失うな！　というか、お願いだからこの状じよう況きようでオレを一人にしないでくれ！」

　本ほん邦ぽう初公開、半泣きで誰だれかに頼たよるおおかみさん。

「新しい世界が開けたっていったい何やったんだよ」

「どんなテクなんだ？　気になって仕方がねー」

「教えてあげたんだってよ」

「オレも教わりてー」

「うわーすごいテクニシャンなんだー」

「……ぽっ」

　周囲は驚おどろく者、興味を表す者、誤解する者、頰ほほを染める者などなどですごいことに。

　何このカオス空間。

「うあーぐああああーなんじゃこりゃーっ!!」

　おおかみさんは頭を抱かかえ叫さけぶ。

「姐ねえさん、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「「「「「大丈夫ですか!?」」」」」

　なんか心配しているらしい少年任にん俠きようたち。しかしそれがおおかみさんを追いつめるのです。

　うふははは、これはなんだ？　夢か？　夢なのか？　それとも現実なのか？

　おおかみさんは錯さく乱らん真っ最中。

　そうだよ、今オレはまだベッドですやすや寝ねてるに違ちがいない。ほらだって、今りんご寝てるじゃねーか。

　いや、りんごさんは気を失っているだけですから。

「「「「「姐ねえさん？」」」」」

　金きん太た郎ろう少年以外の少年が、かわいらしい顔でおおかみさんの身を案じている。

　それを見ながらおおかみさんは心の中で絶ぜつ叫きようする。

　だからおまえらが元げん凶きようなんだよ!!

　おおかみさんは今までにこんなに頭使ったことねーぞってな感じで脳をフル回転させてこの窮きゆう地ちをどうにかする方法を考える。

　今この瞬しゆん間かんにも人ひと垣がきが増えているのだ。これ以上増えたら取り返しのつかないことになりそうな気がしないでもない。…………既すでに取り返しがつかないことになっているのだが、おおかみさんが哀あわれなのでそれはここだけの話ということで。

　ぴっぴっぴっぴーん!!

　おおかみさんが答えにたどり着きました。

　……そうか！　こいつらが元凶なんだからこいつらがいなくなれば!!

　おおかみさんがたどり着いたのはただの対たい症しよう療りよう法ほう。その場しのぎでしかない。

　しかしおおかみさんにはそれに縋すがるほかない。おおかみさんは金太郎少年の両肩かたをがしっとつかんで言う。

「あーおまえらとりあえず消えろ、学校行け！　話は今度聞いてやるから!!　なっ!!　もうお願いだ!!」

　あのおおかみさんがお願い！　明日は槍やりでも降りそうだが、それほどまでにおおかみさんは追いつめられているのだろう。

「しかし……いえ、わかりやした！　姐さんがそうおっしゃるなら！　よし！　てめえら、行くぞ！」

「「「「「へい！」」」」」

　その超ちようレアなおおかみさんのお願いに、金太郎少年率ひきいる少年任にん俠きよう団はしぶしぶながら承しよう諾だくする。おおかみさんはほっと、胸をなで下ろしかけ……

「それでは放課後またうかがわせていただきやす」

「なっなにぃ!!」

　新たな展開に目を見開く。

「ご迷めい惑わくでしょうか」

　子犬のようにク～ンてな感じで、断ったら無茶苦茶罪ざい悪あく感がわきそうな顔でそんなことを言う金きん太た郎ろう少年。子分の皆みなさんもそれに続く。金太郎少年はともかくその他少年のその顔は反則だ。

「いや……な」

　うるうる

「その……な」

　ク～ン

「だから……」

　おかっぱ。……いや、おかっぱは関係ない。

　しかしこれでも面めん倒どう見が良くて実は子供好き、なおかつかわいい物好きなおおかみさんは、あんな顔をされるととても弱い。

　というわけで……

「……まあ、少しなら」

　おおかみさん敗北す。

「ほんとですか！」

　キラキラと目をかがやかせて喜ぶ少年たちと自分の意志の弱さに空を仰あおぐおおかみさん。

「あー……わかった、わかったよ！　……あっ！　でも今度は一人で来い！　いいか一人だぞ！」

　また集団でゾロゾロと来られてはたまらないとおおかみさん。

「わかりやした！」

　その言葉におおかみさんは今度こそ本気で胸をなで下ろす。

「複数には教えられないですよね！　あれは！　しかし個人授業を受けることができるなんて感激です!!」

「こっ個人授業!?」

　最後の最後に、またも意味深すぎる言葉を残して去っていく少年任にん俠きようたち。

　はっきり言って個人授業なんて魅み惑わく的すぎる言葉に反応しない高校生なんていないですよ？

「個人授業かよ」

「個人授業だって」

「個人授業なのか」

「個人授業ですか」

「個人授業？」

「個人授業」

　そして残されたのは思春期溢あふるる皆みなさんと、ショタテクニシャン疑ぎ惑わくの渦か中ちゆうに叩たたき込まれちゃったおおかみさん。

　ということは……

　視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線

　金きん太た郎ろう少年たちが消えたせいで、分散していた視線がすべておおかみさんに集まる。

　おおかみさんの苦難はまだまだ終わりそうにない。




「涼りよう子こさん！　涼子さん！　ショタコンってほんとっスか！　おれじゃダメなんぐはっ」

　登校そうそうおおかみさんに詰つめ寄りぶっ飛ばされたのはもちろん亮りよう士しくん。

「だっまっれっ!!」

　おおかみさんの機き嫌げんは最悪だ。超ちよう最悪。悪事千里を走るじゃないが、おおかみさんの噂うわさは一いつ瞬しゆんで全校を駆かけめぐったのだ。

　曰いわく、ショタの女王。

　曰く、性的錯さく誤ご者。

　曰く、超絶テクニシャン。

　曰く、個人授業でいろいろ教えてあげちゃったりするらしい。

　曰く、小学生を集団で美味おいしく食べちゃった。

　曰く、少年を日替がわりでいただいちゃってる。

　曰く、家で美少年メイドに奉ほう仕しさせちゃってる。

　などなど。

　というか、美少年メイドっておかしくないか？　いやそれはそれでありなのか？

　まあ、それはさておき、そんなわけで、今もおおかみさんには視線がまとわりついている。

　ギンッ!!

　おおかみさんが人でも殺せそうな視線を向けると、ババっとクラスメイトたちは前を向く。

　ああ、こんなことやってるから怖こわがられちゃうのに。

　その隙すきに亮士くんが復活する。

「涼子さん涼子さん、いったい何があったんスか!!」

「あーうるせー」

　何故なぜか既すでに朝一の時点で疲ひ労ろう困こん憊ぱいって感じのおおかみさん。

「私も詳くわしく知りたいですの」

　亮士くんはどうでも良いが、りんごさんに言われるとおおかみさんは弱い。しかも、りんごさんにまで誤解されてたらおおかみさんの仲間はいなくなってしまう。

　おおかみさんは生気の薄うすい顔でボソボソと昨日の出来事を説明し始めた。




　説明中～説明中～説明中～説明中～




「……で、朝学校来たら何故かあんなんなってた」

「なるほどですの、あまりの涼りよう子こちゃんのかっこよさに、なつかれちゃったわけですのね？」

「よっ良かったっスー」

　納なつ得とくのりんごさんと心から安あん堵どしてる亮りよう士しくん。

「それでどうしますの？」

「………………………………どうしよっか」

　そんなことをぽつりと言っちゃうおおかみさん。

　おおかみさんが！　あのおおかみさんが弱気だ！　あの強固な噓うそで築き上げられた強気の毛皮が剝はがれかけて弱気が出てきちゃってる。まさかこんなことで！　というか、あの白はく馬ばさんの一件以来ですよ!?

「まっまあ、どうにかなりますのよ！」

「そーっスよ！」

　これはやばいと、とりあえずぺたぺたとそんなおおかみさんの補修作業を始める二人。

「そうか、そうだよな！　はっはっはっ……」

　しかし、どうも応急処置でしかないみたいだった。

　おおかみさんはズルズルと椅い子すからずり落ちて大きくため息をついた。

「…………はぁ」




　放課後、人目を避さけるようにして御お伽とぎ銀行地下本店へ入ったおおかみさんだが……

「やあ、大おお神かみ君？　君、若いツバメを集団で飼かってるんだって？」

　頭とう取どりさんに開口一番こんなことを言われた。

　ギンッ!!

「あははっ？　謝るからその目はやめて？　ね？」

　おおかみさんは無言でソファにどっかり座り疲つかれた表情で天を仰あおぐ。

「…………つかれた」

　そんなおおかみさんを見ながら頭取さんが話を聞く。

「じゃあまあ、どういうことなのか話を聞こうかな？」

　おおかみさんはダウンなので代わりにりんごさんが説明を始める。

「あのですの。かくかくしかじか～……という感じですの」

「……んーなるほどね？」

　うんうんと頭取さん。

「それはまた楽しいことに……」

　ギンッ

「じゃなくて大変なことに、なっちゃってるね？　まあ、ご愁しゆう傷しよう様がんばって生きてちょうだ……」

　と、やる気なさそうに言う頭とう取どりさんに、アリスさんが相変わらずのクールさで言った。

「……頭取、何を他人事のように言っているのです？」

「えーめんど……」

「……頭取？」

　さらに、クールさを増したアリスさんに頭取さんはすばらしい変わり身の早さで言った。

「そーね？　流石さすがにこのままだと大おお神かみ君が使い物にならないし、どうにかしないといけないね？　何より大神君は大切な仲間だしね？」

　流されまくりの頭取さん、ものすごい小物臭しゆうが漂ただよっている。その良い台詞せりふもとってつけた感が溢あふれすぎてて何も心を揺ゆらすことはない。

「そうなんスよ!!　どうにかしないといけないんっスよ!!」

　そんな頭取さんに、こんな背中の煤すすけたおおかみさんはおれの涼りよう子こさんじゃなーいとヘタレな亮りよう士しくんが泣きつく。

「…………んーどうしたものかな？　真実を流すことで噂うわさを駆く逐ちくするのでも良いけど、元を絶たない限り再燃しちゃうよね？」

　なるほどと、りんごさんがその頭取さんの言葉に続く。

「とりあえずあの金太郎さんをどうにかしないとってことですのね？」

「そういうこ……」

　ぴるるるる

　頭取さんの机の上の電話が鳴る。通知は内線、御お伽とぎ銀行地上支店からだ。

「あ、はいはい？」

『あの、おつうですけど』

「ああ、鶴つるヶが谷や君どうしたの？　何かあった？」

『はい、お客様がいらしてまして』

「えっそうなの？　ちょっと待ってね？　こちらでも確かく認にんするから？」

　そう言ってキーボードでいくつか操作したあと、液えき晶しよう画面に映し出されたのは……

　もちろん男に目覚めちゃった金きん太た郎ろう少年。男に目覚めたっていっても別に変な意味じゃないですよ？

　それはともかく、任にん俠きよう街かい道どうまっしぐらな金太郎少年が御伽学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会、通称御伽銀行地上支店の扉とびらをたのもーってな感じで叩たたいていた。

『それでどうしましょう。噂を聞いていたものですから』

「……ほんと、どうしようか？　ちなみに、彼がここに来れたのはいろんな所で聞き込みしたからだろうね？　どんな聞き方をしたのかわからないけど、またまた噂に尾ひれがついちゃっただろうね？」

「…………最悪だ」

　おおかみさん、さらにブルー。

「あと、あそこに突つっ立たせておくのも問題だと思いますの」

「……あそこ、目立つっスしね」

　以前あそこで視線に晒さらされて暴走しかけた亮りよう士しくんだけあって、その言葉には実感がこもっている。ただ今回の場合はダメージ受けるのはおおかみさん。ステータス異常で毎秒ＳＰ（精神ポイント）が減ってますよ。異常の種類は呪のろいとかですか？

「というわけで入れちゃってちょうだい？　こっちもすぐ行くから？」

『わかりました』

　カチャっと受話器を置き頭取さんは苦笑しながらおおかみさんを見る。

「んー、まあ、どうにか言い含ふくめて、もう来ないように言うしかないね？　……まあ、がんばって？」

「…………」

「それさえしてくれれば、噂うわさの方はこっちでなんとかするから？　まあ、真実を噂として流して、それが行き渡わたった頃ころに何か興味を引くような別の新しい噂を流して、大おお神かみ君の噂を忘れてもらうって感じかな？」

「………………………………わかった」

　おおかみさんはよろよろと立ち上がる。

「どうにかもう来ないように説得するよ」

　しかし、その背に覇は気きはなくヒロインにあるまじき哀あい愁しゆうが漂ただよっていた。




　御お伽とぎ銀行地上支店。そこで、半分魂たましい抜ぬけかけのおおかみさんの代わりに、りんごさんが金きん太た郎ろう少年の相手をしていた。

「…………で、どうして今日の朝は校門前にいたんですの？」

「昨日、涼りよう子こ姐ねえさんにはとても大切なことを教わりました。おかげで俺は間ま違ちがいに気づき生まれ変わることができました。俺は、これからも姐さんの側そばで学んでいきたい！　そして、その代わりといってはなんですが、姐さんを護まもらせてください！　そのためには命を張る覚かく悟ごです！　どうでしょう姐さん!!」

　燃える男の瞳ひとみになっている金太郎少年。

　話を振ふられたおおかみさんは仕方なく会話に加わろうとするが、いったいどうしたものかと迷う。

　まっすぐなのはわかるんだが、おおかみさん的には……その……困る。だってショタ街道一直線って見られちゃうし。

　それは嫌いやすぎると、おおかみさんはきょろきょろ周囲を窺うかがい、そして逃にげ道を見つけた。

「ああ！　護ってくれる奴やつは間に合ってるんだ、なあ亮士？」

「はっはいっス!!」

　この場をごまかすためとはいえ、頼たよりにされてうれしい亮りよう士しくん。しかし……

「こいつですか？」

　金きん太た郎ろう少年は亮士くんを睨にらむようにして見る。

「…………」

「…………」

　無言で視線を交かわす二人。亮士くんはその視線を受け…………止めることはなかった。

「ひいっ」

　なぜなら彼はヘタレだったのです。

　しかも、そんじょそこらのヘタレではありません。キングオブヘタレです。

　その様子を見たおおかみさん、本気で頭を抱かかえる。本日二度目だ。

「…………おいおい亮士、お願いだから小学生のガンつけにビビるなよ」

「めっ面目ないっスー」

　良いとこ全くナシの亮士くん。それを見て俄が然ぜん勢いづく金太郎少年。

「こんなヘタレよりも役に立って見せます！　やる気では誰だれにも負けません！　ですから！」

　そのまま少年らしい強引さとまっすぐさでおおかみさんに詰つめ寄る……が、おおかみさんたちは苦笑を返すのみ。

「あー少年、やる気でどうにかなるならこの世はもっと生きやすいだろーな」

　こんな目に遭あうこともないだろうしと小さく付け加えるおおかみさん。

「まっすぐなのは好ましいと思うんですのよ。でも相性というものもありますの」

　おおかみさんとりんごさんはやんわりと否定する。

　その言葉に金太郎少年は亮士くんを睨んだ。ビクっとする亮士くん。

「涼りよう子こ姐ねえさん、何故なぜこんなヘタレを側そばに置いていらっしゃるんですかっ!?」

　おおかみさんは苦笑しながらも、はっきりと言った。

「……少なくとも少年よりは役に立つからな」

「なっこいつが!?」

　ビクビクっ

　亮士くんは金太郎少年の視線にさらにビクビクする。

「こいつって、俺一応年上なんスけど……ああ、すいませんっス」

　小学生にため口利きかれて、なおかつ注意もできないヘタレこと亮士くん。

「…………りんごよ、この光景見てるとなんか自分のことじゃないのにすげー悲しくなってこねえか？」

「……なりますの。ほんっとーに情けないにも程ほどがありますのよ」

　そんなおおかみさんたちの会話を尻しり目めに、ビシイっと亮士くんを指さして金太郎少年は言い切った。

「こいつに俺が劣おとるなんて認められません！」

　あまりにもあまりな言葉におおかみさんもあきれ顔になる。

「……こらまた、すごい言われようだなおい」

「だめだめですの」

　ここまで言われちゃ流石さすがに黙だまっていられないと亮りよう士しくんは……

「ううー涼りよう子こさん、何とか言ってやってくださいっス！」

「この期ごに及およんでオレに頼たよるかよ！　…………すげー前言撤てつ回かいしたくなってきた」

　もうほんとーに、どうしようもなかった。そんな亮士くんに、流石のおおかみさんの心も揺ゆらいじゃう。

「ともかく！　俺の方が役に立つと証明してみせます！」

「どうやって……」

　そのおおかみさんの言葉に被かぶるようにして声がかけられた。

「それじゃあこういうのはどうかな？」

「頭とう取どりさん、いつの間にですの」

　声の主はいつの間にか後ろにいた頭取さんだ。そして、相変わらずベストでちょうど良いタイミングで現れ唐とう突とつに話を始める。

「ふっふっふっ話は聞かせてもらったよ？　というわけでね、賭かけないかい？　これから一週間後にまだ金きん太た郎ろう君が森もり野の君より自分が大おお神かみ君に相応ふさわしいと思っていたならば、君は大神君のパートナーだよ？　僕らの仲間に加えよう？　まあ、仕事上のパートナーだけどね？　しかし、もし森野君の方が相応しいと思ったのならばおとなしく身を引くんだよ？　まあ、あきらめるか、自分を鍛きたえ直していつか再チャレンジを狙ねらうかは君次し第だいだけどね？」

　そんな頭取さんの提案に、金太郎少年は即そく答とうする。

「その賭け受けた!!」

　金太郎少年的には、あのヘタレに負けることなんてあり得ないのだから、この賭けは勝ったも同然なのだ。

「って、おいおいなんでオレを抜ぬいて話がすすむんだよ」

「まーまーいいからいいから？」

　不満顔のおおかみさんを頭取さんがなだめる。

「それじゃあ、賭けは明日からね？　あと、これから僕らはやることあるから、申し訳ないけど金太郎君は帰ってもらえるかな？」

「わかりました！」

「あと、来るのは放課後で頼たのむよ？　今日みたいなのはなしね？」

「それもわかりました！　それでは涼りよう子こ姐ねえさん！　失礼します！」

「ああ、じゃーな。……もう来なくていいぞー」

　そうして、金きん太た郎ろう少年は意気揚よう々ようと帰っていった。




「……で、なんでこんな賭かけを言い出しましたの？」

　金太郎少年が見えなくなったのを見計らってりんごさんが聞いた。おおかみさんもそれは気になるところだ。

「そうだな、亮りよう士しの奴やつは普ふ通つうの状態じゃあただのヘタレでしかないんだぞ？」

「めっ面目ないっス」

　ぺこぺこ頭を下げる亮士くん。そこには男らしさ成分、略して漢おとこ分ぶんが１ミクロンも存在していない。

「りょっ涼りよう子こちゃんが森もり野の君を庇かばうなんて…………はっ！　これはまさかっ!!」

「まさかじゃねーよ!!」

　吠ほえるおおかみさん。

「まあそれは置いておいて、本当に大だい丈じよう夫ぶですの？　涼子ちゃんと森野君の相性は抜ばつ群ぐんですのに」

　前衛おおかみさんと後衛亮士くんの相性は良く、チームワークも完かん璧ぺきなのだ。

「んーまあ、大丈夫だと思うよ？　いやー気になる情報が入ってね？」

「気になる情報ですの？」

　興味をそそられたりんごさんが聞く。

「そ、気になる情報？　その中身だけど……白はく馬ば君に見事に使われて使い捨てにされてた彼らいるじゃない？」

「…………ああ、鬼おにヶが島しまの奴らか」

　おおかみさんたちは、白馬の王子様おおかみさん拉ら致ち事件を思い出す。ちなみにここ、第一巻参照のことですよ？　テストには出ませんけど。

「そう、彼らだよ？　彼らはね、白馬君のとばっちりを受けちゃったんだよね？　まあ、わざと飛び火するようにしたんだけど？」

　相変わらず何考えているのかわからないにこにこ顔で物ぶつ騒そうなことを言う頭とう取どりさん。

「で、どういうことかというと、あの白馬君の事件の経けい緯いを事細かに書いた資料ばらまいたじゃない？　おかげで彼らが大おお神かみ君にやられた事実も明るみに出ちゃったわけだね？　女一人を集団で拉致したあげくにその女にボッコボコにされちゃったわけだ？　いやー強さが基準の鬼ヶ島高校だから彼らの居場所なんて全くないだろうね？」

「それでそいつらが仕返しに来ると？」

　ストレス発散の機会がやって来そうなので、少しだけ復活してきたおおかみさんが聞く。

「そうだね、聞いたところによるとそうみたいだよ？　いつかは知らないけど、まあ近いうちだろうね？」

「なるほど、森もり野の君が男を見せるには申し分ありませんの」

　おおかみさんと亮りよう士しくんの絶ぜつ妙みような連れん携けいを見せれば、金きん太た郎ろう少年も引き下がるしかないだろう。

　それならばと亮士くんも燃える。

「がっがんばるっス！」

「でしょでしょ？　まあ、ちょうど良かったからそれを利用しようかなってね？　これで、彼も森野君のことを見直して己おのれの未み熟じゆくさを悟さとり、自分を磨みがく旅に出ちゃうだろうね？　その後のことはまあ、知らないよ？　大おお神かみ君がんばって？」

「……面めん倒どうが先送りになるか。まあ今よりはマシだな、わかった」

　ショタ疑ぎ惑わくが消えるならもうなんだってしそうなおおかみさんなので、考えるまでもないと承しよう諾だくする。

「というわけで、しばらくは単独行動控ひかえてね？　あと、武器も持ち歩いておくようにね？」

「わかった」

「りょーかいですの」

「わかりましたっス」

　そんな頭とう取どりさんの言葉でこの場は解散した。




　賭かけが始まって一週間、おおかみさんショタ疑惑がさらに拡大したり、金太郎少年が相変わらずおかっぱだったり、亮士くんが錯さく乱らんしたり、亮士くんが錯乱したり、亮士くんが錯乱したりしたが、亮士くんが男を見せることはなく時は過ぎ、あっという間に最終日になってしまった。

「今日で最後ですね！　どう考えてもこのヘタレが涼りよう子こ姐ねえさんに相応ふさわしいとは思えません」

「だとよ、亮士」

「うううう、面目ないっス」

　そう、仕返ししたいなんていう逆さか恨うらみきわまりない素す敵てき思考の彼らが未いまだに現れないのだ。

　なのでおおかみさんたちは今、襲おそわれやすいよう街中を徘はい徊かい中。

　早く来てくれと、天にも祈いのる気持ちの亮士くん。

　まさか、鬼おにヶが島しま高校の不良たちも、こんなにも待ち望まれているとは思いもしないだろう。

　そして、そんな亮士くんの願いが通じたのか空が茜あかね色に染まる頃ころにようやく待ち人が現れた。

「おい、待ちやが」

「きっ来たっスー!!」

　亮士くんのそんな叫さけびに台詞せりふを遮さえぎられちゃう不良さん。数は五人ほど。

　亮士くんは喜びのあまり、そのまま不良さんに近づき手を握にぎると上下にブンブン。

「ありがとう！　ほんとありがとう！」

　あまりのうれしさに、対人恐きよう怖ふ症しようすら起きないらしい。不良の皆みなさんもあっけにとられて亮りよう士しくんにされるままにしていたが……流石さすがに途中で覚かく醒せいした。

「なっなにしやがる！」

「ひっ、すいませんっス」

　ヘタレな亮士くんはぴゅ～っとおおかみさんの後ろに逃にげ帰る。

　それを、あきれた顔で見ながらも、おおかみさんはふてぶてしく言う。

「で、これが頭とう取どりの言ってた奴やつか」

「私の涼りよう子こちゃんに仕返ししよーなんてふてえ奴らですの」

「だからおまえのじゃねーって」

　いきなり現れた不良たちにも全く気負った様子のないおおかみさんたち。おおかみさんを護まもるように前に出た金きん太た郎ろう少年は聞いた。

「涼りよう子こ姐ねえさんこいつらは？」

「あー、前にオレ、こいつらに拉ら致ちられてなー」

「なっ拉致!?　シャレになってないですよ？」

　顔色を変える金太郎少年。しかし、おおかみさんはかるーい感じで答える。

「まあ、そのときはどうにかなって、こいつらとこいつら操あやつってた黒幕をオレと亮士の奴でボコボコにしたんだけどな」

「…………あのヘタレが？」

「そうだ。で、黒幕の恥はずかしい写真撮とって、そいつの秘ひ密みつと一いつ緒しよに大々的にばらまいてこの街にいられないようにしてやったんだが」

　そこでおおかみさんは不良に目をやる。

「そのとき、こいつらがオレにボコボコやられたって情報も流れたんだよ。な？」

　不良に同意を求めるおおかみさん。

「そうだよ！　おかげで後こう輩はいにまでなめられる始末だ!!　それに、このままじゃああの人にどんな目に遭あわされるか」

　あの人？　いったい誰だれだ？　鬼おにヶが島しまのトップとかか？　一応あとで、頭取かアリス先せん輩ぱいにでも聞いておくか。

　下したっ端ぱの悲ひ哀あいを感じさせまくる不良の言葉に、そんなことを考えつつもおおかみさんは……

「だろーな。女にやられたとなっちゃあ、メンツを気にする不良さんとしては立場ないだろ。で、おまえらは恥はじの上うわ塗ぬりにやってきたのか？　そりゃあ難なん儀ぎなこったな、マゾなのも良いがたいがいにしとけよ？」

　……そんなことを心底心配そうな顔で言う。おちょくられまくりの不良さんは激げき怒どした。

「くっ!!　ふざけるな！　なめるのもたいがいにしやがれ！　こっちもな、なめられたままじゃあ引き下がれねぇんだよ!!　おいおまえら!!」

　さらに、ぞろぞろと現れる鬼おにヶが島しま高校の制服を着た男たち。またまた、数の暴力でどうにかしようというのだろう。

「ひーふーみーよー、ま～た見たことある顔ばかりたくさんつれてきやがったな。まったくこういう馬ば鹿かはどうしてこうもワンパターンなのかねぇ」

「しょうがないですの。だからこそこんなベタな不良をやってられるんですの。それじゃあ私は逃にげますの」

「おう。一応警けい戒かいしとけよ」

「了りよう解かいですの～」

　しかし、相変わらずおおかみさんたちに緊きん張ちよう感はなかった。




　そんなお気楽な二人と違ちがい、金きん太た郎ろう少年は焦あせっていた。

　くそっ、相手が多い。いくら涼りよう子こ姐ねえさんが強くてもこの数は流石さすがに無理だろう。どうにか俺とあのヘタレで時間を稼かせいで涼子姐さんとりんごさんを逃がさないと……

「おい、にーちゃん……にーちゃん？」

　そんなことを考え、金太郎少年はすぐ後ろにいたはずの亮りよう士しくんに小声で話しかけるが返事はない。振ふり向くとそこに亮士くんはいなかった。

「なっあいつ……逃げやがった！」

　最悪だ！　論外だ！　見下げ果てた奴やつだ！

「涼子姐さん、あいつ逃げやしたよ！　信じられねえ!!」

　吐はき捨てるように文句を言う金太郎少年。

「あー、良いんだよあいつは」

　しかしおおかみさんはそう答えつつ、ねこねこナックルを素す早ばやく装着する。警戒していたので、スタンガンモードだ。ベルトに付けた鞄からコードがのびてねこねこナックルに繫つながっている。

　この装備もおおかみさんの余よ裕ゆうの要因の一つ。これがあれば女故ゆえの腕わん力りよくのなさをカバーしてくれる。ただでさえ痛いオオカミさんのパンチが一いち撃げき必殺電撃パンチになるのだ。

　しかし……

「くっ、涼子姐さんは逃げてください！　俺が時間を……」

　勝手にせっぱ詰つまっていた金太郎少年が暴走してしまう。

「なっ、おい待て!!」

　予想外の行動におおかみさんは叫さけぶが、その制止を聞かずに金太郎少年は突つっ込んでいく。

　勢いよく突っ込んだ金太郎少年は不意をつくことに成功し、一人二人と殴なぐり倒たおす。熊くまさんに鍛きたえられているだけあってそこそこ強い。

　金太郎少年は三人目を殴りつつ、これはいけるんじゃないか？　俺ってかっこいー……といったところで不良たちに囲まれて引きずり倒たおされた。

「放せよ！　放せ」

　金きん太た郎ろう少年は暴れて抜ぬけ出そうとするが、

「うるせーんだよ、ガキが!!」

　ガッドゴッ

　何度も思い切り殴なぐられ蹴けられる。そして動かなくなった金太郎少年をちょうど良いと不良たちは人質にした。

「動くな！　動くとこいつが酷ひどい目に遭あうぜ」

　取り出したナイフで金太郎少年の頰ほほをぺちぺちする。

「すげーな、おい。いい年こいて小学生を思いっきりふくろにしたあげくに盾たてにするのかよ」

　時間稼ぎすらできなかった金太郎少年は、あまりの情けなさに泣きそうな顔で謝る。

「……涼りよう子こ姐ねえさん、すいません」

「あーまーいろいろ言いたいことはあるが、とりあえず気にするな。そこでじっとしてりゃあそこのワンパターン不良から助けてやっから」

　そう、不良たちはワンパターンすぎた。白はく馬ばさん事件のときもりんごさんが人質に取られたし。でもそのときにはりんごさんの毒が炸さく裂れつ。人質にとっていた番長っぽい人は、電でん撃げきビリビリで酷い目に遭わされていた。でもまあ、あれを金太郎少年に要求するのは酷こくだろう。

「へっ、なんとでも言えよ。じゃあまずはその手の物ぶつ騒そうなのをはずしてもらおうか」

　勝ち誇ほこってそう言う不良。アレで殴られるのはもうこりごりらしい。だが……

「やだね」

　おおかみさんは即そく答とうする。

「なっこいつがどうなっても良いのか？」

　おおかみさんの予想外の言葉に一いつ瞬しゆんで焦あせり出す不良たち。その情けない行動を見ながらおおかみさんは金太郎少年に言った。

「おい、少年。よく見とけよ。別に腕わん力りよくだけが強さじゃねぇ。ただ盾になるだけが強さじゃねえ。強さにもいろいろ、護まもるにもいろいろあるんだよ」

　そこでおおかみさんはにやりと口の端はしを上げると、いつものどう猛もうな笑えみで叫さけんだ。

「おい、亮りよう士しいくぞ!!」

　いったい何を言ってるんだ？　あいつはもう逃にげただろう？

　そう思っていた金太郎少年の耳に、どこからともなく深くて自信に溢あふれた声が聞こえてきた。




「まかせろ」




　その声とともにおおかみさんが大地を蹴けり、金太郎少年にナイフを突つきつけている男に向かう。

「なっ、てめえコレが見えないのか！」

　と、ナイフをさらに金きん太た郎ろう少年に突つきつけようとしたが、

「見えねえなっ！」

　おおかみさんの声とともに、まったく触ふれていないにもかかわらず、不良の手からナイフが飛んだ。

「なっ!?」

　驚きよう愕がくする不良。

「金太郎しゃがめ！」

　その声に金太郎少年は咄とつ嗟さに従う。金太郎少年がしゃがんだ瞬しゆん間かんにおおかみさんのパンチが金太郎少年のおかっぱ頭のすぐ上を通り、

　バキッ

　そんな鈍にぶい音が響ひびいた。

「ぐあああっ」

　ネコ型の痣あざを顔面につけられた男が派手に吹ふっ飛ぶ。電でん撃げきと衝しよう撃げきのダブルパンチだ。一発ＫＯ、不良はピクピクして動かなくなる。

「はっ次はどいつだ!?　やられたい奴やつからかかってきなっ!!」

　おおかみさんは金太郎少年を庇かばうように前に出て、ファイティングポーズをとった。

　金太郎少年は腰こしを抜ぬかしたように座ったまま、それを見ていた。

　目の前では、おおかみさんが大人数を相手に大立ち回りを演じている。

　おおかみさんは恐きよう怖ふや不安など全く感じてなく、それどころか楽しそうだ。これだけ大勢と喧けん嘩かすれば多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいで勝てるわけはない。いくらおおかみさんといえども囲まれればどうしようもないのだ。なのに、あれほどまでに後ろを気にしてないのは……

　金太郎少年は何かが飛んできている場所を見て目をこらす。

　すぐ側そばの家の屋根の上、そこにパチンコを構えている亮りよう士しくんの姿があった。

　おおかみさんの死角から近寄った男が鉛なまり玉だまの痛つう烈れつな一撃に顔を押さえてもんどりうつ。涙なみだを流し咳せき込んでいる男に当たったのは、魔ま女じよさん開発こしょうや唐とう辛がら子し、その他諸々が入った新型特とく製せい弾だんだ。

　亮士くんがいるから、おおかみさんは囲まれることなく常に一対一の状態で戦える。一対一ならそこらの男におおかみさんは負けない。亮士くんがいるからこそおおかみさんは戦える。亮士くんがおおかみさんの力を最大限に引き出しているのだ。

　その様子を見ながら金太郎少年はつぶやく。

「…………強さにもいろいろある……か」

　自分は何もできなかった。助けるどころか簡単に捕つかまり、状じよう況きようを悪くすらしてしまった。
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　それなのに……

「ぐあっ、なんだこれ目が痛え!!」

「くそっどこから撃うってきてやがる!?　いてえっ」

「ごほっがはっがほっ」

　亮りよう士しくんの狙そ撃げきに不良たちは戦せん闘とう能力をなくしていく。

　馬ば鹿かにしていた亮士くんはちゃんとおおかみさんを護まもっている。

　役立たずの自分と、おおかみさんに信しん頼らいされその信頼に存分に答えている亮士くん。

　どちらがおおかみさんのパートナーに相応ふさわしいかなんて考えるまでもない。

　どうやら、まだまだ自分は涼りよう子こ姐ねえさんの隣となりに立つ資格はないようだ。

　悔くやしい思いを抱かかえ、目の前の光景を一いつ瞬しゆんたりとも見み逃のがすまいと目を開き、金きん太た郎ろう少年は絶ぜつ妙みようなコンビネーションで不良たちを翻ほん弄ろうする二人を見ていた。




　すべてが終わり、動く不良がいなくなった頃ころ、おおかみさんは金太郎少年に話しかけた。ちなみにいつの間にか戻もどってきていたりんごさんは後処理のために電話をかけている。この不良たちにはなかなか楽しくない未来が待っているだろう。

「大だい丈じよう夫ぶだったか、少年」

　そんなおおかみさんに金太郎少年は謝る。

「すいませんでした」

「あーまあ、気にすんな」

　おおかみさんは首筋をぽりぽりとかく。

「…………すいませんでした」

　しかし、もう一度地面につくんじゃないかという勢いで頭を下げる金きん太た郎ろう少年。そして金太郎少年は次に、おおかみさんの隣となりに立っていた亮りよう士しくんに向けて頭を下げる。

「亮士さん、今まですいませんでした」

「あーいいっスよ」

　小学生に対しても、やっぱりいつものパシリ口調な亮士くん。

「涼りよう子こ姐ねえさんの言ったことが身にしみました。強さにもいろいろある……俺の強さなんて、亮士さんの足あし下もとにも及およびません」

「いやーそんなことないっスよ」

　照れる亮士くん。その亮士くんにおおかみさんが言った。

「それはそうと、魔ま女じよ先せん輩ぱい特製催さい涙るい弾だんは使えるな。かなり助かった」

「そうっスね、一発で戦せん闘とう能力奪うばえるのがお手軽で良いっスね。目が見えなかったらいくら強い奴やつでもどうにもならないっスから。ただ、涼子さんの近くの敵に使えないのが難点っスけど」

「そうだな、巻まき添ぞえになったら困るしな。ガスマスクかゴーグルでも用意することにするか？」

「それもいいかもしれないっスね。そうすれば周囲一帯を巻き込む大型催涙弾とかとばせるっスし」

　検討会を始めるおおかみさんと亮士くん。

　先ほど隠かくれたときと違ちがって、あいかわらずのヘタレ口調な亮士くんだが、それでもいつもと違ちがい自信が感じられる。

　おおかみさんの口調も、どことなく信しん頼らいの混じったものになっている。

　その二人の信頼し合っている様子に金太郎少年は心からあこがれた。

「ん？　どうした少年？」

　キラキラとした目で自分たちを見ている金太郎少年に気づいたおおかみさん。

「はい、俺も鍛きたえて亮士さんのように……」

　立ち上がり拳こぶしを握にぎりしめた金太郎少年は相変わらずのキラキラの瞳ひとみで亮士くんを見つめ……見つめ………………

「ひっひー見ないで見ないでー」

　亮士くんはこんな良いシーンなのに発ほつ作さを起こした。

「……………………………………………………………なりたいか？」

　おおかみさんはまじめな顔で金きん太た郎ろう少年に聞いた。

「………………」

　おおかみさんの言葉に金太郎少年は無言。さっきはかっこよかったが、流石さすがに今の亮りよう士しくんは駄だ目めすぎる。正直、ああはなりたくない。

「とっともかく、俺はまだまだ修しゆ行ぎよう不足のようです！　なので、強くなって涼りよう子こ姐ねえさんに相応ふさわしくなってからまたやってきます！」

　相変わらず青臭くさくてまっすぐな金太郎少年。

　その様子を見たおおかみさんは、苦笑しながら金太郎少年のおかっぱをくしゃくしゃする。

「期待しねーで待ってるよ」

　おおかみさんは、やっぱりとてもかっこよかった。




　こうして金太郎少年が巻き起こした一大騒そう動どうは収束しました。

　この騒動で生まれたのは、おおかみさんショタ疑ぎ惑わくと、金太郎少年の淡あわい想おもい。

　刻まれたのはおおかみさんのトラウマと、金太郎少年の新たな決意。

「……ねえ、あの人が？」

「そう、ショタの女王よ」

「………………………………………………………………………………うが───っ!!」

「ああ、涼子さん落ち着いてくださいっス!!　暴れちゃダメっスよ～!!」




　そして本当の強さというものを学んだ金太郎少年が、熊くまさんと一いつ緒しよにボクシング界で世界を取るのは十数年後のことなのでした。

「……涼子姐さん、俺はやります！　この金太郎、漢おとこになって迎むかえに上がります!!　待っててください!!」




「うわ───────────────ん!!」

「ああー涼子さん素人しろうとさんに手を出したらダメっスー!!」


………………めでたし？









　　　おおかみさん桃ももちゃんのきび団子に完敗する







「はいはーい、おっはよ～ん」

　校門の前でやたらと目立つ女生徒が目の前を通る生徒たちに朝の挨あい拶さつをしている。御お伽とぎ学園の朝の校門前の混雑はすごい。御伽学園は高等部だけで生徒数は三千人を超こえる。その人数が校門に集中するのだから当たり前だ。時間をずらせば混雑から逃のがれられるとはいえ、朝はできるだけ寝ねていたいと思うのが大部分の生徒たちの心情。故ゆえに、始業のチャイムの前は大量の生徒でごった返すわけだ。

　クラブの朝練に参加している者たちがいないにもかかわらずこの人の数。流石さすがマンモス校といったところか。

「ももちゃんおはよー」

「桃ちゃん先せん輩ぱいおはようございます」

「おはよ」

「ももちゃんおはようございます」

「お早う」

　その大勢の生徒たちのほとんどが、桃ちゃんと呼ばれた女生徒に親しげに声を返す。

　桃ちゃんの腕うでにあるのは風紀委員の腕わん章しよう。

　桃ちゃんはどうやら校門の前で、風紀を乱している人間がいないかチェックしているらしい。

「うんうん、今日も気持ちよい朝ねー。ん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　伸のびをする桃ちゃん。

　桃ちゃんが着ているのはセーラー服、伸びをすればもちろんおへそが見える。その隙すき間まは男たちの浪漫ロマンをかき立てる素す敵てきスペース。ウエストのくびれと白い肌はだがまぶしい。

　伸びをやめる桃ちゃん。

　普ふ通つうに立っているのに、おへそが未いまだ見えている。そう、見えすぎるほどに。というか、普通に立ってる状態で既すでにおへそが見えているのは裾すそが異常に短いからなのだが、それは制服としてどうか。あと、それに比例するように、スカートも短い。じっ実にけしからん!!　なんて鼻息荒あらく言ってしまいそうなほどのきわどさ。

　にもかかわらず、腕についているのは風紀委員の腕章。

　桃ちゃんは外見的に「乱れる性、最近の十代」とかいう感じでいかがわしい週しゆう刊かん誌しの中なか扉とびらくらい飾かざりそうな露ろ出しゆつ度だが、まあそれでもどうにか背伸びした女子高生で通る。一応女子高生の範はん疇ちゆうなのだ。通るのだ。

　しかし……その胸のボリュームは女子高生レベルではない。なんというかもーたまらない感じで、既すでに反則。おっぱい星人たちが泣いてあがめ奉たてまつるに違ちがいないほどの逸いつ品ぴん。はっきり言ってすごかった。

　なのに、腕うでにあるのは風紀委員の腕わん章しよう。

　桃ももちゃんの白い肌。黒こく曜よう石せきの瞳ひとみと真っ赤に熟うれた唇くちびるが白い顔に映はえている。桃ちゃんの頭の上でまとめられた髪かみはゆるりと流され腰こしの辺りで揃そろえられている。その黒く濡ぬれた長い髪の隙すき間まからちらりと見える、透すけるような白いうなじがまぶしい。ゆるく何重にも腰に巻かれた革かわのベルト、それがその白い腰を美しく引き立たせている。なんというか雰ふん囲い気きは女子高生というより女王様。

　だけど、腕についているのは風紀委員の腕章。

「ほらー急ぎなさい～」

　ヘソ出しミニスカセーラー服で風紀委員にあるまじき女王様な服装の桃ちゃん、どう考えても桃ちゃんが一番風紀を乱していた。

　……いやまあ、確かにみんな制服改造しまくって風紀がないように見える学校だけれども、制服改造が可能であること以外の基本の校則は普通のところとあんまり変わらないのだ。

　それでも、やっぱり桃ちゃんの露ろ出しゆつの多さとスタイルの良さはもうすでに校則違い反はんというか反則だけれども。
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　こんな晴れ渡わたった朝のすがすがしい空気の中なのに、あまりの色気で桃ももちゃんの周囲だけなんかピンク色の空気が流れてるし。

「すぐにたのしい学校が始まるわよ～、あと五分よー遅おくれたら、アタシが遅ち刻こくできないようにおしおきしちゃうわよん」

　そんな風紀というものに真っ向から喧けん嘩か売ってる風紀委員の桃ちゃんだが、視界の隅すみに知り合いを発見し声をかけた。

「あら、おおかみちゃんにりんごちゃんじゃないの。おはよう」

　校門の隅すみっこの方をこそこそと通り過ぎようとしていたおおかみさんは「見つかった！」という苦い顔で挨あい拶さつを返す。

「……オハヨウゴザイマス」

「おはようですの」

「あらーげんきないわね～ん」

　むやみやたらと色気をムンムン振ふりまいている桃ちゃんに、誰だれのせいだと思ってる！　と思いながらもおおかみさんは答える。

「いえ、いつもこんなもんですよ？」

「そぅお？　あ、そうそう。おおかみちゃん、アタシの子こ猫ねこちゃんになる決心ついたかしらん？」

　なにがそうそうなのかはわからないが、いきなり話があさっての方向に飛ぶ桃ちゃんにおおかみさんは叫さけぶ。

「絶対嫌だっ!!」

「えー女の子同士も良いものよん？」

　さわさわと壊こわれ物を扱あつかうような繊せん細さいな手つきでおおかみさんにせまるテクニシャン桃ちゃん。あの動きの理由を理解したとき、おおかみさんは大人の階段を一歩上のぼってしまうのだろう。というか強制的に上らされてしまうのだろう。

「えっ遠えん慮りよします!!」

　それは嫌だと、おおかみさんが怯おびえた表情で後ずさる。相変わらずおもしろいですの～なんて顔で見守っていたりんごさんだが、流石さすがにこれ以上は可か哀わい想そうかなと思ったりしたのでフォローを入れる。

「まあまあ、桃ちゃん先せん輩ぱい、このあたりで勘かん弁べんしてくださいですの。このままじゃ遅刻しちゃいますのよ？」

「あらーしょうがないわねん」

　しぶしぶそのゴールドフィンガーを収める桃ちゃん。

「それじゃあ」

「それではですの」

　頭を下げそそくさとその場を去ろうとするおおかみさんとりんごさん。しかし、そうは問屋が卸おろさない。二人の背中に桃ももちゃんが声をかける。

「あ、そうそう。今日の放課後おじゃましちゃうから身体からだ空けといてね～ん」

「うげっ、いや今日は用事が……」

　乙女おとめにあるまじき顔と言葉で嫌いやそうに答えるおおかみさん。嫁よめ入いり前の娘が『うげっ』はないでしょう。

「あら～ん、そんな怯おびえなくても良いわよ？」

　そこで桃ちゃんは色気でとろとろとろけた表情をきりっとしたまじめなものに変え言う。

「今日はまじめな話だから」

　その様子におおかみさんはまじめに答える。

「…………わかりました。放課後協会の方で待ってます」

「じゃあ、まったね～ん」

　しかしそのまじめさも一いつ瞬しゆん。おおかみさんはちゅぱちゅぱと投げキッスをとばす桃ちゃんから一目散に逃げ出した。




　おおかみさんが、朝からぐてーとしたまま机に突つっ伏ぷしている。そのまま溶とけてしまいそうだ。百年の恋も冷めそうなその姿を亮りよう士しくんが「しょうがないっスね～」などと苦笑しながら見ていた。たで食う虫も好きずきとか恋は盲もう目もくとかそんな感じか。

　おおかみさんの姿は猛もう獣じゆうがすぐ側そばで警けい戒かいもせずごろごろしてるみたいなものなので、信しん頼らいの証あかし、仲間の証として亮士くん的にはうれしかったりするのだ。

　……が、男と女として見た場合、どう考えても亮士くんは男として意識されてない気がするが……まあその、それは言わぬが花だ。

「…………やっぱり、あの人苦手だ」

　ごろごろしてる猛獣おおかみさんが愚ぐ痴ちる。

「あの人が有名な桃ちゃん先輩……吉き備び津つ桃子さんっスよね？」

「そうですの、知ってますの？」

　この学校は小学校や中学校からのエスカレーター組がかなりいるので、亮士くんみたいに高校から入学した者は有名な人を知らなかったり、わからない人間関係がよくあったりするのだ。

　しかし、流石さすがにあれだけ目立つ人物を亮士くんは知らないわけもなし。

「あの人はよく朝に校門前に立ってますし、異常に目立ってるっスしね」

　そう桃ちゃんは、ほとんどと言っていいほど朝に校門前に突っ立っているので知らない人はいないほどの有名人なのだ。桃ちゃんは女王様っぽいのに早起きで微び妙みように健康的なのだ。

「でも、涼りよう子こさんはなんで桃ちゃん先輩に気に入られちゃってるんスか？」

　おおかみさんに聞くが……「うーあー」なんて唸うなってるおおかみさんは説明する気力もなさそうなのでりんごさんが代わりに説明を始めた。

「あの人も御お伽とぎ学園中等部からのエスカレーター組なんですの。で、中等部の頃ころにいろいろあってやんちゃしてた涼りよう子こちゃんが桃ももちゃん先せん輩ぱいに気に入られてしまったわけですの」

「…………うう」

　おおかみさん、頭を抱かかえて呻うめく。目に映る光を言葉に翻ほん訳やくするなら、若かった～あのころ～♪　になるに違ちがいない。

「いや悪い人じゃないんだけどな…………」

　おおかみさんが少し言葉を濁にごしながら言った。

「…………あの人極度の快楽主義者なんだよ」

「快楽主義者っスか……」

　思いがけない言葉に驚おどろきつつも、桃ちゃんの言動を思い出して何となく納なつ得とくする亮りよう士しくん。

「自分が気持ちよければそれでよし、法律、社会通念、世間の目、なにそれ、おいしいの？　って感じで我が道突つっ走ってるんだよ」

「そうですの。自分ルールで生きてて、風紀委員のくせに不純異性交遊も不純同性交遊もばっちこーいな両刀使いなんですのよ」

「それはまた……難儀な人っスね」

「……まったくだ」

　心の底から同意しているおおかみさん。被害者だけあってその一言に万感の思いがこもっている。

「でもなんでそんな人が風紀委員になってるんスか？」

　見た目思想言動、どう考えてもあれほど風紀委員に似合わない人もいないのでは？　と亮士くんは思う。

「なんか、気持ちよく学園生活を送りたいかららしいぞ。そのために自分ルールで生徒を取り締しまってるんだよ。あれでも一応そこそこの常識を持っているらしくて、あの人の正義ルールの大部分は校則にそってんだよな。だから一見問題ないように見えるんだよ」

「なるほど、遅ち刻こくを取り締まってたっスしね」

　桃ちゃんの正義るーるでは遅刻は悪ダメらしい。

「でも、大部分なだけであってしっかりずれてる場所もあるんですのよ。一番わかりやすいのはさっき言った同性を愛することになんの忌き避ひもないことですの。桃ちゃん先輩にとっては愛さえあればそれは正義で……」

　そこでりんごさんはおおかみさんに目を向けて言う。

「気に入った涼子ちゃんを自分のネコにしようとしてるんですのよ。あの人見たまんまＳでタチですのよ。快楽主義者な桃ちゃん先輩は快楽追求に余念がない人なので、その手の技術がすごいらしくて、一度でもお相手しちゃった娘こはコロっといっちゃうらしいですのよ」

　ネコ化した自分を思い浮かべてしまったのか、あのおおかみさんががたがたと震ふるえている。それほど新たな世界に目覚めたくないらしい。

「だからまぁ、涼りよう子こちゃんは必死で逃にげ回っているわけですの」

「それは……本当に切実な問題っスね」

　亮りよう士しくんとしてはあっちに転ばれると、その……とても困る。

「そう、森もり野の君的には大問題ですの。私としては、転んだら転んだで友情が恋愛感情に変わるだけでなんの問題もないんですのよ？」

　涼子ちゃんと恋人同士、うふふふ……などと言いながら熱く潤うるんだ瞳ひとみでおおかみさんを見つめるりんごさんに、サアアーと血の気を下げつつコレはやばいと露ろ骨こつに話を変える亮士くんとおおかみさん。おおかみさんは、りんごさんと一いつ緒しよに住んでいるのだ。転んじゃったらそのままごろごろとベッドインまでしてしまう。

「そっそれでその桃ももちゃん先せん輩ぱいが、今回はなんの用なんっスかね？」

「おう！　いったいなんだろな」

　その息のあった様子をうれしそうに見ながらりんごさんもその会話に加わる。

「まあ、単純に考えれば依い頼らいだと思うんですの」

「だろーな。それで今、生徒会ってなんか問題抱かかえてんのか？」

　風紀委員である桃ちゃんの所属は生徒会になる。生徒会は生徒会長を頂点とし、その下に各委員会の長がつき、その下に所属している委員たちがつく形となっている。人数は体育系クラブが集まった体育会、文化系クラブが集まった文化会に比べ圧あつ倒とう的てきに少ない。しかし、予算を一手に握にぎっているので生徒会の影えい響きよう力は強大だ。予算を握る生徒会と人を握る体育会と文化会。この三つの組織が御お伽とぎ学園三大組織と呼ばれているのだ。

「ん～、特になかった気がしますの。とりあえず、あとで頭とう取どりさんかアリス先輩に聞いてみましょうですの」




　そして放課後。

　御伽銀行地上支店と大おお仰ぎような呼び方でいってみたらかっこいい気がするが、実際はただのプレハブ小屋である御伽学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会の前で、相変わらずピンクの空気をまき散らしている桃ちゃんが叫さけんだ。

「おおかみちゃーんあそびましょ～早く来ないとかわいがってあげちゃうわよん」

　ばたばたがんいてえとんとんがららとおおかみさんが髪かみを振ふり乱しながら登場。

　ちなみに奇き妙みような擬ぎ音おんは一番上から急いで走る音、何かに足をぶつける音、悲鳴、けんけんしながら進む音、扉とびらを開く音。要するにおおかみさんは大あわてなのだ。

「どっどうぞ」

　涙なみだ目めのおおかみさんにゾクゾクしつつ桃ちゃんは中に入り、促うながされるままボロいソファに座る。

「んー相変わらずボロいわねん」

「すいませんですの。ですが私たちは皆みな様のお力になることを第一に考えていますので、こういう設備には力が入らないんですのよ」

　豪ごう華か地下空間のことをみじんも感じさせないりんごさんの厚顔トーク。

「それで今日のご用件はなんですの？」

「……その前に、見たことのない顔というか、目に入ったことはあるんだけどあんまり気にしてなかった顔がアタシのおおかみちゃんの隣となりにいるんだけど紹しよう介かいしてくれないかしらん？」

「オレはあんたのじゃねー！　それで、こいつはヘタ……もとい森もり野の亮りよう士し、この間仲間に入った」

「涼りよう子こさん、今なんかすげーナチュラルにヘタレって言いそうになってなかったっスか？」

「気のせいだろ」

　おおかみさんは華か麗れいにスルーする。

「その森野君ですけど、涼子ちゃんについた悪い虫ですの」

「まあ、なんてことかしらん！」

　桃ももちゃんは大げさに叫さけんだあげくに立ち上がる。そしてジロジロと亮士くんを値ね踏ぶみし……そのねっとりした視線に亮士くんはがたがたぷるぷると震ふるえ出す。もちろんこれはいつもの発ほつ作さの前ぜん兆ちよう。三・二・一・ハイ！　と今にも発作が起きそうになったそのとき、ぎりぎりで桃ちゃんの視線がはずれる。

「ふ～ん、おおかみちゃんに目をつけるなんて見る目あるじゃない」

「そうですの。森野君はヘタレでダメ人間なんですけど、見る目だけはあるんですの」

『だけ』を強調するりんごさん。

　桃ちゃんは亮士くんに近づくと、亮士くん的最終防ぼう壁へきである長く伸のびた前まえ髪がみを右手でかき上げる。

「ん～実はなかなかかわいい顔してるし」

「ひっ」

　思いもかけない他人との接せつ触しよくに亮士くんは硬こう直ちよくし、再び充じゆう電でん開始……

「……わかったわん！　あなたをアタシのライバルとして認めてあげるわよん!!　正々堂々おおかみちゃんのハートを取り合い……」

　自己陶とう酔すいした桃ちゃんがかっこよく決めたそのときには、桃ちゃんの目の前に亮士くんはいなかった。

「ひいぃいぃ、見ないで、見ないでー」

　だって発作を起こしてしゃがみ込んでたし。

「…………これなにかしらん？」

「桃ももちゃん先せん輩ぱいが触ふれたから、簡単にリミッターがはずれちゃったんですのよ」

「……やっぱり、美しいって罪つみなのねん」

「いや、そいつがただヘタレすぎるだけだ」

　あまりにも情けない亮りよう士しくんに、微び妙みように不ふ機き嫌げんなおおかみさん。その反応にりんごさんと桃ちゃんが顔をつきあわせひそひそ話を始める。

「ふ～ん、へ～もしかして……これはアレかしらん？」

「はい、多分アレだと思いますのよ？」

　その様子になんか引っかかるものを感じるおおかみさん。

「なんだよアレって」

　そんなおおかみさんを見てりんごさんがくすくす笑いながら言った。

「乙女おとめの必ひつ需じゆ品、かわいらしい嫉しつ妬とですのよ」

「なっふざけんな！　なんでオレが……」

　そこで、相変わらず見ないで～とか頭を抱かかえて叫さけんでる亮士くんを見て……

「……コレ相手に嫉妬しなきゃなんねーんだよ!!」

　叫んだ。

　確かにコレを見てときめくような人間は何処どこか脳の配線がおかしいか、母性本能が溢あふれすぎている人間だろう。

「オレはただ、こいつのヘタレさにイライラきてただけだ!!」

　そんな風に吠ほえるおおかみさんを見てりんごさんは思う。

　なんにも思ってない人間に対して涼りよう子こちゃんはイライラなんてしないんですのよ。興味のない人間に対しては涼子ちゃんは関かかわろうともしませんし、それが敵ならただぶっ飛ばすだけですの。イライラするのは森野君を気にかけているため。それに涼子ちゃんは気づいてるんですの？　……気づいてないんでしょうね～でも言っても絶対認めませんの。涼子ちゃんは意地っ張りですし。

　まあ、それはともかく……

「じゃあ、話が進まないのでこのあたりで本題に入りましょうですの」

「そうねん、冗じよう談だんは置いといてこれからはまじめな話…………アタシのおおかみちゃんに嫉妬させるなんてなかなかやるじゃない」

「置いとくんじゃないのかよっ!!」

　置いとくと言った側そばから、すごい勢いで再び持ち出した桃ちゃんにおおかみさんがつっこむ。苦手意識なんかもふっ飛んでしまっているようだ。

　しかし、桃ちゃんは無視。

「気に入ったわん！　別に取り合わなくても三人で楽しめばなんの問題もないわよねん？　りょーちゃん、いじめがいありそうだし」

「りょっりょーちゃん？」

　いきなり親しみ溢あふれるあだ名つけられちゃった亮りよう士しくんが驚おどろきの声を上げる。発ほつ作さから生せい還かんしてしまったことからもどれだけ驚おどろいたのかわかろうものだ。

　もう完全に桃ももちゃんペース、ついていけるのはりんごさんだけだ。

「そうですのね、三人で楽しむ分には問題ないですの。確かに森もり野の君は実にいじめがいがありますのよ」

「でしょでしょ？　そうだりんごちゃんもついでに加わるかしらん？」

「私は遠えん慮りよしときますの」

「それは残念ね～」

　話がひたすらに嫌いやな方向に流れているので、どうにかしようとおおかみさんが口を挟はさむ。

「そっそれで、桃ちゃん先せん輩ぱい。こんな会話をするために来たのか？　違ちがうだろ？　な？　な？　もしそうなら帰ってくれ!!」

「しかたないわねん」

　桃ちゃんは再びソファに身を沈しずめてかる～く言った。

「あーそうそう、それで用件だけどねん、今度鬼おにヶが島しまに鬼退治に行こうと思うのよん。だからお供してくれないかしらん」

「………………は？」

　その内容に全くそぐわないふわふわゆるゆるな軽い口調で言われたため、おおかみさんは思わず聞き返してしまう。

「だから～鬼退治に行くのよん」

　内容の重さにかかわらず桃ちゃんの口調はあくまでも軽い。

　思いの外大きな話になりそうだとりんごさんはお遊び気分を一転、気を引き締しめた。

「…………鬼ヶ島高校を攻せめる理由はなんですの？」

「ん～おおかみちゃんの件といい、最近鬼ヶ島の連中調子に乗ってるじゃない？　はっきりいって、アタシのおおかみちゃんに手を出すなんて許せないのよん！」

「いやだからオレは桃ちゃん先輩のもんじゃねー!!」

　勝手に所有権を主張されたおおかみさんが叫さけんだ。

「でもあれの黒幕は白はく馬ば先輩だったんじゃないですの？」

「ああ鬼ヶ島の奴やつらはただ利用されてただけで……」

　そんなりんごさんとおおかみさんの言葉に被かぶさるようにして後ろから声がかかる。

「それだけでもないよ？　最近鬼ヶ島関連のもめ事が結構起こるようになってきたんだよね？」

「はい、現在私どもが把は握あくしているだけで二十五件。恐きよう喝かつや暴力事件などの大きなものから女性にちょっかいを出したなどの小さなものまで様々です。これは把握しているだけなので、潜せん在ざい的なものまで含ふくめるともう少し増えると思います」

「頭とう取どりさん、アリス先せん輩ぱい」

　相変わらずの絶ぜつ妙みようなタイミングで登場なお二人。地下で話を聞いて出てくるタイミングを計っていたに違ちがいないが……暇ひまなのだろうか。

　よっこらせと部屋の隅すみのボロパイプ椅い子すを持ってきてそれに座る頭取さん。

「まあ、確かに最近鬼おにヶが島しまの人たちの動きが活発だよね？　なんか大物が後ろについたかな？　とりあえず、鬼ヶ島の皆みなさんの頭あたまがすげ替かわったことだけは確かだろうね？」

「そうなの？　それは初耳ね～。まあそんなわけで、殴なぐり込みかけて向こうの上の方に話しつけようかなって思うのよん」

　桃ももちゃんがその豊かな胸を揺ゆらしつつ宣言した。

「生徒会は学校の方に抗こう議ぎするとか言ってたはずだけど？」

「あらん、なんで知ってるのかしらん？」

「いやいや、風の噂うわさで？」

　探るような瞳ひとみの桃ちゃん、風の噂では知りようもない重要機密なのだが頭取さんは知らんぷり。

「にしても抗議だけか。なまぬるいな」

　おおかみさんが文句を言う。実際襲おそわれた人間としては、納なつ得とくがいかないものがある。

「いきなり大げさにするわけにもいかないからね？　まあこういうのは順序を踏ふんでってことなんでしょ？　とはいえそんな抗議だけじゃあ生徒たちも納得しないかな？　そこで吉き備び津つ君が文句を言いに乗り込めば生徒会への反感もかわせるよね？」

「ん？　そんなことないわよん？　これはただ、アタシが気にくわないだけよん」

　笑顔でそう言う桃ちゃん。その笑顔に不自然なところはなく、しらを切っているなら桃ちゃんはなかなかたいした噓うそつきだ。

「それに……まあ、僕らに借りを作るなら生徒会としてより個人としての方が良いよね？　生徒会も今の鬼ヶ島高校がおかしいことに気がついているみたいだし、情報収集なんかも兼かねてたりもするのかな？」

「ん～それも秘ひ密みつよん。いい女には秘密があるのよん」

　人差し指を頰ほほに当ててかわいく言う桃ちゃん。

「……まあ、今の生徒会に解散してもらうのは困るから協力するのもやぶさかじゃないけどね？　今の会長さんはなかなかの出で来き物ぶつだしね？」

　全生徒数の過半数の署名で生徒会を解散させ再び生徒会選挙を行うことができるのだが、頭取さん的にそれはまずい。今の生徒会長は体育会寄りでも文化会寄りでもない完全中立なのだ。ほとんどの学生がクラブ活動をし、生徒会の中でもクラブ活動と委員会を両立させている人もいるので中立な人間でなおかつバランス感覚に優すぐれる人物は稀き少しようなのだ。

　実際は、生徒会長さんは人の道を踏ふみ外すほどに妹を溺でき愛あいし、その他の人間はどうでも良いのですべてを平等に扱あつかっているだけなのだが、まあ得難がたい人物には違ちがいない。

「じゃあ、協力してもらえるということでいいかしらん？」

「そうだね、ＯＫと答えさせてもらうよ？　それでいつ頃ごろ鬼おに退治に行くのかな？」

「ん～できるだけ早い方が良いんだけどねん」

「そうかい？　では、明日でどうだい？」

「オッケーよん」

　さくさくと重要なことが決まっていく。

「それで何か作戦はあるんですの？」

「もちろん正面から堂々と行くわよん」

「まあ、吉き備び津つ君ならそう言うだろうね？」

　頭とう取どりさんはしばし考え……結論が出たのか頷うなずく。

「…………んーわかった？　それでいいよ？　それで君が連れていくお供はいつもの下げ僕ぼくさんたちかい？」

「そうなるわねん、あんまり大勢で行ってもインパクトがないでしょ？　それに正義の側は人数が少なくないとねん？」

「わかったよ？　じゃあまあそういうことで、明日の放課後ここに寄ってね？　用意しておくから？」

「わかったわよん」

　その他話をいろいろと詰つめたあと、桃ももちゃんは意気揚よう々ようといろいろ揺ゆらしながら帰っていった。




　頭取さんは桃ちゃんが帰ったあと、御お伽とぎ銀行の主要メンバーを招集した。

「いやいや、よく集まってくれたね？　ここに集まってもらったのは他ほかでもない？」

　頭取さんが精一いつ杯ぱいの威い厳げんを持ってそう言うが……

「ああ、おつうさん相変わらずお美しい。あなたのお顔を拝見できただけでこの浦うら島しま足を運んだかいがあったというものです。にもかかわらず紅茶までいただけるなんて感動で胸がいっぱいです。どうです？　このお返しにお茶でも飲みに行きませんか？　おいしいお店を知ってるんですよ」

「あらあら」

「なっ太た郎ろう様、私というものがありながら」

「ひいっ見ないで……見ないでくださいっスー!!」

「魔ま女じよ先せん輩ぱい、おもしろいからといって、森もり野の君を観察するのはやめて欲しいですの。うるさいですので」

「ゴメンヨーでもおもしろいヨー」

「あと、涼りよう子こちゃん。雰ふん囲い気きがもうやばいですの。戦せん闘とうモードに入るのは明日にしてくださいの」

「ん？　おお、わかった」

　誰だれも聞いちゃいねー。

「…………………………アリス君、森もり野の君にアイマスクをつけたげて？　竜りゆう宮ぐう君、浦うら島しま君から一発抜ぬいてきちゃってちょうだい？　鶴つるヶが谷や君、魔ま女じよ君に何か食べるものをあげて興味をそらして？　赤あか井い君、大おお神かみ君がヒロインにあるまじき目つきしてるから和なごまして？」

　頭とう取どりさんの言葉に、アリスさんは亮りよう士しくんにアイマスクをつける。どうにか落ち着く亮士くん。亮士くんは、気配だけでは錯さく乱らんしないくらいにはメンバーに慣れてきたのだ。一定量以上の視線を浴びるとやっぱり錯乱するが。

「ちょっ、イヤー」なんて叫さけびながら乙おと姫ひめさんにどこかへ連れ去られる浦島さん。浦島さんにくっついてきていた乙姫さんにいろいろ吸い取られて紳しん士しモードへ強制的に変身させられているのだろう。

　魔女さんはおつうさんに飴あめを与あたえられてご満まん悦えつ。グルグルキャンディーをぺろぺろ食べてるその姿は高校生には見えない。でも、その姿はとてもかわいらしい。これでめがねと帽ぼう子しで顔の大部分が隠かくれてさえいなければ、もっとかわいらしかっただろう。

　そしてりんごさんは目つきがすごいことになってますのよーとおおかみさんのほっぺをつんつん。

「って、オレの目つきはなんの関係もねーだろ！」

「いや、やっぱり職場の雰囲気は大切だよね？」




　それはさておき




　そんなこんなで四分三十秒後、浦島さんが戻もどってきたので会議は再開された。

「はっはっはっお待たせしました」

　色素の薄うすい浦島さんの歯が光った。

「……なんかもう、この短時間でいったいどうやればあそこまで生気を吸い取れるのか、気になって仕方がありませんの」

「だな」

　りんごさんとおおかみさんはあきれ顔で、つやつやの顔で浦島さんと腕うでを組んでいる乙姫さんを見る。乙女おとめのおおかみさんたちにはわからないほどの、大人な世界が繰くり広げられていたのだろう。

「じゃあ、話を始めようか？　じゃあ、今の状じよう況きようを説明するよ？」

　頭とう取どりさんが先ほどいなかったメンバーに説明を始めた。




「…………というわけなんだよ？　わかったかな？」

　頭取さんは皆みなの顔を見回しながら確かく認にん。

「うん、良さそうだね？　じゃあ今後どう動くか……というかその前になんで依い頼らいを受けたかの説明からの方が良いかな？　聞きたいことある？」

「はいですの」

　挙手するりんごさん。

「はい赤あか井い君？」

「攻せめ込むのは危ないですし、別に攻め込んだりしなくても、上から圧力をかけてもらうという手もあると思いますの」

　攻め込むのはおおかみさんになるのでりんごさんも慎しん重ちようになるのだ。

「んーどうしようもなくなったときはまあそれもありだと思うけど、まだそこまでの事態じゃないよね？　大人が入るとこじれるんだよ、向こうも納なつ得とくしないだろうしね？　はっきり言って大人が入った場合は、圧あつ倒とう的に完かん膚ぷ無なきまでに僕らの勝ちだよ？　ねえアリス君？」

「はい、この御お伽とぎ花ばな市しの重要な産業は教育で、ここの名産品は学生です。幼小中高大しめて五万人弱。人口二十万人弱の御伽花市でその割合は驚きよう異い的です。この街では子は宝であり重要な商品であり重要な広告塔とうなわけで、ここの卒業生たちがドンドンと社会に出ていき、この街の名を知らしめています。そしてまた人が集まってきてこの街は発展するという好こう循じゆん環かんを現在は保っています。故ゆえにこの街では私たちの方に天てん秤びんが傾かたむくのです。だから、大人が間に入った場合、こちらの圧倒的な勝利で終わるでしょう」

　クールに説明するアリスさん。

「そう、大事な大事な商品だから僕らは護まもられる？　鬼おにヶが島しまにヤクザが介かい入にゆうしてようが、僕らのバックは荒あら神がみ財ざい閥ばつだよ？　間接的に政府や警察だって動かしてもらえるよ？　負けようがないよね？」

　そこまで言ったところで頭取さんが少しまじめな顔をする。本人はまじめな顔なのだろうが、少しとつくところが悲しい。いつもゆるんだ表情しかとってないせいだ。

「新しい人も入ってきたし、ちょうど良い機会だから一年生のみんなにも知ってもらおうかな？　この街の秘ひ密みつってやつ？　でも秘密っていっても少し考えればわかることだから秘密でもないんだけど？」

　いったいどっちなんだよと皆の視線が頭取さんに集まるが、頭取さんは気にしない。

「ではみんなはなんで鬼ヶ島高校なんて悪名高い高校がこの御伽花市で現状維い持じのまま放置されてるかわかるかな？　鬼ヶ島の皆さんは残念ながらこの街の癌がんなわけだね？　普ふ通つうなら除去するか治ち療りようするだろう？　なのに鬼ヶ島高校はそのままの状態であり続ける、それはなぜか？」

　頭とう取どりさんはそこで少し溜ためを作り、そして口を開いた。

「…………僕たちの敵かたき役として適度な脅きよう威いとして生かさず殺さずな感じで現状維い持じを続けさせられている、それが鬼おにヶが島しま高校なんだよ？」

「……マジか？」

　初めて聞く話に思わず聞き返してしまうおおかみさん。

「そうなんだよ？　さっき言ったように御お伽とぎ花ばな市しというのはブランドなんだ、毎年御伽花市印の学生がどんどん送り出されている……まあ、出荷されてるって言った方が正しいかな？」

「出荷ですの？　まるで牧場みたいですのね？」

「そう、その通りここは牧場みたいに管理された世界なんだよ？　別に箱庭でも井いの中なかでもいいけどね？　そこで僕らはこの街で飼し育いくされているんだよ？　おいしくなるようにね？」

「でもそれならなんで、鬼ヶ島を敵として残す必要があるんっスか？」

　そう、護まもるなら外敵がいない方が良いに違ちがいない。

「うん、普ふ通つうなら必要ないね？　でもあるということは、必要だということなんだね？　では何故なぜ必要なのかだけど……それはね、僕らのためなんだよ？　ここは、金持ちのわがまま爺じじいが作った、使える人材を作り出す場で、別に純じゆん粋すい培ばい養ようのお坊ぼつちゃんお嬢じようちゃんを生産したいわけじゃないんだよ？　だから、この街が管理された箱庭だとはいえ、敵は必要というわけだね？　適度な刺し激げきで抵てい抗こう力つけないとね？　こうやってその脅威に対する対策を話し合っている時点で、簡単な社会勉強になっているだろう？」

「なるほど、確かにそうっスね」

　納なつ得とくする亮りよう士しくん。

「それに教訓、悪い見本な反面教師でもあるね？　まあ鬼ヶ島の皆みなさんとしてはたまったもんじゃないだろうけど？　そりゃあストレスも溜まるし不本意だろうね？　でもね、彼らの状じよう況きようは自じ業ごう自じ得とくでしかないわけだ？　自らの素行の悪さ故ゆえの現状、少しでも努力をすればあそこから抜ぬけ出すことはできるはずなんだよ？　そこそこまじめにやってれば他ほかの学校に入れたはずなんだ？　そもそも彼らを受け入れてくれる高校なんてほとんどないんだからね？」

　実際鬼ヶ島高校は世間の鼻つまみ者の集団なのだ。流れ流されこの街にやって来た。しかし、今まで我が物顔で生きてきた彼らも、ここに来て状況が変わった。この街では彼らは圧あつ倒とう的に少数で、強者ではなかったのだ。

「この街は僕ら学生の楽園だ？　でも、用意され作られた楽園だ？　生徒の自主性に任せた？　自由な校風？　僕たちは箱庭の中で自由を気取っているだけだよ？　御伽話のように安全で、童話のように適度な刺激に満ち、昔話のように楽しく教訓に満ちている？　この街は作られた箱庭、管理された楽園だよ？」

　いつになく熱の入った頭取さんに皆みなはおとなしく話を聞く。

「でもまあそれが悪いわけじゃないし、居い心地ごこちがよいのも確かだしね？　僕らは出荷されるまでせいぜい大人たちの手のひらの上で愉ゆ快かいに踊おどっていればいいのさ？」

　しかし、良いところでいつものやる気のなさが入ってくるのはどうしたものか。

「ただね、僕らにも意地がある。子供じみた意地だ。馬ば鹿かげた見当違ちがいの意地であることもわかってる。でもね、くやしいじゃないか？　そう、せめてこの箱庭の中ぐらいは自分たちで管理したいじゃないか？　みんなはそう思わないかい？」

　頭とう取どりさんが皆みなを見回す。

「これが僕ら御お伽とぎ銀行の裏の行動理念だ。誰だれに言われたわけでもない。これは、これだけは僕らが決めたことだ。僕らは大人の、この楽園の創立者、荒アラ神ガミ洋燈ランプの子こ飼がいだ。この学園を過ごしやすい環かん境きように、学舎として相応ふさわしい形にするために暗あん躍やくしている。でもね、それだけじゃない。僕らはこの楽園を護まもる番犬でもあるんだよ」

　いつもの曖あい昧まいな口調が消えて、まじめな感じになる頭取さん。しかし……

「……頭取、口調が普ふ通つうになってますよ？」

　あまりにまじめで気持ち悪かったのか、アリスさんが思わずつっこんだ。

「ああ……ガラにもなく興こう奮ふんしちゃったかな？　まずいね？　あーそれでね、なんでこんなことを今？　って顔してるね？　さっき言ったようにちょうど良い機会だったからね？　それにこれからする話に関係することなんだよ？　というわけで、本題はこれから？　今回の依い頼らいを何故なぜ受けたのかって話だね？」

　頭取さんはようやく本題に入る。

「話したとおり、この街は危き険けんまで管理されているんだよ？　犯はん罪ざいの発生率は低いし、麻ま薬やく関係の取り締しまりも厳しい、大事な僕たちを壊こわされては困るからね？　御お伽とぎ花ばな市しは山に囲まれた盆ぼん地ちであるという地理上の要素から入ってくる道が限られているけど、そこで入ってくる者を逐ちく一いちチェックしているし、監かん視しカメラが様々なところにあるし、警備も厳しいし、普通の犯はん罪ざい者はおろかヤクザ屋さんだってこの街に入ってもこないよね？　この街に制服私服あわせてどれだけの警備員がいると思う？　んー至れり尽くせり、この街で息がかかってない所がないほど荒あら神がみ財ざい閥ばつの影えい響きよう力が強いからこそできることだね？　でも、さっき言ったように完全に安全な世界、クリーンルームにするわけにもいかないので多少の脅きよう威いは必要だね？　でもその脅威は、危なすぎてもいけないので、適度な脅威で収まってもらわないといけないわけだよ？　だからさっき言ったでしょ？　生かさず殺さずってね？」

　そこでお茶で喉のどを潤うるおし、比較的深刻な表情をがんばって作る頭取さん。がんばらないと作れない時点で頭取さんはもうダメ人間っぽい。

「でもね……たまにその管理から抜ぬけ出す人間が現れるんだよ？　適度な悪役で収まらず、本当の悪役になってしまう者がね？

　この間の白はく馬ばくんの件なんかがそうだ、彼はやりすぎたね？　大おお神かみ君を集団で拉ら致ちし監禁し暴行をしようとした、度が過ぎているね？」

「アレは確かに危なかったですの」

「あとはほら、この前ストーカーしたあげく大おお神かみ君にナイフを向けた彼がいるじゃない？」

「…………おお、あの愛の戦士ストーカーか」

　亮りよう士しくんとの出会いのきっかけとなった彼だ。一巻の最初の最初に出てる馬ば鹿かのことです。

「そう、彼は大学に籍せきだけ置いてたエセ学生だね？　彼も抜ぬけ出した人間、学生も人間だから時折へんなのが現れるわけ？　でもまあ彼らは管理から抜け出したゆえにこの楽園から追放になったわけだね？」

「……鬼おにヶが島しまの動きが変わったのはその抜け出した奴やつとやらが現れたからだと？」

　おおかみさんが頭とう取どりさんに聞く。

「うん、今の鬼ヶ島の動き、それは前とは違ちがうんだよね？　前の鬼ヶ島のトップはそのあたりのことをわかっている人だったんだよ？　だから自分たちの立場を理解してたから無茶をすることはなかったんだ？　でも今は違うよね？」

「だから、トップが代わったんじゃないかってことですの？」

「そうだよ？　ここじゃあ、そんな管理を抜け出した人間が一番怖こわいんだよ？　失うものがない、今が楽しければそれで良い、そんな刹せつ那な的な人間はなんだってできるよね？　普ふ通つうの大人なら国家権力や巨大財ざい閥ばつに喧けん嘩かを売ろうなんて思わないんだよ？　当たり前だけどね？」

「まあ、負ける喧嘩がしたい奴はいないだろうしな」

「そうですのね、そんな人はただの馬鹿ですの」

「うん、そうだね？　でも、だからこそ、そんな人間が向こうのトップになってたらとてもまずいんだよ？　僕らが一番懸け念ねんしているのはそれなんだよね？　羊ひつじに率いられたオオカミとオオカミに率いられた羊が戦争したら後者が勝つっていうけど、オオカミがオオカミを率いたらどうなるかは考えるまでもないよね？　へたすれば、テレビのトップニュースなんかも飾かざっちゃうかもしれないね？」

　話が重大になりすぎて困こん惑わくするおおかみさんたち。

「まあ、それは杞き憂ゆうかもしれないしそうでもないかもしれない？　でも管理されてるとはいえ脅きよう威いは脅威として存在しているわけで、それに対する行動はどちらにしても起こさないといけないね？」

　ここでようやくが結論出た。

「というわけで、僕らの今後の方針としては吉き備び津つ君に協力しつつ、向こうのトップがどんな人物かの見極めだよ？　そしてその脅威度によって対応を考えよう？　危険度が小なら放置、中ならばどうにかして追放、大なら銅ど鑼ら絵え門もんとでも叫さけびながらうちのボスに丸投げだね？　こういう告げ口も僕らの仕事だし？

　それで、吉備津君に同行するメンバーだけど……そうだね、大おお神かみ君と森もり野の君、そして浦うら島しま君に行ってもらおうかな？」

「わかった」

「了解っス」

「はっはっはっ、任せてください」

「魔ま女じよ君と赤井君はかち込みの準備を頼たのんだよ？　何が起こるかわからないから一応フル装備ね？　鶴ヶ谷君とアリス君はその他雑務をお願いするよ？　とりあえず、鬼おにヶが島しま高校の見取り図は欲しいな？　あと、要注意人物のデータもね？　それと、竜りゆう宮ぐう君はあんまり浦うら島しま君から搾しぼらないであげてね？　明日に響ひびくとまずいから？　それじゃあ、久しぶりの大きな仕事だ、怪け我がをしないように適当にがんばっていこう？」

「頭とう取どりさんはどうするんですの？」

「え？　僕かい？　僕はまあ、僕の方法で潜せん入にゆうして裏から探らせてもらうよ？」

「なるほどですの」

　不良にでも変装するのだろうとりんごさんは納なつ得とくする。

「じゃあ、そういうわけで解散ね？」

　そんな頭取さんの声で皆みなは行動に移った。




　翌日おおかみさんはフル装備だった。攻こう撃げき方法が拳こぶしなんていうヒロインにあるまじきおおかみさんはもろ前衛なので完全防備。もうなんか、フルアーマーおおかみさんって感じだ。もっともおおかみさんは動き回るので防ぼう刃じんのボディアーマーに、要所要所に肘ひじ当て膝ひざ当てなどがついてる感じで、フルアーマーといっても別に全身が覆おおわれているわけではない。

　そして重要なことは、それら防具は魔ま女じよさんお手製でりんごさんが口を出しているのでなかなかかわいくできていて、特に額につけた耳付きはちがねはプリチーこの上ない。あと、すべてにフェイクファーがついている。

　というわけで……

「…………これどうにかなんねぇのか？」

　おおかみさんは鏡の前で愚ぐ痴ちることになる。

「どうにもなりませんの、だってこれ防ぼう御ぎよ力十分なんですのよ？」

「でもこの毛は……」

　おおかみさんはファーをさわさわする。

「毛皮の防御力は馬ば鹿かにならないんですのよ!?　それに、なによりかわいいですの！」

「いや、防具にかわいさ求めんなよ」

「かわいさは女の武器なんですのよ！　生かさなくてどうしますの！」

「どう生かすんだよ！」

「まあまあ、涼りよう子こさん落ち着いてくださいっス」

　亮りよう士しくんはまあ、ほとんどいつも通りだが、変わっているところもある。一番わかりやすいのは首にかけられたゴーグル、これも魔ま女じよさんお手製。その他ほかで普ふ段だんと違ちがうのは、指のでた革かわの手て袋ぶくろをつけていること、そしてリュックを背負っていること。

　リュックの中は、大量のパチンコの弾たまに、魔女さんお手て製せい弾だん。あとは煙えん幕まくやら催さい涙るいガスやらスタンガンやらで職質されたら間ま違ちがいなく捕つかまる感じのブツがいっぱいだ。

　おおかみさんは物々しい重装備だが、プリチーなデザインとファーのおかげでただのコスプレねーちゃんにしか見えないので大だい丈じよう夫ぶだろう。

　おおかみさんの心は大ダメージを受けるだろうが。

「あっそうそう、ねこねこナックル改かいはねこねこナックル改マークⅡにバージョンアップしてますの」

　りんごさんにそう言われたおおかみさんは、ねこねこナックル改マークⅡを調べてみる。

「なにが変わってんだ？」

「うふふ、それは使ってみてのお楽しみですの」

　そのりんごさんの様子に嫌いやな予感を覚えるおおかみさん。聞いても教えてくれそうにないので仕方なしに話を変える。

「それにしても浦うら島しまの奴やつおせーな」

　かち込みというか鬼おに退治メンバーに選ばれた浦島さんの姿がない。

「そうっスねー」

「まあ、逃にげたってことはないだろうがな」

　信しん頼らいされている浦島さん。

　そう仲間意識が生まれ想おもいが通じ合っている……

「だって、涼りよう子こさんや桃ももちゃん先せん輩ぱいが行くんっスもんね」

　なんてことではもちろんないわけだ。

「そうですの。あの人が来ない理由が見あたりませんの」

　浦島さん、ある意味信頼されているのかもしれない。

　そんな感じで雑談していると、噂うわさの桃ちゃんが現れた。

「おっまたせ～ん。今日はすごく鬼退治日和びよりねん」

　……どんな日和だ。

　おおかみさんは心の中でつっこむ。

　ちなみに空はどんよりと曇くもってたりする。

　そんな初っぱなからボケをかました桃ちゃんはいつも通りのきわどいセーラー服姿で、腕うでには風紀委員の腕わん章しようがついている。つまり完かん璧ぺきいつも通り。

「桃ちゃん先輩、その格好で行くのか？」

　さすがに軽装過ぎやしないかとフルアーマーおおかみさんが聞く。

「そうよん、風紀委員の戦せん闘とう服は制服に決まってるでしょん？」

　露ろ出しゆつ度が高すぎで、大人専用子供は入っちゃいけないヨーってな、いかがわしいお店に売っているセーラー服に見まごうばかりの制服ですけどね。

「それにしても、……おおかみちゃんはかわいいわねん」

「…………それには触ふれないでくれ」

　マジ凹へこみなおおかみさん。だが、どうにか気を取り直して聞く。

「それで、桃ももちゃん先せん輩ぱい一人なのか？」

「違ちがうわよん…………猿さる渡わたり、犬いぬ塚づか、雉きじ野の、浦うら島しま出てきなさい」

「「「「はっ」」」」

　桃ちゃんに呼び出されたのはその下げ僕ぼくたち。

　ゴリラみたいな巨体の猿渡君、細くて胃腸の弱そうな美少年犬塚君、髪かみの毛真っ赤なエセロッカー雉野君。そしてロン毛な女好き浦うら島しまさん。

　とりあえず誰だれもが無言。

　そしてしばらくしてようやくりんごさんがつっこんだ。

「…………で、なんで浦島さんがそちらにいるんですの？」

　その問いに浦島さんは悪びれもせず答える。

「いやね、あれは反則だよね？　だってね？　あの格好で前ぜん屈くつしておねがいされちゃったらもう男なら誰だって二つ返事で死地へと向かっちゃいますよ？」

　堂々と男らしく桃ちゃんの色気というかおっぱいに籠ろう絡らくされたと言ってる浦島さん。馬ば鹿かだ。しかし、それに異を唱となえる男が現れた。

「ふっ甘あまいな浦島！　桃ちゃんの良いのはスタイルだけではない」

　猿渡君が言った。それに残りのお供が続く。

「そう、自由気ままに見えて自分の大切な者を護まもるためには自らを犠ぎ牲せいにすることをいとわないあの気高き精神」

「厳しさの合間に時折見える優やさしさ」

「そしてあの容よう赦しやのない折せつ檻かん、うなる鞭むち」

　おおかみさんが冷めた目で言う。

「…………このなかにひとりマゾがいるぞー」

　しかしお供たちは自分たちの世界に入ったままで聞いてない。侃かん々かん諤がく々がくの議論の末、浦島さんが結論を出した。

「でも、やっぱりおっぱいだろう？」

「「「うむ」」」

　いろいろ言いつつも、やっぱりおっぱいの魔ま力りよくに屈していた馬鹿三人衆プラス一。

　その見事な下僕っぷりを見ながら桃ちゃんは勝利の表情で言った。

「うふふん、どうかしらん？　女の子はみんな、男を下僕にするきび団子を二つ持っているのよ！　二つの胸のふくらみは、なんでもできるしょうこなのよん!!」

　桃ももちゃんは豊満な胸を自じ慢まんげに反らし、そしておおかみさんとりんごさんに哀あわれみの視線を向けて言った。

「……例外もいるけど」




　ピキピキピキッ




　おおかみさんとりんごさんのこめかみにくっきりと井い桁げたマークが浮かぶ。

「むっ胸なんて飾かざりですの！　お偉えらいさんにはそれがわかってないんですのよ!!」

「そうだ、そうだっ!!」

　飾りのないりんごさんの叫さけびに、飾りのないおおかみさんが追つい随ずい、悲しいかな説得力皆かい無むだ。

　とりあえず、亮りよう士しくんが全人類男子の代表として口を挟はさもうとするが……

「いやそれは……」

「てめえはだまってろ!!」

「ハイっス!!」

　そんなおおかみさんたちを見ながら桃ちゃんは慰なぐさめるような優やさしい目で言う。

「でもまあ、あなたたちにはまだ未来があるわよん。…………ほら、なんか未来技術とかで。人類の美容技術は日進月歩だし」

「そっちの未来かよ!!」

　どうやら、桃ちゃんアイでは二人の二次性せい徴ちようにおける成長分は絶望的らしい。

「あとはほら……人間の視覚ってけっこういい加減だから、錯さつ覚かくとか駆く使しすればどうにか」

「なんだよそのわけのわかんない慰めは！　大体オレらはまだ若いから将来はわかんないだろうが!!」

「そうですの！　私たちの未来は明るいですのよっ!!」

「そうね、特とく殊しゆな趣しゆ味みの人だっているもんね？　頭にロのつく人とか」

「ロリコンですの!?　私たちにはロリコンがお似合いって言いたいんですの!?」

「ふざけんな！　皆みなが皆そこの馬ば鹿か四人組みたいに胸ばかり見ているわけじゃねー!!」

　認めたくないと叫さけぶ絶ぜつ壁ぺきーズ。そんな二人に桃ちゃんは……

「…………そうよね。あきらめたらそこでゲームセットよね」

「なんでそんなやさしい目で良いこと言ってんだよ!!」

「むきー!!　くやしいですの!!　乙おと姫ひめさん！　乙姫さん！　ここに裏切り者がいますの！　やっちゃってくださいの!!」

　なぜか浦うら島しまさんを指さし叫ぶりんごさん。

「わかりました」

　りんごさんの声に答えたのは、いつの間にか現れていた神しん出しゆつ鬼き没ぼつの乙おと姫ひめさん。

「なっ、八つ当たりっ!?」

　浦うら島しまさんが校舎の陰かげにズルズルと連れられていく。

　そんなこんなでおおかみさん亮りよう士しくん浦島さんを加えた桃ももちゃん一行は、持つ者と持たざる者の確かく執しつを乗り越こえて鬼おに退治に出発したとさ。

「じゃあ、鬼退治に出発よん」

「ちくしょー、今に見てやがれよ！」

「そうですの！」

　…………全然乗り越えてねー。




「うわー、相変わらずすごいところねん」

　桃ちゃんご一行の現在位置は、鬼おにヶが島しま高校校門前。鬼ヶ島高校を囲む、ぼろぼろのコンクリート壁かべは、夜よ呂ろ死し苦くだとか愛あい羅ら武ぶ勇ゆうだとか、とても乙女おとめの口からは言えないようなマークやら、単語やらが書かれ、もうすごいことになっている。遠目に見る校舎の窓は、ガラスが割れてない方が珍めずらしい。そしてすれ違ちがうのは気合いの入った不良ばかり。

　そんな一般人の近寄らない異空間に、美人でナイスバディな桃ちゃんがデンっと胸を張り立っているので目立って目立って仕方がない。どんどん、鬼ヶ島高校の不良の皆みな様が集まってきて、桃ちゃんに向けて口笛を吹ふいたりしている。

　桃ちゃんは乗り込むぞーとみんなを見回し、一人人数が減っていることに気がついた。

「あれ？　おおかみちゃん、りょーちゃんはどうしたの？　さっきまで金魚のフンみたいにくっついてたのに」

　いつの間にか姿を消していたのは亮士くん。

「ああ、あいつはいいんです。ここにいても邪じや魔まなだけだ」

「でも、いたらいたで盾たてくらいにはなるんじゃないの？　背中を護まもってくれる子がいないと、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいは辛つらいわよん？」

「大だい丈じよう夫ぶです。それに……」

　その桃ちゃんの問いに、おおかみさんは不敵な笑えみで答えた。

「銃じゆうを盾として使う馬ば鹿かはいないだろ？」

「ん～よくわからないけど、大丈夫なわけねん？」

「ああ」

　おおかみさんは自信満々で頷うなずく。

「んじゃまあ、鬼退治と洒落しやれ込みましょうかしらん」

「「「「おおせのままに」」」」

　下げ僕ぼく……もといお供たちが桃ちゃんに答えると、桃ちゃんはきょろきょろ周囲を見回し、

「そこの変な頭の人」

「あん？」

　一番近くにいたパンチパーマで鬼おにぞりの入った不良に話しかけた。

「あなたたちのボスに会いたいんだけど～」

　その鬼ぞりパンチは桃ももちゃんの豊満な二つのきび団子を見てにやけながら……

「へっねーちゃんがそのりっぱなおっぱいで俺を楽しませてくれたら教えてやるぜ？」

　なんてことを言った。

　桃ちゃんは笑え顔がおで何重にも腰こしに巻いていた革かわのベルト──というかもうそれ既すでに鞭むち──を手に取り、ビシイっと鬼ぞりパンチにお仕置きをした。

「いってえ！」

　尻しりを押さえ飛び上がる鬼ぞりパンチ、その隙すきに桃ちゃんは器用に鞭を操あやつると鬼ぞりパンチの足に巻き付け、引っ張った。すごい勢いで後ろに倒たおれた鬼ぞりパンチは後頭部を強打し動かなくなる。

「セクハラよん？　まったく、女の扱あつかいがなってないわねん」

　桃ちゃんはみっともなくのびた鬼ぞりパンチを見下ろして言う。

　女王様な桃ちゃんの武器はもちろん鞭なのだ。それにしても、ますます風紀委員っぽくなくなっていくね、マジで。

　周囲の不良たちは何が起こったのかわからず騒そう然ぜんとしていたが、ようやく一人が我に返った。

「なっ、てめえやりやがったな！」

　いきなり仲間をやられたことに逆上し、不良が桃ちゃんにつかみかかろうとする。しかし、三つの影に阻はばまれた。

「桃ちゃんを……あのりっぱなきび団子をおまえらなんぞに触さわらせてたまるか!!」

　桃ちゃんとおっぱいが同列に扱われているのはどうか。

　それはともかく、その不良の行動に周りの不良たちも続くが、お供の三人に阻まれ桃ちゃんには近づけない。

　お供の三人が桃ちゃんを護まもり、その隙間から桃ちゃんはビシバシとお仕置きをする。見事な役割分ぶん担たんだった。

「よい子になりたい子からかかってきなさい、かわいがってあげるわよん!!」

　ビシイっ

　桃ちゃんが地面を叩たたき、乱らん闘とうが始まった。




「ふっ、遅おそい、遅いですよ！」

　出かけに乙おと姫ひめさんに生気を吸われ、色素が薄うすくなっている浦うら島しまさんがそんなことを言いながら不良たちの攻こう撃げきをかわし、関節を極きめ、そして投げ飛ばしている。

「ふっ、快楽と苦痛は表裏一体、快楽を知ることは苦痛を知ることなのですよミスター。故ゆえに私は人体のことは知り尽つくしているのです」

　実は微び妙みように強かった紳しん士しモードの浦うら島しまさん。人体の急所や関節を狙ねらい、力を受け流し、着実に不良たちを倒たおしていく。しかしその強さは一人の少女を倒す……いかせるために培つちかわれたことを不良たちは知らない。というか、知らない方が幸せだ。知ったら倒された人間は世を儚はかなんで出家してしまうに違ちがいない。

　そして我らがヒロイン、コスプレ……もといフルアーマーおおかみさんは、

「おらあっ！　かかってこいよっ!!」

　なんかすんごい大暴れしていた。

　スタンガンが仕込まれた、ねこねこナックル改かいマークⅡがうなり、かわいいネコ型の痣あざをつけた不良たちが悲鳴とともに倒れていく。ちなみにねこねこナックル改とねこねこナックル改マークⅡとの違いは、

　んにゃーん

　にゃーん

　んにゃーん

　にゃーん

　このように殴なぐると声が出ることだけ。ねこねこナックル改マークⅡはおおかみさんが鬼おにヶが島しまの不良を殴るたび、この殺さつ伐ばつとした空気に全くそぐわない癒いやしを垂たれ流している。

　おおかみさんは、この超ちよう無む駄だなギミックにさっき不良を殴って初めて気がついた。

　これが、おおかみさんの大おお荒あれの要因の一つ。

　おかげで、おおかみさんの周りには死し屍し累るい々るいと不良たちが横たわり、微び妙みようなスペースが空いている。

　別にこれは響ひびき渡わたるネコの声と男たちの悲鳴の絶ぜつ妙みようなコラボレーションにより特とく殊しゆな空間ができあがってしまっているため、人が近寄ってこないというわけではない。おおかみさんの荒れっぷりに近寄れないのだ。……本当ですよ？

　そんなおおかみさんの大だい活かつ躍やくっぷりを見て桃ももちゃんは納なつ得とくする。

「なるほどねん、銃じゆうを盾たてとして使う馬ば鹿かはいない……か。ふ～ん、りょーちゃんなかなか良いじゃない」

　桃ちゃんはどこかから行われている援えん護ご射しや撃げきがおおかみさんを護まもっていることに気がついたのだ。相変わらず亮りよう士しくんはこそこそ隠かくれておおかみさんを援護しているが、その重要度はかなり高い。おおかみさんの背後を護りつつ、時折おおかみさん以外への援護までしている。そう、亮士くんがいるからおおかみさんは存分に戦えるのだ。

「じゃあ、いそいで生徒会長室に向かおうかしらん。みんな行くわよーん」

　その桃ちゃんの叫さけびに、それぞれが返事をする。

　桃ももちゃんは、電でん撃げき作戦で一気に生徒会長室に乗り込み、一気に脱だつ出しゆつするつもりなのだ。もたもたしてたら囲まれ逃にげられなくなる。

　別に鬼おにさんたちを全員退治するのが目的なのではない。御お伽とぎ学園の生徒たちを安心させ溜りゆう飲いんを下げること、そしてもしこれ以上相そう互ご不ふ可か侵しんの協定を破り、もめ事を起こすならこんなものじゃあ終わらないぞと脅おどすことが目的なのだ。

　御伽学園単独でさえ数では圧倒的に鬼おにヶが島しま高校に勝っているのだ。市内にある私立四校すべてとならば、比べるまでもない。

　今は、桃ちゃんたちは圧あつ倒とう的少数だが、この街でいえば、鬼ヶ島の連中の方が圧倒的に少数なのだ。本気でぶつかった場合はどちらがより痛い目を見るかは馬ば鹿かでもわかる。

　というわけで、道が空いたのを見計らっておおかみさんたちは校舎の中に突つっ込んだ。




「ここから先は」

「俺たちが通さん!!」

　アリスさんに教えてもらった情報を元に、敵のボスの居城と思われる生徒会長室への最短距きよ離りを快調に進しん撃げきしていた桃ちゃんとそのお供たちウィズおおかみさんズの前に二人の男が立ちはだかる。

　立ちはだかったのは青く染めた鬼ぞりパンチパーマに赤く染めた鬼ぞりリーゼント。

「鬼ヶ島の赤鬼青鬼と呼ばれた俺らを」

「簡単に倒たおせると……ぐはっがはっげへっ」

　決めぜりふの途と中ちゆうで何処どこかから飛んできた魔ま女じよさん特とく製せい弾だんが炸さく裂れつ。涙なみだを流し咳せき込む赤鬼青鬼のお二人。

「邪じや魔まなんだよっ!!」

「がががが!!」

「ぎぎぎぎ!!」

　おおかみさんはその二人にトドメを刺さし先に進む。

　自称か他称か知らないが二つ名が付くほどの不良だ。確かアリスさんに渡わたされた要注意人物ファイルの欄らんに名前が載のっていた気もする。普ふ通つうにやり合えば流石さすがのおおかみさんでも相当苦戦したんだろうが、亮りよう士しくんが目をつぶし、おおかみさんが電でん撃げきパンチでトドメを刺すという卑ひ怯きようなハメ技わざの前ではイチコロだった。

「うわー容よう赦しやないわねん」

　その一いつ騎き当とう千せん獅し子し奮ふん迅じん卑ひ怯きよう千せん万ばんなおおかみさんたちの様子に流石の桃ちゃんもあきれ顔だ。

　その後もわらわらとわいてくる不良たちをちぎっては投げちぎっては投げしながらおおかみさんは突き進む。相変わらずにゃ～ん、んにゃ～んという癒いやしを垂たれ流しながら。

　不良さんたちもあの間ま抜ぬけな武器にやられたくはないと……というか、ただのコスプレねーちゃんにしか見えないおおかみさんにやられてなるものかとがんばるが……

「ぐぎゃあ」

「ぐえええ」

「うばああ」

　どうにもなりませんね。コスプレおおかみさんと、ねこねこナックル改かいマークⅡにやられたという、今日背負った十じゆう字じ架かを抱かかえて一生生きてください。




　そして一行はアリスさんから教えてもらった情報を頼たよりに階段を駆かけ上がり、生徒会長室があるという四階に到とう着ちやく。生徒会長室が四階にあるのは、馬ば鹿かと煙けむりは高いところが好きとかいうやつだろう。

「よし、とりあえずここでオレらがくい止めとくから、桃ももちゃん先せん輩ぱいは生徒会長室に!!」

　生徒会長室前の廊下で陣じん取どりながらおおかみさんが叫さけぶ。

「わかったわん！　猿さる渡わたり、犬いぬ塚づか、雉きじ野の、浦うら島しま、絶対おおかみちゃんを守るのよ！　傷一つでもつけてみなさい、お仕置きしちゃうわよん」

「わかりました！　ふはははは、なかなか見所のある女だ！　この俺が守ってやろう！　胸はないがぐはぁっ!!」

　馬鹿四し天てん王のうの一人猿渡さんが陥かん落らくした。

　倒たおしたのはもちろん……

「だまりやがれ!!」

　おおかみさん。

　右拳こぶしをフルスイングした状態で固まっているおおかみさんに、残りの馬鹿三人はガクガクブルブル。

　そんなおおかみさんのフレンドリーファイヤはさておき、桃ちゃんは生徒会長室に乗り込んだ。




「よくいらっしゃいました」

　桃ちゃんが生徒会長室の扉とびらをぶち破るようにして開くと、そこにはふわふわと柔やわらかそうな髪かみをした少年が笑顔で待ち受けていた。身長は高くもなく低くもなく。その顔はそこそこに整っている。そしてその雰ふん囲い気きは不自然なほどに柔らかかった。

「おじゃまするわよん」

　桃ちゃんがずかずかと押し入る。

　外の荒こう廃はいとは比べものにならないほど整然とした室内、その奥の机に少年は座っていた。

「それにしても、乱暴な訪問ですね？」

「ごめんなさいねん？　案内してくれるように頼たのんだけど、あんまりにもレディの扱あつかいがなってなかったのよん。だからちょっとお灸きゆうを据すえてあげたんだけどまずかったかしらん？」

　桃ももちゃんは少しも申し訳なさそうにない感じで言う。

「そうだったのですか。それはすいませんでした。あとでよく言い聞かせておきましょう。それで今日のご用件は？　あ、申し遅おくれました。ボクは鬼おにヶが島しま高校生徒会長の羊ひつじ飼かいといいます」

「御お伽とぎ学園生徒会の吉き備び津つ桃子よん。それで話だけど……」

　そのとき追ってきた鬼さんたちの叫さけびが桃ちゃんの言葉を邪じや魔ました。

「おらーてめえら、いいかげんに観念しやがれ!!」

「なめやがって!!」

「はっ！　貴様らのきたねー顔をなめる趣しゆ味みはねーよ！」

「桃ちゃんのおっぱいは俺たちが護まもるぞ!!」

「「「おおっ!!」」」

　どうやら、桃ちゃんとそのお供たちウィズおおかみさんズに蹴け散ちらされた鬼さんたちが続々と集結しているらしい。

　しかし……交かわされる両者の会話が一部かみ合っていない。あと、桃ちゃんとおっぱいが同列どころがおっぱいの方に比重が傾かたむいているのはどうか。

「と、すいません。外がうるさいですね、黙だまらせてきますので。あ、皆みなさんにここに入って待っていてもらえますか」

「わかったわよん。じゃあみんな入って」

　廊ろう下かにいたおおかみさんはその声に従って部屋の中に入り……

「な……あっ」

　中の人物を見て驚きよう愕がくの表情を貼はり付け固まった。

　その様子に羊飼さんはしばし怪け訝げんな顔をして考えたあと、何かを思い出したのか満面の笑えみを浮かべた。

「…………へえ、涼りよう子こちゃんじゃないか。久しぶりだね四年ぶりくらいかな」

　にこにこ笑いながら男が立ち上がり、おおかみさんに寄っていく。

　次の瞬しゆん間かんおおかみさんに起こった変化は劇的だった。

　おおかみさんの身体からだがガクガクと震ふるえる。




　何故こいつがここにいる




　数年ぶりに見た羊飼さんの姿に、おおかみさんの脳裏に過去がフラッシュバックする。

「う……あ」

　弱くて泣き虫でただの少女だったあの頃ころの記き憶おくが蘇よみがえる。

　ただただ怯おびえることしかできなかったあのときの感情が蘇る。

　だめだ、剝はがれる、剝がれる、剝がれる。

　おおかみさんが丹たん念ねんに着込んだ噓うその毛皮が剝がれてしまう。

　破れ剝はがれかけた噓の毛皮の隙すき間まから、昔の自分が溢あふれてくる。

　昔の弱い、噓で塗ぬり固めて隠かくしたはずの自分が漏もれだしてくる。

「あ……」

　だめだだめだだめだ、昔のただの少女だった自分に、あの日の自分に戻もどってしまう。

　戻る、戻る、戻る、戻る────────────

　そして、おおかみさんが今にも折れそうになったそのとき、おおかみさんを折れないよう支えたのはどこからか聞こえてきた声。




「涼りよう子こ!!」




　おおかみさんが受け取ったのは自分を守ってくれている亮りよう士しくんの想おもい。




　亮士くんは向かいの校舎から、窓の外からおおかみさんの様子を細心の注意を払はらい見ていた。

　だからおおかみさんの異変に一番最初に気づいた。

　亮士くんは、初めて心を奪うばわれて以来、ずっとおおかみさんを見ていた。

　だからおおかみさんの異変に一番最初に気づけた。

「う……あ」

　おおかみさんの噓の毛皮が今にも剝がれそうになっている。

　亮士くんは、あの状態のおおかみさんを一度見たことがあった。白はく馬ばの王おう子じ様事件で拉ら致ちされたときに、おおかみさんはあの状態になっていた。

　殴なぐられ蹴けられ、絶望的な状じよう況きようの中でおおかみさんの心が折れかけたあのときと同じ。

　でも、今回はなんでいきなりあの状態に？　別にピンチというほどではない。

　あの男を見た瞬しゆん間かんからああなったが、あの男と何かあるのか？　あったのか？

　亮士くんの頭を様々な疑問が駆かけ抜ぬける。

　しかし、震ふるえるおおかみさんを見た亮士くんの中から、それらはすべて吹ふき飛び、自らのやるべきことを思い出す。

　亮士くんは無様に見ているだけしかできなかったあのときに誓ちかったのだ、あんな惨みじめな気持ちには二度とならないと。

　今も見ているだけだが、それだけではない。できることがある、自分にしかできないことがある。

　大だい丈じよう夫ぶだ、涼子は俺が守る。

　亮士くんは思いきり息を吸い込み、その想おもいと共に吐はき出した。




「涼りよう子こ!!」




　亮りよう士しくんが吐はき出したのは、あの日の誓ちかいとおおかみさんへの想おもい。




　おおかみさんは亮士くんの声に我に返る。

　そうか…………そうだな、オレの後ろにはあいつがいる。

　前とは違ちがう。一人じゃない。

　そう…………一人じゃない。

　おおかみさんはかすかに笑えみを浮かべ、瞳ひとみを閉じた。

　はっ……いつもはヘタレのくせに、こういうときばっかり……な。

　おおかみさんは亮士くんに支えられて噓うその毛皮を繕つくろう。

　オレは強い。もう昔とは違う、弱い自分は消えた、オレは強いオレは強いオレは強い。

　噓で自分を覆おおい隠かくすいつもの儀ぎ式しき。

　弱くて強い、噓つきおおかみさんになるための儀式。

　大だい丈じよう夫ぶだ、オレは強い。

　そして目を開けると、もういつものおおかみさんだった。

　おおかみさんはどう猛もうな笑みで目の前の少年に声をかける。

「よう、久しぶりだな士し狼ろう」

「うん、久しぶり久しぶり」

　おおかみさんの言葉に士狼と呼ばれた少年は屈くつ託たくなく笑う。

「いやー涼子ちゃんは見違えたね？」

「おかげさまでな」

　そんな二人の世界に桃ももちゃんは入り込めない。

「んー蚊帳かやの外は嫌いやなんだけどねん？」

「あー、ただの元クラスメイトだよ。こいつの名前は羊ひつじ飼かい士狼」

「そうです。ただの元クラスメイトですよ、ただの…………ね。と、少し待ってください」

　羊飼さんはそのまま外に出て、顔を真っ赤にして切れまくっている鬼おにさんたちに静かに言った。

「皆みなさん、ちょっと静かにしてもらえますか？」

　一いつ斉せいに黙だまり込む鬼さんたち。一気に熱が冷めたのか真っ青になっている。

　そして静かになったのを確かく認にんしたあと、扉とびらを閉める。

「はい、お騒さわがせしました。それではご用件をうかがいましょう」

「あーそれはねん？　最近、あなたの所の鬼さんたちが調子に乗ってるでしょお？　これ以上問題になるようならこっちも黙ってるわけにはいかないのよねん。だから忠告に来たわけよん」

　桃ももちゃんは羊ひつじ飼かいさんを睨にらみ付けながら言う。

「……そうですか、ここの頭あたまになって日が浅いんでまだまだボクに従わない人もいるし目も届かないんですよ。でもそうも言ってられないので、よく言い聞かせておきます」

　そしてそこまで言ったところで羊飼さんは頭を下げた。

「ご迷めい惑わくをおかけして、申し訳ありませんでした」

　それを見た桃ちゃんの目が細まる。

　桃ちゃんのいつものふざけた雰ふん囲い気きが消え、怜れい悧りな視線を羊飼さんに向ける。

「それは、今後同じようなことが起きないと確約してくれたととって良いのかしら？」

「はい、確約とまでは言えませんが、それでも及およばずながら微び力りよくを尽つくさせていただきます」

　頭を下げたままの羊飼さん。

　しばらくそれを見続けたあと……

「………………わかったわ。みんな帰るわよ」

　桃ちゃんはその場から一いつ瞬しゆんでも早く離はなれたいとでもいうかのようにきびすを返した。




　生徒会長室の窓から、校門を出て行くおおかみさんたちを見ながら羊飼さんが笑っていた。

「くっくっ、いるとは聞いていたが。あんなに美味おいしそうになっちゃって」

　先ほどの人当たりの良さなどかけらもない。

　その羊飼さんに後ろからやって来た美女が話しかける。

「んー相変わらず見事に羊を被かぶってたわね」

「麗れい狐こか」

　羊飼さんが振ふり向くと、そこには狐きつね目の美女がいた。今のように笑っているとその瞳ひとみは線のように細くなる。きれいに染め上げられた長い金きん髪ぱつが腰こしの辺りでしっぽのように揺ゆれる。

　細身でスタイルの良い身体からだに妖よう艶えんさを纏まとい、感じる色気は桃ちゃんにも劣おとらない。

　しかし、感じるのは桃ちゃんのように健康的で官能的な色気ではなく、溺おぼれた者を破は滅めつさせてしまいそうなほどに退たい廃はい的な色気だった。

「それであの娘こはなんなの？　あんたがそんなにうれしそうなんて」

「あーたいしたことじゃない。あいつを昔食べ損そこなったんだよ。しかし、今思ったんだがな……逃にがした魚はやっぱり大きく感じるな」

　本当にうれしそうな羊飼さん、舌したで唇くちびるをしめらせる。

「んーやっぱり食べたいな」

「士し狼ろうに気に入られるなんてあの娘も可哀想かわいそうに」

　あきれてそう言う麗狐さんに羊飼さんはくつくつと笑いながら言う。

「俺は正直者なんだよ。やりたいことはするし、やりたくないことはやらない。欲しいものは手に入れるし、気に入らない奴やつは排はい除じよする。俺は自分に噓うそはつかない。死ぬその直前まで俺は正直者だ。まあ、ろくな死に方はしないだろうが、後こう悔かいだけはないだろうよ」

「んー相変わらずの悪人っぷりね。まあ、そこが良いんだけど」

　麗れい狐こさんは羊ひつじ飼かいさんに後ろから抱だきつく。

「それでどうするの？　まあ、何しようがあなたが力を持って強いうちはついてくけどね」

　逆に言えば、弱くなったら見捨てるということだが、羊飼さんは気にしない。

「まあ、しばらくはおとなしくしておく。ただまあ、そのあとは……」

　羊飼さんは貪どん欲よくな狼おおかみの笑えみを浮かべ舌したなめずりをした。




　鬼おにヶが島しま高校を出てからしばらくして桃ももちゃんが言った。

「アレはかなりの曲くせ者ものね。……どうにか対策を立てないといけないわねん」

「そうだね？　言うこと聞かない、目が届かないなんて絶対噓うそだよあれ？　頭あたまになってからまだ日も経たってないだろうに、鬼ヶ島を完かん璧ぺきに掌しよう握あくしちゃってるよ？　不良たちがおとなしい羊みたいになっちゃってたしね？」

　桃ちゃんの言葉にいつの間にやら合流していた頭とう取どりさんが答える。

　頭取さんの格好は見たまんま不良なので、合流時に敵と思った桃ちゃんの鞭むちがうなりかけたが、いつもの事なかれ口調で弁解してどうにか事なきを得たりした。ちなみに今の名前はたっちゃんらしい。

「あの子の一声でみんな黙だまっちゃったしねん」

「黙らせることができるほど強いのか、バックに何か大物がついているのか……どちらにしても面めん倒どうなことになりそうだね？」

「んー洋燈ランプちゃんに頼たのんじゃおうかしらん？　でもああいう男はしっぽを見せそうにないのよねん」

　学長を洋燈ちゃん呼ばわりする大物すぎる桃ちゃん。

「流石さすがに、何もしてない人間を追い出すわけにもいかないしね？　何か確たる証しよう拠こがないとどうにもならないね？」

　そんな会話を交かわす桃ちゃんたちから少し離はなれて、おおかみさんと亮りよう士しくんは無言で歩いていた。

　おおかみさんの様子がおかしいので、そっとしておこうと誰だれも話しかけないのだ。

　何も語らないおおかみさんと、何も聞かない亮士くんが並んで歩く。

　しばらくそんな沈ちん黙もくが続き、おおかみさんがぽつりと言った。

「…………亮士」

「なんっスか？」

「…………助かった」

　ただ一言。しかし、これ以上ないほどおおかみさんの感謝の想おもいがこもっていた。その想いが伝わった亮りよう士しくんも一言で返す。

「はいっス」

　そしてまた沈ちん黙もくが流れ……今度は亮士くんが話しかけた。

「涼りよう子こさん、ひとつ良いっスか？」

「………………なんだ？」

　おおかみさんは亮士くんに顔を向ける。そのおおかみさんの目を真っ正面から見返しながら亮士くんは口を開いた。

「おれは……いつでも涼子さんの後ろにいるっスよ」

　その言葉におおかみさんは少しビックリしたあと……




「……うん、頼たよりにしてるよ」




　花のつぼみが綻ほころぶようにゆっくりと笑え顔がおを浮かべた。

　息をのんでその笑顔に見とれる亮士くん。

　それは亮士くんが今まで見たおおかみさんの笑顔の中で一番きれいで素す敵てきな笑顔だった。

　噓うそつきなおおかみさんが見せた正直な笑顔。
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　……が、それも一いつ瞬しゆん。次の瞬間にはおおかみさんはいつものおおかみさんだった。

「じゃあまあ、さっさと帰るか！　りんごも心配してるだろうしな!!」

　そんなおおかみさんにどぎまぎしつつ、亮りよう士しくんもいつも通りに答えた。

「はいっス!!」




　そんなこんなで桃ももちゃんの鬼おに退治は無事成功、桃ちゃん鬼おにヶが島しま襲しゆう撃げき事件は御お伽とぎ新聞の一面を飾かざり、いろいろな懸け念ねんを残しつつも、鬼ヶ島の鬼さんたちが悪さをすることはなくなりました。

　そして、それに協力したおおかみさんと亮士くんはお互たがいに仲を深め……




「そういえば、涼りよう子こさん。さっき口調が……」

「なっあっあれは……気のせいだ!!」

「……いやでも」

「だから気のせいなんだよ!!」

「……でも」

「気のせいだっつってんだろ!!」

　ボカッ

「痛いっス!!」




　……る事は相変わらずなかったみたいでしたとさ？


めでたしめでたし









　　　あとがき




　どうもおひさしぶりです、やればできる子沖おき田た雅まさしです。

　一巻で書いたように今回は前回より早めに出せました、以前のペースに戻もどりましたね。

　これからもこのペースを守っていけたらなーと思っています。

　思っているだけですが!!

　……………………すいません。ともかくこんな風に自分を追い込んでおけば、そう易やす々やすと遅おくれたりしないに違ちがいないというかそうであれよオレって感じですがどうなるでしょう？　正直私は自分ほど信じられないものはないので。

　でも引ひっ越こしてから、体も心も調子がとても良いので、しばらくはどうにかなるかなーなんて思ってるんですが。頭痛と腰よう痛つうがかなり軽減されたのは本当にありがたいですよ。

　で、今回のあとがきではそれぞれの話をどんな感じで書いたかとか裏話とか解説なんかしてみようかと思うのですがどうでしょう。

　あ、そう言えば今回は日本昔話で攻せめてみましたけど……ひとつだけ仲間はずれがあります。それはどれでしょう？　って、このラインナップなら丸わかりですねー。なので正解しても何もありません。というわけで、これより超ネタバレなので気をつけてください。




　おつうさんの話

　鶴つるの恩返し、雪ゆき女おんな、双そう方ほうのお話にいえるのは男が馬ば鹿かだってことと、女が可か哀わい想そうだってこと。男から見た場合、女から見た場合は本編で書きましたけど、オタクから見た場合は、人外ヒロインがやってきたにもかかわらず選せん択たく肢しミスって逃にげられちゃったもったいなさすぎる男の話にでもなるでしょうか。覗のぞく？　それとも覗かない？　みたいな。

　人生は選択間違えるとバッドエンド直行とかいう教訓もあるんですかね？　というか、どう考えても人外美少女同居ものラブコメですもんねー両方とも。落ち物系っていうんでしたっけ？　雪女なんて子供まで作ってますよ。

　まあ、そんなわけでこの話はグッドエンド迎むかえた雪ゆき女めさんとバッドエンド迎えたおつうさんの対比とか考えてたんですが……うむー。あ、死んだお兄ちゃんの名前はよひょうさんです。

　それで、おかしな家の面々は今後出てくるかもしれません。出てこないかもしれません。とりあえず、真昼さんは名前の響ひびきのまんまあの鳥類です。名字は白鳥なんじゃないでしょうか。

　あと、りんごさんがときどき三倍な人の台詞せりふ言ってるんですけど、赤つながりなんですが正直どうでもよ過ぎですね。




　乙おと姫ひめさんの話

　ほぼ一発キャラの予定だったのに、その書きやすさからとうとうサブヒロインまで上のぼり詰つめてしまった乙おと姫ひめさんです。そのため七人の仲間たちが八人になったり乙姫さんの口調が少し変わってしまいましたが気にしたら負けです。…………ほんとすいません、許してください。

　それで乙姫さんは、書いてて楽しい人。この話は一巻の浦うら島しま太た郎ろうの続きで、乙姫さんと浦島さんの関係のその後。乙姫さんに雁がん字じ搦がらめにされた浦島さんは逃にげられず幸せに暮らしましたとさって感じですか。童話の方はあまりにも悲ひ惨さんなオチというかなんというか。

　あと、童話浦島太郎の元になった話では乙姫って亀かめだったらしいですよ？　亀助けたら姫に変身するんです。そんなトリビア。

　ウサギとカメは日本の童話っぽいですけどイソップ童話です。歌もありますし子供の頃ころは日本昔話だと思ってましたよ。もしもしかめよ～ってやつですね。

　もう一人のロリ、白いうさぎさんの宇う佐さ見みさんは今後いろいろとちょっかい出してくるかもしれません。宇佐見さんの台詞せりふ、「この腐れロリが!!」は書いててツボにはまりました。




　金きん太た郎ろう少年の話

　金太郎って、ちゃんと話を知っている人あんまりいないと思いますけど、悪ガキがお偉えらいさんに見いだされて出世する話です。まあこの話では、おおかみさんと亮りよう士し君に出会うことで、謙けん虚きよになり出世街道に乗りましたって感じですか？　彼は未来のチャンピオンですよ。

　それで内容ですが、どうやら私は長男だけあって、姉というものにあこがれている節があります。で、年下の男の子を少年と呼ぶワイルドお姉さんがとてもツボなのです。

「どうした、少年？」みたいな!?　いいですよね？　ね？　……ね？

　あと、亮士君がかっこいい話になるはずでした。落として落として最後に引き上げるみたいな。でも、あまりにも落としすぎて引き上げきれなかった感が……まあ、亮士君ですし。でもそのかわりおおかみさんがかっこよかったんで良いかなと。




　桃ももちゃんの話

　桃太郎のキャラを作るにあたって最初に考えたのが、竹刀しない持った正義の味方の風紀委員桃子さん。しかし、典型的すぎだろうといろいろ考えてたら、なぜか女王様になってました。下げ僕ぼく[image: →]女王様、きび団子[image: →]おっぱい、桃[image: →]ナイスバディーなんて連想があったのは本編見ていただければわかりますね。馬ば鹿かですね。すいません。

　桃ちゃんとおおかみさんとりんごさんのおっぱい談義は書いてて楽しかったです。あと、おっぱいランキングは著者近影の所に書いてます。今から謝っておきます。すいません。




　おおかみさんシリーズに一貫しているのは少年漫まん画がを意識していることです。悪者には報むくいがあり、頑がん張ばった人は報われる……みたいな。それは童話にも通じるものがあると思います。

　御お伽とぎ銀行の貸し借りシステムは、別な方向から見れば頑がん張ばった人が頑張った分だけ報むくわれるシステムなんですよ。順番逆なんですけどね、これだけ力を借りたから、あとでこれだけ頑張るみたいな。

　それで少年漫まん画がといえば、かわいいヒロイン、頑張るヒーロー、頼たよれる仲間と強大な敵……ということで、この話でようやくラスボス登場。おおかみさんのトラウマの元げん凶きようにして亮りよう士し君の倒たおすべき敵。キャラは噓うそつきの反対、正直者です。まあ、でも噓つきなんですけど。

　おおかみさんはおおかみさんですがおおかみさんなのでってわけわかりませんが、おおかみさんはまあおおかみさんなんですよ。噓をついて狼おおかみになったつもりでいるおおかみ少女。

　自分に自分は狼だと噓をついているおおかみ少女と、周りに自分が無害な羊ひつじ飼かいの少年だと噓をついている狼。二人とも狼とオオカミ少年（少女）とキャラの要素は同じなんですが、噓をついている方向も性格も何もかも正反対にしました。こいつをどうにかしたらこの話は終わりですね。

　おおかみさんとラスボスのモチーフからもわかるようにラストで使う童話は決まってます。どの童話かは秘密……と言いたいところですけどバレバレですね。でもオオカミさんシリーズは元にする童話がばれてもそれをいじくり回すのであんまり問題ないと思うんですよね。他ほかのキャラが介かい入にゆうするので話が変わりますし。

　中でもヒーロー亮士君には特に関かかわってもらわないといけない。なぜなら狼を仕留めるのはいつでも智恵と勇気を持った……でも、今はまだへタレなんで前ぜん途と多た難なんですが。二人のオオカミをそれぞれ違ちがう意味で仕留めてもらわないといけないのに……。この話は、亮士君の成長物語でもあるんでしょうね。書いてて一番動かない困った人ですけど。




　それでは長々と書きましたが、恒こう例れいの皆みな様さまへの感謝を。

　担当の高林さんと荒木さん。今回も本当にありがとうございました。この本が出たのもひとえにお二人のおかげです。どうか、これからもよろしくお願いします。

　うなじさん、素す敵てきすぎるイラストをありがとうございます。おおかみさんにはこの絵しかあり得ないって感じです。今後もよろしくお願いします。

　そして、この本の出版に関かかわっていただいた皆さん、本当にありがとうございます。

　最後に、この本を読んでくださった皆様、この本は読んでスカっとするようなたのしい話を目指してます。読み終わった皆様がそのような気持ちであっていただけたなら望外の喜びです。

　本当にありがとうございました。

　それではまた次巻で会えたらと思います。




　…………あ、次もおおかみさんになりそうです。先せん輩ぱいのほう待ってくださってる方、愛あい想そ尽つかさずにもう少し待っていただければと、本当にすいません。……ああ！　大人の事情ってこういうときに使うんですね、納なつ得とく。


沖田　雅
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沖おき田た 雅まさし

この巻のテーマは富の偏在な訳ですが（噓）[image: ↓]の大きさは桃ちゃん[image: ＞][image: ＞]魔女さん[image: ≧]おつうさん[image: ＞]乙姫さん[image: ≧]アリスさん【越えられない壁というか、本人達が壁】おおかみさん[image: ≧]宇佐美さん[image: ≧]りんごさんです。……すいません。
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イラスト／うなじ

広島県在住の無職ひきこもり兼イラストレーター。橋の下にすら辿り着けず、闇の世界の住人にもなりそこね、自転車も錆びてる今日この頃。河原で石を積む代わりに机の周りに資料を積み上げます。よく崩れます。崩れてしまえ。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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